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平成 3 年度

目野市教育委 員会の教育目標と 重点

教育 目 標

教育基本法に基づき、生涯学習をふまえ、社会の変化に対応して主体的に判断し、行動できる市民の

育成を目指し、次のことを目標にして日野市の教育 ・文化 ・スポーツの発展充実を図る。

1. \'j，~かな心、 いきいきとした知識、健やかな体を培ととともに、社会人と しての徳性を渦養し、広く

国際社会に生きる市民の育成に第める。

2 名自のもつイ|川悦 と 創.ìíJ j~E をやtlばし、人IUJ尊重の桁;~[I Iを身につけ、 互いに励ま し協力する態度を育て

る。

3 家庭教育、学校教育、社会教育の緊密な連携のもとに、青少年の健全な育成を進めるとともと、郷

土愛をi白い、地域の自然や文化を大切にする態度を育てる。

重 点

教育[J際を達成するために、次のことを1ft点とする。

1 学校教nにおける指蒋内容 ・刀法の充実に努め、幼児 ・児童 ・生徒が自ら学ぶ)Jを養い、一人一人

の個性や能力の仲長を図り、保護荷の則伴に応える教育を推進する。

2. 教育助;，設 ・設備の充実に努め、そのイI効な活川・ 保全を凶り、市民への開放を推進する。

3 公民自Hfiillb並びに閲t!?釘(・ふるさと博物館の資料及びその機能の充実に努め、l行民の学問機会の肱

充当ピ図る。

4 スポーツ活動における指導体制の充実並びに施設の有効活)1]に勿め、市民の主体的な活動の推進を

図る。
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学校教育にjゴける指導 の重点

日野市教育委員会は、先の教育目標を達成するため、次のことを学校教育において推進すべき課題と

して設定する。

<人権尊重の教育の推進>

日本国憲法に基づき、教育基本法に示された教育の U的を達成するためには、学校の教育活動全体

を通して、あらゆる偏見や差別をなくし、 人権尊重の教育を徹底することが重要である。

特に、各学校においては、 一人一人の児童 ・生徒の持つ個性と創造性を仲ばし、人権尊重の精神を

培い、 互いに励まし協力する態度を育てることが大切である。

<社会性を育む教育の推進>

児童 ・生徒を健全な社会人として育成するためには、郷土を愛する心を培い地域社会の一員として

自覚を促し、地域社会の形成者としての資質を養うよ う努めることが重要である。

特に、各学校においては、家庭 ・地域 ・関係諸機関との迎批を一層深めるとともに、地域の自然や

文化を積極的に学校教育に取り入れることによって、地域に板ざした学校教育の推進に勿め、地域の

自然や文化を愛 し、地域から学ぼうとする心情や人々との連;出感、地域への帰属意識を培うことが大

切である。

<国際理解教育の推進>

国際的な視野をもち、世界の平和に貢献できる市民を育成するためには、我が国と諸外国との生活

や文化の違いを理解させ、これを尊重する態度の育成に努めることによって、進んで国際社会に参加

.協力できる能力と態度を培うことが重要である。

各学校においては、我が国の風土、生活様式、人々の生き方や考え方などの学習を通 して自国の文

化や伝統についての理解を深めさせることが大切である。

各学校ではこれらの課題について、 次のことを日常の教育における指導の重点として、教師一人一

人の識見や能力を高め、校内の指導体制を確立し、家庭・地域との連携を一層深め、開かれた学校と

しての教育経営を展開して、学校教育の一層の充実・向上に努めることが大切である。

<学習指導の改善・充実>

自ら学ぶ意欲を持ち、社会の変化に主体的に対応できる児童 ・生徒を育成するためには、 一人一人
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の個性や能力を生かす指導の徹底を図り 、学ぶことの楽しさや成就感を体得させることが重要である。

各学校においては、次の点に重点をおいて体験的な活動を重視するなど指導内容 ・方法及び評価の

改善を図り、児童 ・生徒が各教科等の基礎的 ・基本的な内容を確実に身に付け柔軟な思考力や創造力

を育成するとともに、自ら学ぶ力を身につけさせ、生涯を通じて学習を継続する意欲と態度を養う 必

要がある。

( 1) 学習指滋要領の改訂をふまえ、その趣旨を生かすための研究を深めるとともに、学校の創立を生

かした教育課程の編成と実施に努める。

(2) 小集団による主体的 ・創造的な学習活動、チーム ・ティーチングによる指導、体験的な学習活動、

地域素材を生かした教育活動等の研究を推進するとともに、児童 ・生徒の学習課程に視点をおいた

授業研を行う。

(3) 全教育活動を通して生き方にかかわる教育を推進し、立かな感性や自主性を泊養するとともに、

好ましい人間関係の育成に努める。

<生活指導 ・進路指導の充実>

世かな心をもち、たくましく生きる児童 ・生徒を育成するためには、個性を生かし、社会の一員と

しての自覚を高め、徳性を涌蓋し、自己実現を図る能力と態度を身につけさせることが重要である。

各学校においては、次の点に頂点をおいて児童 ・生徒が生き生きと意;欲的に学校生活を送ることが

できるよう 、一人一人の児輩 ・生徒に対する理解を深め、保護者の要望を 卜分把揮するとともに、教

育相談を重視するなど全校的な指ifl体制を一層充実して、組織的 ・計画的に生活指導 ・進路指導を行

う必要がある。

(1 ) 家庭 ・地域 ・闘係諸機関との連携を密にして、問題行動の要因を抱鋸し人と人とのかかわりを重

視した指碍の徹底に努め、児市 ・生徒の健全な育成を岡る。

(2) 学校経常の充実に努め、 一人一人を生かす1l'rif1;の徹底を図り、児童 ・生徒が互いに認め合い、励

まし合い、助け合い、協力する態度を育てる。

(3) 児奄 ・生徒が自己理解を深め、将来にわたる生き方を考え、主体的に進路を選択する能力と望ま

しい勤労観 ・職業観を身につけることができるよう指導内容 ・方法の改善に努める。

(4) 児童 ・生徒の奉仕的な活動など社会活動への参加を一層促進する。

<健康・ 安全指導の充実>

児!it・生徒が、生命を噂び健康でゆjるく活力のある学校生前を送ることができるようにするために

は、児市 ・ 生徒の心と体の健康づ くりに努めることが呪~である。

科学校においては、次のJ人点‘J江0

安ノ全tについてのE理E解を微底させ、 nら進んで健康の保持WI進や体))の向上を凶る能力と態度をlfてる
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ことが必要である。

(1) 児童 ・生徒が自ら進んで運動に殺しむ態度を身に付け、心身を鍛え、生涯にわたってスポーツを

継続することができるよう 指導内容・方法を工夫 し、体育活動の充実に努める。

(2) 性にかかわる指噂を組織的 ・計画的に行い、児童 ・生徒が人聞の性に関 しての理解を十分深め、

成長過程における課題に適切に対応できるよう援助・指導をする。

(3) 計画的 ・組織的に安全指導や安全管理を徹底し、事故防止に努める。

<心身障害教育の充実>

心身に障害のある児童 ・生徒一人一人の能力 ・適性を十分伸長するためには、教育環境の整備 ・充

実を図る とともに、指導内容 ・方法の改善充実に努めることが重要である。

各学校においては、次の点に重点をおいて心身障害教育の充実を図るとともに、心身障害者への理

解を深めることが大切である。

(1) 心身障害教育について、児童 ・生徒 ・保護者援びに全教職員の理解を深める。

(2) 障害の種類や程度に応じた適切な教育計画と指導内容 ・方法について創意工夫するとともに、児

輩 ・生徒の実態に応じた交流教育の推進に努める。

(3) 家庭や地域社会、医療機関及び関係諸機関との連携を深めるとともに、継続的な教育相談活動を

一層充実させる。

<幼児教育の充実>

幼児期は心身の発達が著しく、人格を形成する上で重要な時期であり、豊かな心、健やかな体を培

うこ とが重要である。

各幼稚園においては、幼児の発達課題を適切にとらえ、次の点に重点をおいて指導内容 ・方法の改

百充実に努めることが大切である。

(1) 幼児の生活実態や心身の発達に基づき、指導計画と指導内容 ・方法の改善に努める。

(2) 基本的生活習慣を身につけさせ、正しい社会的態度を育成し、豊かな情操を泊養するよう努める。

(3) 地域の特性を生かし、多様な体験を通 して豊かな感性を溺養する教育活動を充実する。

(4) 家庭や地域社会、小学校、関係諸機関との連携を図り、幼児の健全な育成に努める。

※ 学校を、園 ・学校に、児童・生徒を、幼児・児童 ・生徒に読み代える。
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平成 3年度 東京都教育委員会の教育目標

東京都教育委員会は、人間尊重の精神を基調とし、心身ともに健康で、知性と感性に広み、人間性盛

かな郷民の育成を目指し、都民が生涯を通じて主体的に学ぶことのできる学習社会の実現を図り、もっ

て普遍的で例性豊かな文化の創造 ・発展と些かな社会の形成に貢献することを期して、次の視点を基本

として教育を推進する。

L. f.'~齢化、 情報化、 国際化など社会の変化に伴う学習需要の増大に対応し、 家庭教育、 学校教育、 社

会教育を充実し、相互の緊衝な連脱を図り、都民の生涯にわたる教育を推進する。

2 学校教育においては、自他の生命を尊び、勤労と占任を重んじ、自主性と創造性に宮み、社会連帯

;立議をもち、広く同際社会において信頼と噂敬の得られる 都民の育成を目指し、生涯にわたる学習の

基礎を情う教育を推進する。

3 社会教育においては、多様な教育機関と連携し、都民が、生涯を通じ、自らの課題に即 して、あらゆ

る機会、あらゆる場を利用し、生活上、職業上の資質を向め、文化的教養を深め、スポーツに親しむ

ことのできる生涯教育を惟進する。

学校教育 の課題と指導 の重点

東京都教育委員会は、先の教育目標を達成するため、学校教育において推進すべき課題を明らかに し、

そのために必要な、日常の教育における指導の重点を設定する。

各学校においては、教師一人一人の識見や能力を高め、校内の指滋体制を確立 し、 家庭や地域社会と

の連椀を一府深め、聞かれた学校としての教育経営を展開して、学校教育の一胞の充実、向上に努める

ことが大切である。

(学校教育の課題〉

O 人間尊重の教育推進

日本国泣法の精神に法づき、 教育tl~本法に示された教育の 目的を達成するためには、 学校の教育活

動全体を通して、あらゆる偏見や差別をなくし、人権尊重の教育を徹底することが重要である。

特に、各学校においては、人権尊重の精神を培い、一人一人の児童 ・生徒の成長 ・発達と自己実現

の達成を図る同和教育の推進に勿める必要がある。

また、障害のある人に対する理解を深めるとともに、連俗F庄の育成に努めることが大切である。

さらに、人種、民族、性別等を異にすることによって、児童 ・生徒の人権が損なわれることのなし、

ょう十分配慮することが大切である。

0 社会性を青む教育の推進

児茸 ・生徒を健全な社会人として育成するためには、地域の人々や自然、文化との接触の機会を通

して、地成社会のーμとしての 1'1党を促し、郷土を愛する心を取し、、地域社会の形成者としての資質

を長うよう努めることが主要である。

特に、各学校においては、地域の(1然、や文化を積極的に学校教育に取り入れることにより 、白然や

文化を愛し、地域から学ぼうとする心情や人々との連帯感、地域への出ii属意識を府う必要がある。

また、地域社会をとりまく急速な的鰍化に対応するため、情報化のもたらす影響を |ー分与LOし、児童・

生徒の発注段附に日11して、情報をl:外的に選択し、活)IJしてし、く能)Jと態度を養うことが大切である。

さらに、学校のもつ教Tf機能や』札没 ・設備を地成社会の人々に!ぶく開放し、生涯学習 ・生涯ス ポー

ツの充'J!と振興を凶るとともに、山iI'l・生徒のみ;イJ:的なr.r;血jなと・n会前動への参加を-W)促進するこ

とが大切である。

() 国際理解教育の推進

常に|同際的な似貯金もち、 Iltwの‘lλ不11と人知の学制に氏献することのできるl同i亡をTf成するために
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は、国際社会の中に生きる日本人としての自覚を促し、進んで国際社会に参加、 協力できる能力と態

度を養うことが重要である。

特に、各学校においては、我が国の風土、生活様式、人々の生き方や考え方などの学習を通して自

国の文化や伝統についての理解を一層深めさせる必要がある。

また、国際都市東京の実態に即し、国際的な交流の機会等を生かし、教育活動全体を通して、世界

の人々の生活や文化に対する理解を深め、これらを尊重する態度を育成するとともに、国際協力に果

たす個人や国家の役割を正しく認識させることが大切である。

(指導の重点 〉

O 学習指導の改善・充実

自ら学ぶ意欲をもち、社会の変化に主体的に対応できる児童 ・生徒を育成するためには、 一人一人

の個性や能力を生かす借導の徹底を図り、学ぶことの楽しさや成就感を体得させることが重要である。

各学校においては、体験的な活動を重視するなど教育内容 ・方法及び評価の改善を図り、児童 ・生

徒が各教科等の基礎的 ・基本的な内容を確実に身に付け、社会の変化に主体的に対応できるよう柔軟

な思考力や豊かな創造力 ・表現力を育成するとともに、生涯を通じて学習を継続する意欲と態度を養

う必要がある。

特に、学習が遅れがちな児童 ・生徒や心身に障害のある児童 ・生徒に対 しては、一人一人の実態を

適切に把握 し、能力、適性が十分伸長されるよう指導の徹底に努めることが大切である。

0 生活指導 ・進路指導の充実

豊かな心をもち、たくましく生きる児童 ・生徒を育成するためには、個性を生かし、社会の一員と

としての自覚を高め、自己実現を図る能力と態度を身に付けさせることが重要である。

各学校においては、児童 ・生徒が生き生きと意欲的に学校生活を送ることができるよう 、一人一人

の児童 ・生徒に対する理解を深め、保護者の要望を十分把援するとともに、教育相談を重視するなど

全校的な指導体制を一層充実して、組織的 ・計画的に生活指導 ・進路指噂を行う必要がある。

特に、生活指導については、家庭、地域社会及び関係諸機関との連携を密に して、問題行動の要因

を把櫨 し、人と人とのかかわ りを重視した指導の徹底に努め、児童 ・生徒の健全な育成を図ることが

大切である。

また、進路指導については、児童 ・生徒が自己理解を深め、将来にわたる生き方を考え、主体的に

進路を選択する能力と望ま しい勤労観 ・職業観を身に付けることができるよう指導内容 ・方法の改善

・充実に努めることが大切である。

0 健康・ 安全指導の充実

児童 ・生徒が、生命を噂び健康で明るく活力のある生活を送ることができるようにするためには、

児童 ・生徒の健康っくりに努めることが重要である。

各学校におい ては、教育活動全体を通 して、生命の大切さを十分指導 し、 健康 ・安全についての理

解を徹底して、自ら進んで健康の保持増進や体力の向上を図る能力と態度を育てる必要がある。

特に、児童 ・生徒が自ら進んで運動に親しむ態度を身に付け、心身を鍛え、生涯にわたってスポー

ツを継続することができるよう体育の充実を図る必要がある。

また、性にかかわる指導においては、人間の性に関しての理解を十分深めさせ、成長過程に適切に

対応できるよう援助 ・指導することが大切である。

さらに、体育活動や日常生活における事故及び交通事故の防止に努めるとともに、交通事故及び地

震などの災害に対して、児童 ・生徒の安全を確保することが大切である。

(注) r児童 ・生徒」とは、 幼児 ・児童 ・生徒をしみ。
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日野市教育委員会の学校訪問

1.趣 旨

学校訪問は、教育委員、教育長、部長及び関係各課の室課長、折穏主IJf.が学校を訪問 し、

学校の教育活動の実態にl直俊触れることを通して、①学校の当l面する教育指導上の諸問題への対応、

①学校の胞設 ・設備上の諸条件の整備、活用状況の把極、①日野市の全般的な教育活動を把湿して、

教育行政の参考にするとともに、各校の教職員との協議懇談を行い相互の理解を深め、日野市の教育

内界・方法の充実 ・発展に貸する。

(1) 市教委訪問 A

2年間に一度、教育長、学校教育部長、指導室長、各課長及び指導主事が訪問し、学校経営全般

にわたって実態を肥鑑し、教育内容充実のため協議する。

①概況説明 ②授業参観①筋設 ・設備の活用状況@諮帳簿閲覧 ⑤協議・懇談等も含む。

尚、教育委員もH与問のゆるす範囲で、教職員との協議に出席し懇談する。

(2) 市教委訪問 B

年!日]にA訪問のない学校に、 J旨導主T!):が訪問する。

l)学級経営②教科・迫徳・特活の指導①綬業研究 ①生活指導等を含む。

(3) 要請訪問(一般訪問)

各学校(闘)の要請に応じ、東):i{~í教育委員会指導主主'Hが訪問しm羽 ・ 助言する。

2.訪問日程

!16. 幼利t同名 A 訪 rJj B .郡一般訪問

第 一 幼稚同 5 月 20 日

2 第 二 幼縫副 5月291:1 (一般訪問)

3 第 三 幼稚 1M! 5 月 8 n 

4 第四幼稚闘 2JJ 5UC一般訪問)

5 第五幼舵 |刈 6 Jl 3 十l

6 第六幼推凶 6 J j 19 11 C一般訪問)

7 第七幼般 |羽 5 月 27 円

7 



/彪 ρ弓F 枝 名 A 訪 問 B ・都一般訪問

1 日野第 一 小 学 校 10 月 28 日

2 日野第 二 小 学 校 1月29日(一般訪問)

3 日野第 三 小 学 校 10 月 9 日

4 日野第四小 学 校 10 月 30 日

5 日野第 五 小 学 校 1 1 月 26 日

6 日野第 六 小学校 7 月 11 臼

7 j閏 徳、 ρ弓~与与 校 10 月 14 日

8 平 山 そ~与 校 10 月 11 日

9 日野第八小学校 1 1 月 29 日

10 百草 台 小 学 校 1 月 28 日

1 1 t竜 メ口込 戸弓F 校 2 月 26 日

12 高幡台小学校 7 月 1 日

13 日野 第 七 小 学 校 11 月 1 日

14 南 平 すρ~与 校 1 1 月 27 日

15 程久 保小学校 7 月 3 日

16 旭が丘小学校 1 月 16 日

17 平山台小学校 11 月 28 日

18 東光 寺 小 学 校 1 月 20 日

19 三 沢台小 学 校 6月 5日(一般訪問)

20 仲 田 A子F与 校 5月22日(一般訪問)

!16. 中 "子凶子ら 枝 名 A 訪 問 B .都一般訪問

1 日野第 一 中 学 校 9月 18日(一般訪問)

2 日野第 二 中 学 校 6 月 17 日

3 七 生 中 学 校 2 月 7 日

4 日野 第 三 中学 校 11 月 20 日

5 日 野第 四中学 校 10 月 2 日

6 沢 中 戸弓主a一- 校 11 月 21 日

7 大 坂 上 中 学 校 1月29日(一般訪問)

8 平 山 中 A寸U一- 校 10 月 21 日
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日野市教育委員会指導室の年間事業計画

A 主任会・委員会等

名称 ねらい ・方針 内容・ 方法 会場 対象

教務主任の立場から円滑な学 -教務主任の職務
教

校運営の在り方について研修す -円滑な学校運営を図る教務主 市役所 教
務

るとともに、当面する教育課題 任の在り方 又は 務
主

について研究協議し自校の教育 -当面する教育課題
研究 主

任 活動の改善 ・充実に役立てる。
資料室 任

ぷ~

生
生活指導についての共通理解 -生活指導上の臨床的対策

活 を深め、それぞれの学校におけ -学校生活に喜びを感じ、能力 市役所 生

る生活指導上の問題を解決する を十分に生かす生活指導の在
活

又は 指
導

ため情報交換と研修を行う。 り方 導
研 究

主
任 |資料室 任

~ 

中
中学校の生活指導及び学校間 -先生と生徒、生徒間の人間関

中点弓以ト. 
の協力体制を推進し、生活指導 係の在り方 -弓M二:

校
市役所 校

生 の充実を図る。 -学校生活に生きがL、を感ずる
生

活
又は 活

指 生活指導の確立
指

導
学 校 導

主
任

主

ぷ3古1島
任

心身ともに健全な児童 ・生徒 -学校保健の在り方
保

の育成を図るための保健教育の -保健指導の実態と望ましい花 保
健

tEり方について研究し、健康 ・ り方 健又は
主

安全教育の推進について研究す -分科会研究 研究| 主
任

る。 -研究発点
資料室 | 任

ぷLEζb 
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名称 | ねらい ・方針 内 容 方 法 対象

中学校の進路指導の基本的な -全校的な指導体制の確立

在り方について研修するととも -進路指導上の問題点の整理と

進
に、進路情報を交換する。 検討

路 進

o進路指導の全体計画 市役所 路

導
o各学年の指導の重点

又は
指

o進路指導を推進するための
導

主 学校 主
任 組織運営

任
Aヱコ為z o 指導資料

社 小学校社会科副読本「わたし -日野市小・ 中学校社会科副読
~ 
科 たちの日野」 、中学校社会科副 本の改訂 委
高IJ

読本「のびゆく日野Jの改訂を
市役所

ヨUdEtz 

本
行う。

又は
改
訂 学校
委 員
員
~与:;; 

心身に障害をもっ幼児 ・児童 -東京都教育委員会、教育相談
就

守戸M一， -生徒の障害及び発達に応じた 所及び児童相談所等との連絡 就教

相 適切な教育指置を行う。 と就学に~Jする継続相談
学校

学育

談
-各種専門家による就学相談

又は 指相
委

幼稚困
導

員 委談

~ 員員

授
幼児・ 児童 ・生徒の実態に応 -各小・ 中学校に授業研究委託

業
じ、個 の々能力を生かす指導法 ~lを支給

研
を改善するため授業研究を行う。 -授業記録 (3事例 )の提出

究 -研究授業の公開
各学校 中

学
委 校

託

nu 



名称 会場 |対象ねらい ・方針 内 容 ・ 方 法

ケ
ー
ス
会
議

教

育

相

談

事例研究を通して、望ましい

教育相談妓術策を採る。

-事例研究
研究

教
育
相
談
員

資料室

体

育

主

任

会

児童の健康 ・運動能力の実態

を把慢し、その増進を図るため

の具体的方策を考え、学校教育

活動全体を通した体育指導の実

践化と生活化を図る。

-体{立 ・体力向上をめざした学

校教育活動全体の検討

・体育科の教科指導の充実を図

る研究 ・研修

・ 「体力づくりの日Jの効果的

実践

市役所
体

育

主

任

又は

学校

教料 教育課程の推進にかかわる指 -教育課程を推進するための指
作

育作
導の手引及び教育内容の充実を 現の手引及び資料作成

市役所
課成 成

需委 図るための資料を作成する。
又は

委
成員 学校

員資会

「 編 教育委員会と学校とを結ぶ機 . Iまどべ」の企画、原稿依頼、
作

ま集 関紙を発行する。 編集、校正 成
ど委 学 校

委
べ員

L_ ~ 員

音運 音楽鑑賞教育で優れた音楽を -音楽鑑賞教育の企画、連絡、
運

楽営 鑑賞させることにより、情操を 調整
市役所

営
鑑 委

養い、正しい鑑賞マナーを身に
及び市

賞 委

教員 つけさせる。
民会館

員
室会

水 辺 水泳記録会で、児童 ・生徒が -水泳記録会の企画、連絡、調
運

泳営 日ごろの学問の成果を競い、体 整、運営 市役所
営

記委
力の向上を岡るとともに、学校

及び
委

録員 現 地
ぷ23〉Zbdl2〉Z 

間の交流を図る。 口

ー II



名称 ねらい ・方針 内容・ 方法 |会場 |対象

日運
日光移動教室を連合で行うに -日光移動教室の企画、実地踏

光営 際 し、円 r~'な運営が行われるよ 査、連絡、調整、運営 市役所 運

移委 う連絡、調整にあたる。 及び
営

2員
委

現地 員
室会

人権尊重教育の推進の方法に -人権尊重教育の推進方法の協
人推

議
権進

ついて検討 し、 学校における人 市役所 f佐

尊 委 権尊重教育の在り方について連 -研修会の開催及び人権尊重教
進

又は 委z員 絡協議する。 育推進校の成果の活用
学 校

員

~ 三
育会

国際理解教育の推進の方法に -帰国子女教育の推進の方法を
国推

際進
ついて研究、協議し、日野市の 協議 市役所 推

進
理 委 実態に応じた国際理解教育の在 -国際理解教育の在り方につい 又は 委
解

員
教員 り方について連絡協議する。 ての研究

学校 dヱbミ‘ 

育 会

「緑と清流 ・日野市」をめざ -資料作成のための企画 ・立案

き委
し、 具体的な事例・ 資料を収集 -活用のための具体策の検討れ

L、
して副読本を作成 し、単なる知 市役所 推

な 進

ま員 識のみでなく具体的な活動を通 又は 委

ち
して地域社会の一員であるこ と

員

づ 学校 三~
く

り会
の自覚を高めるための資料づく

りのための研究 ・協議を行う。

情推
社会の情報化への対応をめざ -学校におけるコンピュータの

報進
し、 学校教育でのコンピュータ 活用について協議 市役所 推

進

委 活用について研究、協議する。 -教育方法としての コンピュ ー 又は 委

教 員 員
タの活用について研究 学 校 ヨdエ』

育会
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B 宿泊研修会(一日研修を含む〉

名称 | ねらい・方針 内容 方法 対象

児童 ・生徒の実態と地域に即 -教育課程の趣旨を生かし主体

教 した教育課程の編成と実施をめ 的学習を促す学習指導
務 教
主 ざし、 他地域を参観したり 、情 -学級指導を実践している学校
任 回 務
宿 報交換等をとおしての資質を高 の参観
f自 原 主
研 める。 -研究協議
修 市 任
会

児童 ・生徒の実態を抱擁し、 -他域の学校の生活指導

生宿 生活指導の充実を図るため他地 組織とその実践について学ぶ
生

活泊
域の学校を参観し、情報交換を -研究協議 活

指研
凹

導
とおして生活指滋主任の資質を

原 滋

主究 r¥1;める。 主

任会
市 任

全校的な術導体制の強化・充 -進路J情導の指導計画並び指滋

進宿 突を図るため、他地域を参観し 組織とその実践

路 泊
進

情報交換をとおして進路指蒜主 -研究協議 路

J行研
凹

指

導
任の資質を高める。

原 さ3
主修 主

市 任
任会

学JtJlの教職経験を話し合い -講話 「児童 ・生徒理解の方法
初宿

指導上の課題について協力して と生i1ij行lfi;J任 111 新
..{; 7E1 解決し教職の wl][WI=.を rf~める 。 -研究討議「一学WJの反省と折 梨 規

Jfr ii'f 
県 採

if):1::の問題点」 治 m 
採究 • 1'1然観察のH1m 虫 4攻
教 他 論

μ会 「動物・他物.)，1.・JIIJ

]3 -



C 研修会 (A)

!16. 研 修 会名 回数 主 題 期日 1雌)

1 学校経営研修会 1 生涯学習の視点に立った学校経営 4月15日(月)

2 " 2 学校経営上の今日的課題と教育の活性化 5月16日(木)

3 " 3 新教育課程の趣旨を生かす学校経営 6月11日収)

4 " 4 教育目標の具現化を図る工夫 6月20日休)

5 1/ 5 教職員のモラノレを高める学校経営 7月 5日(金)I 

6 1/ 6 人間関係の円滑化を図る校内研修 ・研究 7月15日(月)

7 教職専門研修 会 社会性を育む教育の推進 5月13日(月)

8 " 2 情報化社会における教育の課題と対応 6月13日(木)

9 1/ 3 聞かれた学校と教育課程の編成と実施 11)=j14日(木)

10 教育課題研修 会 1 社会の変化に主体的に対応する子供の教育 4月23日(火)

11 " 2 男女平等教育の課題と実践 5月28日(火)

12 " 3 消費者教育の課題と克践 6月18日(火)

13 " 4 特別の配慮を必要とする子供の指導 7月 4日(木)

14 5 子供の人権を尊重する学級・学年経営 7月22日(月)

15 6 国際理解教育の課題と実践 8月27日収)

16 学習指導法 研修 会 1 学級 ・学年経営と学級活動 5月24日(金)

17 " 2 教育機告の活用と指導法の工夫 ・改善 6月 6日休)

18 " 3 生活指導上の課題とその対応 7月12日(金)

19 " 4 個人差に応じる指導の実際 7月29日(月)

20 1/ 5 道徳、教育の考え方 ・進め方 8月26日(月)

21 1/ 6 地域の素材を生かした教育の実際 9月 6日(金)

- 14 -



研修時聞は原則として午後 2時から 4時までです。

講 師 ~ 場 。簡 考

帝京大学教授 fむチ1二浩明 研究資料室

東京女子体育短期大学教綬 尾木和英 研究資料室

東京都多摩教育事務所指導課長 宮本政明 研究資料室

前日野市立l有平小学校長 石井三土 研究資料室

東京都世田谷区立奥沢小学校長 .j1jl上武文 研究資料室

元東京都中野区立第十中学校長 l後西 平n 研究資料室

轡視庁立川少年センター 矢様由美子 市役所505会議室

日野市教育委n長職務代理 小松恒夫 研究資料室

東京都新宿区立西戸山中学校長 佐野金吾 市役所505会議室

東京都多摩教育事務所指導課指滋主事 有村久春 研究資料室

三鷹市教育委o会指噂主事 今村久二 研究資料室

日野市消費生活相談員 ，刀三v、z 昌枝 研究資料宅

東大和市教育委凸会指導主事 芳賀明子 研究資料室

東京都教育庁指羽部指導企画課指mJ:'H王111戸川 幸佳雄子 研究資料室

東京都凶TITI，打立点光寺'1-'学校長 rlt旧知充 市役所504会議宅 (午前9:30 - 11 : 30 ) 

多勝教育事務所内多摩支所指持主'Ji- 佐厳正育 研究資料室

東京都立多摩教育研究所指導こ引ト i，'j水府j久 多摩教育研究所

多摩教育事務所凶多摩支所指導主>Ji- 本村清人 研究資料宅

東京都江東区深川第二中学校長 秩111 玄 市役所504会議室 (午前 9:30 - 11: 30 ) 

東京都文京|玄立第七tド学校長 久川 茂夫 市役所504会議室

東京都新街区立戸塚第一小学校長 井沢紘一 研究資料室
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D 研修会 (8)

/伝 研 修 会名 回数 主 題 期日仰)

1 教育相談 研修 会 1 教育活動としての教育相談 4月19日(金)

2 " 2 精神医学からみた子供の境界例 5月20日(月)

3 " 3 教師と児童 ・生徒との心の交流 6月 7日(金)

4 " 4 教育相談演習 6月17日(月)

5 " 5 事例研究の意義と進め方 7月11日休:)I 

6 " 6 学校教育相談の役割 と課題 9月19日休)

7 一二年次教頭実務研修会 1 教頭の職務内容と期待される取組み 4月22日(月)

8 " 2 組織を生かした学校経営 6月10日(月)

9 " 3 効率的な文書処理と情報処理 10月15日(火)

10 学校保健 研修 会 1 子供の病気新時代 12月19日(木)

11 " 2 人権尊重教育と学校保健 1月17日(金)

12 " 3 生涯t司ったる健康っく りの基礎を培うための歯科保建 2月 7日(金)

13 幼児教 育 研 修 会 1 遊びの見方と理解の住方 4月16日(;k)

14 " 2 絵本の役目と読みきかせ(実技 ) 5月30日(木)

15 " 3 表現遊び(ゴッコ遊び)指導の実際 (実技 ) 6月25日収)

16 各種実技 研 修 会 1 運動会用 リズム表現の方法 (1) 7月26日(金)

17 " 2 運動会用リズム表現の方法(1I) 7月27日(土)

18 " 3 陶芸教室 (1) 7月24日(水)

19 " 4 陶芸教室 (II) ・仕上げ 8月30日(金)

20 " 5 新しい人体内容をどう指導したらよいか 10月 7日伺)

21 " 6 キャンプファイヤー ・レクリェーションの上手なさせ方 5月23日(木)

22 " 7 水泳指導基本のポイント 7月10日(水)

23 " 8 昆虫の生態観察とその飼養(現地研修) 7月 9日(火)

24 " 9 竹細工を中心とした伝統工芸 12月 9日(月)

25 生涯学 習 研 修 会 1 動物の子育てに学ぶ 10月22日(火)

26 " 2 家庭でできる性教育 10月25日後)

27 " 3 少年少女非行の実態とその防止 10月30日(火)

28 " 4 子どもを本好きにさせる方法と読書 11月 7日(村

29 " 5 高齢化社会と特別養護老人ホーム浅川苑 11月18日(月)

30 " 6 親の願いと現代子ども気質 11月26日(火)
'---ー」回目M
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研修時聞は原則として 2時から 4時までです。

講 師 ~ 場 備 考

東京学芸大学教授 福島 (市美 教職員研究資料室

東京都立梅丘病院医師 海 老 島 宏 H 

日本女子体育大学教綬 石川 尚子 H 

東京都立多摩教育研究所指導主事 佐藤 昇 H 

清瀬市教育相談員 山崎洋史 H 

学芸大学助教授 佐 野 秀 樹 H 

元日野市立日野第三小学校長 古田秋介 H 

元日野市立七生中学校長 山本 保 H 

元日野市立高幡台小学校長 津野凹|昭二 H 

国立立川共済病院小児科部長 甲 賀 正 聴 H 

東京都立教育研究所指導主事 高日l公子 H 

都教育庁体育部保健給食課主主E 石井直美 H 

元文京区立第一幼稚園長 前田美知子 H 

福音館出版KK 中川 りえ f H 

元江東区すみれ幼椎凶長 IJJ 中不11J乙 H (午前9:30-11:30) 

町田市l!.相原小学校教諭 伊藤11¥ 孝司 潤徳小体育館 午前9:30-午後3:00府中市立武蔵台小学校教諭 長芳

H H H H 

日野市¥!.R野m五小学校論教諭 秋北野 義IIR LI !J!f第五小図工室 午前9:30-午後3:00日野市立街、F小学校教 楽祭ー

H 

" 
H 

" 

聖徳学l必短期大学講師 小)11 栴 教職μ研究資料室

町府田中市市立立武相品原t小h学小学校校教諭教諭 UFl1膝11 4F821 H 
j毛 )'j

日新世日開ト小学校教諭長門 i$ 円附町他古哨削合l'Fl午校教諭林 i[1て r1i内小学校プーノレ 市教研と共催口野市立慨車小学棚;論 山本和也 日 lザユ校教諭 ，'fffi 健
多摩動物公凶品虫館係長 野大本 約百l

多摩動物公園円野市立l有平小学校教諭 f日lお起jミ

元円野市立11野第四ιl'学校長 立川 4緊司 研究資料室

前多摩動物公園々長 矢l斗 " 対象:父母 ・市民

東京都立同分寺山等学校長 内}儀 隆 教職凸研究資料宅 H 

八王子家庭lお判所調ィ'l:ff H H 

埼玉大学講師 ・教1守評論家 光水久Jミ H " 

老人ホーム浅川苑必長 土村 ~人ホーム浅川苑 H 

東京学芸大学教綬 福島的芙 教職員研究資料事 H 

勺，
.



日野市教育委員会指導室関係及び幼・小・中学校行事予定表

4 月 ム午前、 O午後、 口全日、 A=A訪問、 B=B訪問、⑮ =一般訪問

日 曜 市 都

1 月 0校長辞令伝達式

2 火 ム校長会(七小)

3 水 口初任者研修 (507) 

4 木 0自然体験広場検討委員会(仲間公園)

5 金 〈春季休業日終)

6 土 ム 小学佼始業式 ・入学式 ム司ヰ校始業式

7 ⑮ 

8 月 ム 園長会 ム中学校入学式

9 火

10 水 ム 幼稚園入国式 念総関空事委i甥法会(多摩)

11 木 口問l市指滋主事会定例会(日野)

12 金 0中学校環tti副読本作成 (507) 

13 土

14 ⑪ 

15 月 0生活指導主任会(505)0学校経営研修会(研資)

16 火 0情報教育推進委員会(507) 0体育主任会 (504) 

17 水 0小 ・中学校教育研究会 ム指羽主事連絡協議会(都研)

18 木 0辞令伝達式 (505) 口新任指滋主事研修会

19 金 ム教頭会 (505) 0進路指諒主任会 (507) 口新任指導主事研修会

20 土

21 ⑪ 

22 月 8害軽量野義芸能議室喜色町)
23 火 8銭襲電器喜子者際会 ム生活指滋担当指滋主事連 ・協(都研)

24 水 ム体育 ・ 保健 ・ 給食担当指羽主主l~述 ・ 協

25 木 0教務主任会(504) 0社会科副読本作成(505) ム多摩地区指滋主事連 ・協(多摩研)

26 金 0保健主任会 (504) 0初任者研修 (503) ム都市指滋主事会定例会(国立)

27 土

28 ⑪ 

29 ⑪ みどりの日

30 火 ム人権尊重教育推進~・役員会〔507) luOff綬T 業)改善委
員会 (507) 0教首相談ケース会議(

%研究員総会

20日

。
凸

噌

B
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5 月

日 |履 市 都

1 水 ム都市指滋主事会・二地区会 (FI野)

2 木

3 @ 滋法記念日

4 @ 休 日

5 ⑪ 子どもの日

6 ⑪ 休 日

7 火 合堅議議会事量望日会O体育主任会 ム消費教育般進委員会 (術研 )

8 7)( A訪問(三幼 ) ム同和教育指iU推進委 (伺l研)

9 木 日日光移動教室実路 ム闘長会 ム何Illi指m主事会(東大平u) 

10 金 日( 11 0小学佼教育i謀総説明会(Iftl研 )

11 土

12 ⑪ 

13 月 0生活帰還1主任会(504) 0教職専門研修 (研資)

14 火 0小・教科;ヰ係択委員会 (505) ム男女平等教育推進委 (郁研)

15 水 0小 ・中学校教育研究会 ・総会

16 木 0学校経営'研修(研資) 口IX:rli j行if1;主事研究会議 (術研)

17 金 ム教頭会(505) 0進路指羽主任会 (507) リ区rlH行i!$主且n:研究会議(術研)

18 土 ム新任指i!l主'作研修会

19 ⑪ 

20 月 A訪問(ー幼 )

21 火 。段業改i!J.委員会 (507)(研究奨励受給者連絡会) 6{，~布教存在l当指滋主ヲIÇ述 ・ 協( /'ilI研 )

22 水 回 初Il日 (仲間小)

23 木 0教務主任会(504) 0相談学級迎悦 ・協(資料室 ) ム?illrli指i!l主事会定例会(武正義野 )

24 金 8究議室盟整合7if貯 法仰 (5川 会制賭受理若手雄主韓日tajmiaf)

25 土

26 ⑪ 

27 J1 A訪問(七幼)

28 火 0教育課題研修(研資)(0学校図、作曲1述絡協議会 ) 0多勝地区健全育成行政述(多摩僻 )

29 7)( ⑮ i訪問(ー幼)

30 木 。教育課稗編成資料作成 (505) ど\ 1~Ell解教育推進委( Iftl研)

31 金
日指摘滅私 税 務 tH:) 

予f 11 11 

2411 

19 



6 月

日 曜 市 都

1 土 口宿泊研修(生活指滋主任 )

2 ⑪ 

3 月 A訪門(五幼)

4 火 合信義一童会立越正会議?主任会 (505) 

5 水 ⑮訪問(三沢台 )

6 木 8斡髄警高撃手寄お7) ム園長会 A都市指滋主事会・二地区会(八王子 )

7 金 中宿泊研修(教務主任会)

8 土 占 " " 

9 ⑪ 

10 月 0生活指導主任会 (505) 

11 火 0心、障教育推進協議会 O学校経営研修(研資)

12 水 O/J、・中学校教育研究会

13 木 0教職専門研修(研資) 会2告書霊童書道皇室宇品~繍守)
14 金 ム教頭会 (505) 0初任者研修 (507) ム新任指滋主事研修

15 土 ム都市指瀞主事会定例会(秋)11) 

16 ⑪ 

17 月 B訪問(二中)

18 火 0授業改善委員会 (507) 0教育課題研修(研資)

19 7.K O(小教研パレーボーノレ大会 ) ⑮訪問(六幼)

20 木 8額盤振布署i研資)

21 金 8合宿梅干基盤議室空室 ?07)

22 土 白 " " 

23 ⑪ 

24 月 02支援錫軒戸会 (507)

25 火 0相談学級運営協(研資)

26 水 日光移動教室(目)

27 木 ム在日外国人児童 ・生徒教育連 ・協(都研)

28 金 日光移動教室(町)

29 土

30 ⑪ 丁目光移動教室(IV)

1J2'まで
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7 月

日 日程 I行 都

1 月 チB訪駅 南 帳台)

2 火 i日光移動教室 ・終 合束事長鍔i襲撃品雲ね研 〕

3 水 A訪問(程久保 )

4 木 8童書諸説5f絵子関長会 ム拘l市J旨滋主事会 ・定例会(稲域)

5 金 0進路指滋主任会 (507) 0学校経営研修会(研資) 6.指i!l主事連絡協議会(総研)

6 土 ム伺l市指;g，主'Ij:会 ・二地区会

7 ⑪ 

8 月 0生活指irl主任会 (504) 

9 火 錦織緯是認証会 O体育主任会 (5白 ム中学校教育課程説明会(都研)

10 水 0小 ・中学校教育研究会

11 木 A訪問(六小)

12 金 8訪韓宝島義i戦術羽法研修(資料室)

13 土

14 ⑪ 

15 )=1 8軍機鵠需品堅持会(日7) ムI'il和教1'fmm推進委(郎研)

16 火 合議輪車ヲ忠誠府首?H会臼07) ム夜1-1外IJiI人児竜 ・生徒数脊述 ・協(術研)

17 水 口新任指;g，主'11:研修

18 木 ooJfE者研修実施協議会 (507) 日新任指irl二t'1~研修

19 金 ム何Irlimil'l主事会定例会(町田)

20 土 A 終業式

21 ⑪ (iJ.~休業円始)

22 n 。教ff課題研修 (1OJ ) 

23 火

24 水

25 木

26 金

27 土

28 ⑪ 

29 J1 合訪問問訳書6S
504

) 

30 火 l術的研修(初任計研修)

31 水 11 11 

18 [f 
%まで
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8 月

日 曜 )1o 市 都

1 木

2 金 コ宿泊研修(初任者研修)

3 土

4 ⑪ 

5 月

6 火

7 水

8 木 口教頭一日研修

9 金

10 土

11 ⑪ 

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土

18 ⑪ 9'J、.研究員(御岳研修)

19 月

20 火 [中・研究員(御岳研修)

21 7./( 

22 木

23 金

24 土

25 ⑪ 

26 月 ム学習指導法研修 (504) 口初任者研修 (506) 

27 火 0教育課題研修 (504) 口初任者研修 (506)

28 水

29 木

30 金

31 土 (夏季休業日終)

0日
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9 月

日 H謹 計7 有i

1 ⑪ (防災の日)

2 月 ム始業式

3 火 ム校長会 (505.507) 0水泳記録会(中) ム多摩地区指羽主恢述 ・協(多摩研)

4 水 0水泳記録会〈 小・北) ム学校訪問協議会〈 郎研〉

5 木 ム園長会 O水泳記録会(小 ・南 ) ム/'iIi市指滋主事会 ・二地医会(稲滅)

6 金 8金書喜重警高問委?07) O初任斉研修 ム消費者教育推進委(/'iIililf ) 

7 土 ム (;ji市指;g主'n会・定例会(武蔵村山)

8 ⑪ 

9 月 0生活f旨導主任会 (504) 

10 火 0体育主任会(505) 0相談学級巡営 ・協〈研資) ム同和教育指i!'J.推進委(/'iI1研)

11 水 0小・中学校教育研究会

12 木 0教務主任会 (504) ム男女平等教育課程説明会(郷研)

13 金 ム教頭会 (505) 0中学校教育課程説明会(郎研)

14 土

15 ⑪ 敬老の日

16 ⑪ 休 日

17 火 8菌議競霊長主主建7(503) 

18 水 国訪問(ー中)

19 木

20 金 0保健主任会 (504)0進路指滋主任会 (507) 公存響~~ll手法::j~身長 rJ~)
21 土

22 ⑮ 

23 ⑪ 秋分の日

24 火 合第帝京群議童話高妻子d恥部l研)

25 水

26 木 会堂普賠責覧手謀長韓釘悪品)
27 金 ム中 ・教育課寝説明会〈都研)

28 土 ロm;n:主事管外研修(大儒)

29 ⑪ 

30 月 0'1'学校生活指部主任会(中)

23 1'1 
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10月

日 耀 市 都

1 @ (都民の日) ム都市指導主事会 ・二地区会(町田)

2 水 固(四中)

3 木 口指滋主事管外研修(宮)11) 

4 金 0保健主任会 (504) 

5 土

6 ⑪ 

7 月 0生活指導主任会 (504) ム国際理解教育推進委(都研)

8 火 0校長会 (505，507) ム都市指毒事主事会定例会 (小金井)

9 水 A訪問(三小)

10 @ 体育の日

11 金 B訪問(平山小)

12 土

13 ⑪ 

14 月 A訪問(It¥'J徳小 )

15 火 ム闘長会

16 水 0秋季総合体育大会

17 木 8教務主任会 (504
〔予備日) 0多摩地区健全育成行政連(多摩研)

18 金 ム教頭会 (505) 0初任者研修 (507) ム初任者研修担当指導主事連(都研)

19 土 0就学相談

20 ⑪ 

21 月 A訪問(平山中)

22 火 0陸上記録会(1)

23 水 0陸上記録会 (11)

24 木 0陸上記録会(皿) ム都市指羽主事会定例会(回無)

25 金 0陸上記録会(IV)

26 土

27 ⑪ 

28 月 À~自?竺紳指お主任会 ) (日7)

29 火 口音楽鑑賞教室川 0国際理解教育γ ンポ(都研)

30 水 ⑮(四小〕 ロ音楽鑑賞教室 (11)

31 木 口音楽鑑賞教室 (m) 含商品設望会車産品穂高詳 ;協〔都研)

25日 yt 

組
斗・ワ

μ



1 1 月

日 隈 市 都

1 金 A訪問(七小) 口同和教育指滋推進委(日野)

2 土 ム都市指滋主事会 ・二地区会 (日野)

3 ⑪ 文化の日

4 ⑪ 休 日

5 火 。0校情報長会教育(5推05進，5委07()507O)体育主任会 (505) 

6 水

7 木 どミ国長会 ム都市指滋主事会定例会(東村山)

8 金 0人徳尊重教育推進委(507)0初任者研修(503) ム在日外国人児童 ・生徒教育(都研)

9 土

10 ⑪ 

11 月 0生活指滋主任会 (505) 

12 火 8醸建議室存主主ZiO3) 。心情教育担当指主連 ・協(郎研)

13 水 0小 ・中教育研究会

14 木 。教務主任会 (504) 0教職専門研修(研資) ム男女平等教育推進委(1$研)

15 金 0保健主任会 (504) 0進路指滋主任会 (507) 。生活指i!l担当指滋主 'J~述 ・ 協(術研)

16 土 0就学相談

17 ⑪ 

18 月

19 火 8路線加費'室主(附)
20 水 6，訪HJJ(三巾)

21 木 A訪問(三沢ι") 。健全育成シンポ(伺IliJf) 

22 金 1:::，教頭会 (505) 0相談学級巡斜'協 (1iJf1i'i) 

23 @ 勤労感謝の H

24 ⑪ 

25 月 0中学校生活m;n;セ任会 (507)

26 火 A訪問(五小)

27 水 B訪nu(南平小)

28 木 B訪問(平山小)

29 金 A訪問(八小)

30 土 0就学相談 ム初rlimm:主事会定例会(福生)

24日

一 25-



12月

日 躍 市 都

1 ⑪ 

2 月 0生活指滋主任会 (504) 

3 火 合構最重吉弘霊友会議守主任会何05) 

4 水 0小・ 中学校教育研究会

5 木 ム園長会 ム都市指滋主事会 ・二地区会(多摩)

6 金 0人権尊重教育推進委(507)0初任者研修 (502)

7 土 0就学相談 ↑ 図工展

8 ⑪ 

9 月

10 火 O{.-I!章教育推進協議会 O学校図書館連協議会

11 水

12 木 0教務主任会(504) 0相談学級運営協(研資)

13 金 活審議経営会25貯任会(附

14 土

15 ⑪ 

16 月 0中学校生活指道主任会 (507) 

17 火 8要書籍譲智弘部研資 )

18 水 ム指辺主事連絡協議会(

19 木 0都市指君主主事会(立)11) 

20 金 0初任者研修実施協議会 (507) ム同和教育指導推進委員会(

21 土

22 ⑮ 

23 ⑪ 天皇誕生日

24 火

25 水 ム終業式

26 木 (冬季休業日始)

27 金

28 土

29 ⑪ 

30 月

31 火

20日

co 
円

L



1 月

日 曜 市 都

1 @ 元旦

2 木

3 金

4 土

5 ⑪ 

6 月

7 火 (冬季休業日終) ムtifl市指i!l主・評会定例会(清瀬)

8 水 合同長会 ム始業式 0都市指噂主 )J~会 ・ 二地会(稲滅)

9 木 ム校長会 (505，507) 0心際教育推進協議会

10 金 O人権主事重教育推進委(507) 0初任者研修(503) ム在日外国人児童 ・生徒教育連(郎研)

11 土

12 ⑪ 

13 月 0生活指滋主任会 (5ω)

14 火 0体育主任会 (504) 合器産自主主話事空軍塁手協ね1桝)
15 @ 成人の日

16 木 A訪問(胞が丘小)

17 金 0保健主任会(七小) 0進路指滋主任会 〈成級一覧表審食会)

18 土 ↑ 3初展

19 ⑪ 

20 月 AJ方問(東光寺小)

21 火 合首藤説話jdS5務 委 (507)

22 水 0小 ・中教育研究会

23 木 O~生務主任会 (504 ) ム都市指滋主事会定例会(八王子)

24 金 口宿泊研修(初任者研修)

25 土 口 " ( " 

26 ⑪ 

27 月 0小学校生活J1Ji!l主任会 (507)

28 火 A訪問(百草台) ム男女平等教育推進委(tifllilf ) 

29 水 ⑮訪問(二小) ⑮訪問〈大家上中)

30 木 ム心陣教育担当tI1i.r，;主'J"C述 ・協(IftlliJf ) 

31 金 合線躍左京主主誠写m~ 会選前 j

20日

勺''
つ'u



2 月

日 曜 市 都

土 ム都市指導主事会定例会(多摩市)

2 ⑪ 

3 月 0生活指道主任会 (504) ム消費者教育推進委(都研)

4 火 合唱、齢繕誕百ミ) 0問教育推進委 (507)

5 水 口教頭一日研修 固(四幼)

6 木 0卓球大会〔小) ム国際理解教育推進委(都研)

7 金 A訪問(七生中)

8 土

9 ⑪ 

10 月 0国際理解教育推進委 (507) ム体育 ・保健 ・給食担当指主連 ・協(都研)

11 @ 建国記念の日

12 7]( ム園長会

13 木 0教務主任会 (505)(教育課程届説明会 )

14 金 0保健主任会 (504) 会親書課程童望書主主品協前)

15 土

16 ⑪ 

17 月

18 火 8童書箱護担委会議?研資 )

19 水 0小学校教育研究会発表会 ム学校訪問協議会(ffll研)

20 木 0初任者研修実施協議会(507) ム在日外国人児童 ・生徒教育連(都研)

21 金 合受験全宮地銀梼時修 (503) ム都市指導主事会 (昭島)

22 土

23 ⑪ 

24 月 0中学校生活指滋主任会 (507) ム同和教育指導推進委(都研 )

25 火 0学校図書館連 ・協(505) 

26 水 B訪問(滝合小)

27 木

28 金

29 土

24日

- 28-



3 月

日 曜 市 都

l ⑪ 

2 月 0生活指道主任会 (504) 

3 火 念品協議室妥協7p体育主任会 (505) 

4 水 0小・中学校教育研究会

5 木 ム園長会 O相談学級運営委(li)ff{ ) 

6 金 0初任者研修 (507) ム指滋主事連絡 ・協議会 (都研)

7 土 ム都市指滋主事会定例会(府中)

8 ⑪ 

9 月 ム都市指滋主事会 ・二地区会(町田)

10 火 0授業改善委員会(507) 0心障教育推進協議会

11 水 0小学校教育研究会

12 木 O教務主任会 (504) 

13 金 8観議事22会色料 主任会 (505)

14 土

15 ⑪ 

16 月 0中学校生活指滋主任会 (507)

17 火 ム幼稚闘修了式 ム剖Irli指滋主事会定例会(背悔)

18 水

19 木 ム中学校卒業式

20 @ 春分の日

21 土

22 ⑪ 

23 月

24 火 ム小学校修了式

25 水 ム小学校卒業式 。"r学校修了式

26 木 (春季休業円始) ム初任者研修 (507) 

27 金

28 土

29 ⑪ 

30 月

31 火

中234=32k3l6 

201:1 
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日野市教育相談室

設置の趣旨

日野市に在住する幼児 ・児童 ・生徒(高校生を含む)及びその保護者を対象とする教育相談に応ずる。

また、学校の行う教育相談への協力 ・援助を行い、教育相談活動の促進と充実を図る。

0 一般教育相談

幼児・児童・生徒の学習、性格、行動、性癖、進路適性等についての相談に応じ、治療や助言・援

助を行う。

0 心身障害教育相談

心身に障害をもっ幼児・児童・生徒についての相談に応じ、障害の種類や程度及び発達の状況の把

揮に努め、一人一人の能力を十分に伸長させるために就学相談及ひ'教育措置に関する相談を行う。

o 学校教育相談

幼児・児童・生徒の問題行動、非行等についての相談に応じ保護者、学校、関係者機関と協力し、

指導、助言 ・援助を行う。

o 電話相談

電話による相談に応じ、指導、助言、援助を行う。

構 成

相談室長

非常勤教育相談員

榎本和男(日野市教育委員会指導室長)

兼任教育相談員

河井英子(教育委員会) 佐藤ヒサ子(日野一小)

石黒優子(教育委員会) 西 俊幸(日野田小)

御子柴万里子(教育委員会) 川 原田和子(日野七小)

渡辺満子(教育委員会) 高橋智子(高幡台小)

大 島 昭 子 ( 教育委員会) 吉沢佐久子(南平小)

担当指滋主事 宮 川 保之 大橋直 子

担当課長補佐 松 橋 瑛 子

教育相談事務相当 大日向 均

顧 rJ守 福島情美(東京学芸大学教授)

石川尚子(日本女子体育大学教授)

海老島 宏(精神科医)

-30-

原 沢 和 江 ( 日 野三中)

荒川歌津(日野四中)

伊藤誠治(日野田中)

三 上道子(一幼園長)



運 営

保護者、又は幼稚園 ・小中学校を通じての申込により、下記の日時に無料で相談に応じる。

o 場 所

o 申込み先

0 一般教育相談主任

担当

o 心身障害教育相談主任

担当

o 学校教育相談担当

o 電話相談

日野市高幡 402

日野市教育相談室

(TEL 0425-92-0505) 

河井英子(月・火・水・木 10:00-16:00) 

石黒優子(火 ・木 10:00-16:00) 

御子柴 万里子(月 ・火・金 10:00-16:00) 

渡辺満子(月 ・水 10:00-16:00) 

大島昭子(水 ・木 10:00-16:00) 

各相談員(月~金 10:00-16:00) 

31 



教育相談概要 平成 2年度

1 受付 ・面接回数

前年度より継続 本年 度受 付 累 3十 面 接延 回 数

10 32 42 296 

2 主訴別件数

小 学校
幼 中 τI'F-(ー了I その他

1 ~3 4~6 

登 校 矩否 1 5 6 13 

性
集団不適応(内気 ・いじめ ) 1 1 

格 集団不適応(授業態度悪) 1 2 3 . 友人関係

1丁- 落ちつきなし l 
動

反 抗 的

闘

す f民 気 力 1 1 

る

も
，E)、 員弓ι二a 1 1 

の
紙 黙 2 3 

家庭 内暴 力 1 1 

精 自閉症 ・自閉傾向
神

1 2 

. 
身

」、F と ば(吃音ーなど) 1 2 

体
神経性的習癖(夜尿遺尿など) 1 

関
す 神経症 ・同疑
る

1 1 

も
精神病 ・同疑 1 1 の

学知 精神発達遅滞
能

業 ・ 学業不 振 2 1 3 

適進 転 校
路

性 ・ 進 路 ・進学 l 1 2 

そ しつけ 方 1 1 

の
他 そ の 他 l 1 1 1 4 

5 4 9 10 13 1 42 
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日野市心身障害教育推進協議会

目 的

この協議会は、日野市から研究委託を受けて、心身障害教育の充実を図るために、心身に障害のある

児童 ・生徒に適切な教育を保障するための教育措置のあり方、教育条件の整備、指導内容・方法の改善

に関する研究及び、一般職員の心身障害教育に対する意識 ・理解を深めるための研修等の諸事業を企画

し実践することを目的とする。

事業の内容

この目的を達成するため、協議会会長校に事務局を置き協議会の運営にあたる。主な事業として、次

のことを行う。

(1) 心身障害学級の適正配置に関する将来的構想、の検討

(2) 心身障害児童及び心身障害教育の正しい理解に関する資料の作成

(3) 就学相談の充実と相談活動への協力と奨励

(4) 教育指置者の学校への適応状況及び発達状況の追跡調査

(5) 学校における相談組織と機能の充実

組織

(1) この会は、次に掲げる者をもって組織する。

日野市教育委員会教育長、指羽室長、指滋主事、課長補佐、日野市立心身障害学級設置校長、心

身障害学級但任、幼 ・小 ・中学校(凪)の各校 1名以上の教口、教育相談室専任相談員、顧問医

(2) この会には、次の専門部を位き、それぞれの活動を行う。

ア.研究部 教育梢位必の学校への適応状況と発達状況の追跡調査

学校における相談組織と機能の充実を図る研究

イ.研修部 心身障曾児及び心身障害教育の正しい理解に闘する資料の作成に関する研究

ウ.相談部 就学相談の充実と相談活動への協力と援助

研究 委託

今年度は、日野市教育委以会から別紙の内容についての研究を委託されている。

- 33一



委 託内容

1. 心身障害教育の在り方の検討

心身障害教育の課題を踏まえ、情報化などの社会の変化に対応するとともに、 家庭 ・地域社会・関

係機関との連携を深め、児童 ・生徒が自らの障害の状態を改善 ・克服し、 生涯にわたって学習し、生

きがし、をもって充実 した生活ができるよう 、一人一人の児童・生徒の障害の状態に即した適切な指導

内容 ・方法及び評価の工夫 ・改善、授業研究を進め、基礎的 ・基本的な知識 ・技能 ・態度及び習慣を

育む教育の在り方の検討。

また、児童 ・生徒の個性や能力及び発達に応じて、指導の目標を明確にし、自ら学ぶ意欲をもつこ

とができるよう指導形態の工夫、教材 ・教具の開発、施設・設備の活用及び養護 ・訓練の在り方につ

いての検討。

2 心身障害教育に関する啓発資料の作成及び交流教育の推進

学校の教育活動全体を通 して、児童 ・生徒及び地域社会の人々と活動をともにする機会を設け、児

童 ・生徒の相互理解を深める交流教育の拡充を図るとともに、学校や地域社会における心身障害児理

解教育を一層推進するために、心身障害教育に関する啓発資料を人権尊重の教育の徹底のもとに作成

するとともに、心身障害学級併設校との交流教育の推進について、更に検討する。

3. 就学相談の充実と相談活動への協力と援助

日野市就学相談委員会は、 医師、心理学者、心身障害教育関係者、心身障害学級設置校校長及び教

諭、教育相談員等の委員により組織 している。

そこで、就学相談の充実並びに適切な教育措置を期し、就学相談活動の望ましい方法及び相談者の

専門的力量を高めるための研修を推進するとともに、きめ細かな教育相談が進められるように相談活

動への協力と援助を行う。

4 教育措置者の学校への適応状況及び発達状況の追跡調査

教育相談の結果に基づいて教育措置を決定 した後、児童 ・生徒の学校や学級での適応状況及び期待

する教育効果、学校及び学級担任の悩みや問題等がないか日野市立小・中学校及び都立養護学校等の

義務教育機関に在学している心身障害児の適応状況や発達状況を継続的に調査し、今後の教育問題に

関する相談の充実に資する資料を作成する。

5 学校における相談組織と機能の充実

各学校における心身障害児の教育相談の在り方、担任教師への協力の在り方等について調査研究す

るとともに、校内での教育相談充実のための資料を作成する。
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日野市立小学校科学教育セ ンター

1.名称・所在

日野市立小学校科学教育センターと称し、平成 3年度は、北部セ ンターは日野市立仲田小学校に、

南部センターは日野市立平山小学校に設置する。

2.設立の趣旨

日野市立小学校における科学教育の振興を図るとともに、教貝の理科指導の充実向上のための研修

と児童の科学的態度、能力、妓術の向上に役立つ諸事業を行う。

3.センター長・センタ一次長 ・指導員

南部セ ン タ ー 学校名 電話 北部セン ター 学校名 電話

センター長 内藤 )表 平山小 91-4123 センター長 岩下 和 夫 仲田小 81-8511 

次 長 岡田 蒔美子 " " 次 長 難波 和子 " " 

主 任 渋谷 義一 " " 主 任 松日楽敬治 " " 

指導員 中村 大 潤徳小 91-0409 指 導 員 j藤 川 千佳子 81-0073 

" 山口 恵久 " " " 滋谷 一彦 81-0070 

" 平良 格 五P-UI小 9]-4123 " 矢野百合チ 81-0101 

" 宇野有斐子 八小 91-2411 " 盟国 光 四 小 81-0038 

" 横山 呂百l " " " 稲田 功 " " 

" 定森 正治 丙f，'f.f'j 91-0997 " 鈴木 節 F 五 小 81-0407 

" 遠回 弘 滝合小 93-5172 " 清水 良夫 81-0366 

" 鈴木 克己 日幡台 91-7011 " 小畑由 美子 七 小 81-3907 

" 山 田 栄子 l判平小 92-2021 " 上僚 i'f 旭がJi.: 81-3733 I 

" 田中 理絵 " " " 栗原 ，'A " " 

" 近藤 裕治 程久保 92-5014 " !蜂井 j発砕 東光寺 81-6200 

" 述藤 正 平山台 92-6381 " 田中 P，守)さ 仲田小 81-8511 

" 森田 弘文 " " 小俣 三 佳 F " " 

" l寵尾冨 1'J:江 三百tf? 93-2351 
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4.センタ一員

南部セ ン タ 北部セ ン タ

校 j関 平 iへ 百 滝 高 南 程 平 一 四 五
~ 

七 組 東 イ中
ムロ

ノ、

名 待、 山
草

メ口込
幡

平
久 山 沢 カl 光

言十4口A 4口A 保 4ロA ム口、
言十 丘 寺

田
言十

男 2 つd 6 2 。2 3 4 2 。24 2 1 4 1 。3 3 5 2 4 25 49 

女 2 2 2 3 2 2 。2 3 19 2 4 。3 4 1 1 。1 1 17 36 

計 4 5 8 5 2 4 4 4 4 3 43 4 5 4 4 4 4 4 5 3 5 42 85 

5.年間指導計画

南部科学センター 女印は、指導責任者

回 月日 偶)時 研 究 内 H七~ 指 導 員

1 5. 11 仕)14: 00 開講式 活動内容を理解し研究への意欲を 全 員
高める。

新しい友達と仲良くなる。

2 5. 18 (封 14:00 第 1単元 平山城祉公園付近の植物のようす 食遠藤(平山台)

(判 14:00
日野の自 を調べ、自然への関心を高める。 定森(百草台)

3 5. 25 然を調べ 平良(平山小 )

4 6. 1 (封 14:00
る。 溢谷(平山小 )

5 6 8 仕)14:00 第 2単元 植物の汁を使って、もめん、きぬ 〈足 森 (南平小 )
草木染め などの布を染める。 遠因(滝合小)

6 6. 15 仕)14: 00 植物の汁の性質を知る。 山田(南平小)

7 6. 22 位)14:00 
溢谷(平山小)

8 7 6 仕)14:00 第 3単元 研究テーマの決定。 台 字野(八 小)

仕)14:00 
自由研究 研究方法の検討。 森 (南平小)

9 7. 13 鈴木(高幡台)

7-8月中 研究活動とまとめ。
溢谷(平山小)

10 9 7 (土)14:00 研究発表(1人5分くらし、)

11 9. 14 (土)14: 00 

12 10. 12 仕)14:00 第 4単元 電気の利用法を知る。 宇野(八 小)

電流と発 スチロールカッターを作る。 食中村(潤徳小)
13 10. 19 仕)14:00 熱 近藤(程久保)

山 口(潤徳小)
14 10. 26 仕)14:00 被谷(平山小)

15 11. 30 仕)14 :00 第 5単元 赤土、黒土、砂などを調べ、鉱物 t年鷹尾(三沢台)

土調べ を知る。 横山(八小)
16 12 7 (土)14:00 南平付近の地周を調べる。 国 中(南平小)

17 12. 14 (判 14:00
被谷(平山小)

18 2. 15 (剖 14:00 開講式 修了証をもらう。 全 員

ひとつのことをやりとけ't.:成就感

を味わい、自信と意欲を高める。

感想を発表する。
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北部科 学セ ンター 食印は、指導責任者

回 月 開) 時

1 5. 11 (封 14:00 開講 式

2 5. 18 (土)14:00 第 1単元

縞物観察
3 5. 25 (土)14:00 と花粉調

(土)14:00 "'" 4 6. 1 

5 6 8 (土)14:00 第 2単元

水溶液の
6 6. 15 (.:1:.) 14 :00 性質

7 6 22 (.:1:.) 14 :00 

8 7 6 (土)14:00 第 3単元

自由研究
9 7. 13 (土)14:00 

7-8月中

10 9. 7 (土)14:00 

11 9. 14 (.:1:.) 14・00

12 10. 12 仕) 14:00 第 4単元
フ.ラック

13 10. 19 (土)14:00 ボックス

14 10. 26 仕) 14:00 

15 11. 30 (土.)14:00 第 5単元

電気の工
16 12 7 仕)14:00 作モータ

17 12. 14 (土)14:00 
一作り

18 2. 15 位)14:00 閉 会 式

6.連絡協議会

委 μ 長 長部 三 郎

南部センタ一長 内}悠 康

同 次長 問問 i~ .)たf
同 主任 雌谷 & 一

北部センタ一長 持下 府|夫

同 次長 難波 和I[-

同 主任 松 11楽敬治

願 l悶 fJl本 ;fll男

宮 )11 保之

大橋 !日子

研 究 内 ，廿.... 指 導 員

活動内容を理解し研究への意欲を 全 員
高める。
新しい友達と仲良く なる。

美 しい花の中にある生命のすばら 女 権 谷 (二 小)
しい仕組みを自分の目 で確かめて 清 水(六 小 )
みる。 藤井(東光寺 )

松日楽 (仲田小 )

酸、 アルカリなどの水溶液の性質 カ 豊 田 (四小)
を調べる。 リト マス紙を自分で作 藤 )11(一 小)
る。 松日 楽(仲田小)

研究テーマの決定 公松日楽 (イ中田小 )
研究方法の検討 回 中(仲田小)

小 俣 (仲田小 )

研究活動とまとめ

研究発表(1人 5分くらし、 )

明かりのつきかたのちがし、から箱 食 矢 野 ( 三 小)
の中の配線を当てたり自分でその 福田(四小)
箱(ブラックボックス )を作った 鈴木 (五 小)
りする。 松 日楽 (仲田小)

i生界で一番簡単なモーターをつく 会上保(旭が丘)

る。 小畑(七 小 )
栗 原 (組が丘 )
総日楽(仲間小 )

修了証をもらう。 全 員
ひとつのことをやり遂げた成就感
を味わい、自信と意欲を味わい、

自信と意欲を向める。感想、を発表
する。

H野市教育委日会教育長

日野市立平山小学校長

TEL 0425-85-1111 

TEL 0425-91-4123 

教頭

~属託

FI Y!rrll立仲u川、学校長 TEL 0425-81-8511 

教頭

蝋託

11野市教育委員会指母宅長 TEL 0425-85-1111 

指導主 'J ~

J行噂こ目下
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指導主事事務分担

日野市教育委員会

指導主事 宮 川保 之

指導主事 大橋直子

1.校種別分担

幼稚園教

2.教科・領域別分担

国 語 (書写) 大橋 社 ~ 大橋 算 数 . 数 A弓A子4 宮 川

理 科 宮 川 音 楽 大橋 図 工 . 美 術 大橋

体育・保健体育 大橋 家庭 ・技術 家庭 大橋 外 国 雪n宝E1I 宮 川

道 徳 宮 川 生 活 導 宮 川 特 ~IJ 活 動 大橋

品弓孟't- 校 行 若手 等 大橋 Aーでfふa 校 経 営 宮 川 教 育 相 吾Rグ埋kに
大橋
(宮)11) 

，心 障 教 育
大橋

視 聴、 覚 教 育 大橋 図 書 館 教 育 大橋
(宮)11) 

A弓~ 校 車合 食 大橋 保 健 教 育 大橋 安 全 教 育 大橋

同 和 教 育 宮 川 ノ~、 当EコZ 教 育 大橋 進 路 導 宮 川

幼 児 教 育 大橋 ρすu二与a 校 事 務 大橋 ，心 障 相 談
大橋
(宮)11) 

帰 因子女教育 大橋 男 女平 等教育 宮 川 消 費 者 教 育 大橋

3.施設・行事等分担

教 育 相 談 室
大橋 ，心 障 戸弓以Lφ・ 級

大橋
科学セ ンタ

大橋
(宮)11) (宮)11) (宮)11) 

教 科 書セン ター 大橋 文 化 行 事 大橋 体 育 行 事 大橋

修 持~ 旅 rr 宮 川 移 動 教 室 大橋 日野市め ぐ り 大橋
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4.指導事務分担

指導部 都研 宮 川 研 究 員 教 育 開 発委 宮 川 教育課程届 出 宮 川

研 究 集 録 大橋 点守為4ーみ 校 訪 作可 宮 川 教材届出承認、 大橋

遠 足 ・修学旅行局 出 大橋 調査資料 収 集 大橋 学習指導要領 宮 川

まどべ編集発行 大橋 月 fj 事 予 定 大橋 教 育 実 習 宮 川

授 業 研 究 大橋 都 . 研究奨励 宮 川 社 会 科副読本
小 大橋
中宮川

教育課程年間m噂計画 大橋 就学 ・ 措 l丘替指導 宮 川 教 和十 干1iETr 採 択
小大橋
中宮川

文部省中央研修 宮 川 環境読本作成
小 大橋

教育課程編成資料作成
小大橋

中宮川 中宮川

5.渉外分担

校 長 会 宮 川 教 頭 1l: 大橋 教 務 主 任 会
宮 川
大橋

生活指導 主 任 会 宮 川 保 健 主 任 会 大僑 進路指帯主任会 宮 川

都市指導 主 任 会 宮 川 日 野 市 教 窃f大橋 第 2地区指導主事会 宮 川

心身障害教育推進協議会
大橋

体 育 主 任 lτEb三h 大 橋 人権噂重教育推進委員会 宮 川
(7引11)

国際理解教育推進 大橋 教峨 員 研 究 資 料 室 宮 川

6.研修等分担

学 校経営研修 会 宮 川 初任者研修 会
大橋

教育課題研修 会 大橋
(宮)11) 

学習 指導法 研 修 会 大橋 実 技 研 修 会 大橋 教 育 相 談 研 修会 大橋

幼児教育 研 修会 大橋 教職専 門 研修 会 宮 川 学校保 健研 修会 大橋
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校長 ・教頭事業担当一覧

1.学校教育部

① 指導室関係 0・・委員長 ・会長 O…副委員長 ・副会長 ・..委員 ・担当者

校 長 会 教 頭 ぷZ与:;; 

記号 名 利1

小 学校 中学校 小 学校 中学校

A- 1 教 育 主 任 3tエ>. 。野村 武郎 0高木宏文 -山下法昭 -山崎妙子

A- 2 生 活 指 導主任会 0岩 下和夫 。村 田 志 信 .影山 健 -中根 勉

A- 3 進 路 指導主任会 。阿 部 忠 志 0久保田孝志

A- 4 保 健 主 任 ~ 。倉重利恵 O北 原 景 昭 -斉藤正予 -松 津 茂 久

A- 5 小 学校体育主任会 。内藤 康 -末次久利

-武内 忠雄

A- 6 小学校社会科副読本改訂委員会 。山口武 彦 0香川 善平

0片岡千詩子 -小杉博司

A- 7 中学校社会科副読本改訂委員会 @桑原 和正 0松様茂久

A- 8 小学校環境読本作成委員会 。草刈 喜一 0品田敏男

A- 9 中学校環境読本作成委員会 @阿部忠志 0中根 勉

A-10 小学校福祉 読本改訂委員会 。清水七郎 0鈴本利恵子

A-ll 中学校福祉読本改訂委員会 @桑原和正 0久保田孝宏、

A-12 ま ど /'( 編 集 委 員 @馬場 武 0武内忠雄 0山崎妙子

A-13 日 光 移 動 教 室 。波多野坦 -末次久利

0倉重利恵 -難波和子

0石川 耀子 -品 田 敏 男

0小笠原久雄 -木内秀雄

A-14 科学教育 セ ン タ ー 。内藤 康 0難波和子

。岩下 和男 0岡田詩美子

A-15 音楽鑑賞教 室 運 営 委 員 会 @小幡 健 0村田志信 -山下法昭 -塙 健郎

A-16 書 初 展 0倉重 利 恵 。宮本裕子 -武 内 忠 雄 -伴野博夫

A-17 小 ・ 中水泳記録 会 。石黒 健 。名塚 三雄 -森野 盛 0山 崎 妙 子 (

0馬場 武 .八木文夫

A-18 人権尊重教育推進委員会@有泉徹郎 O桑 原 和 正 ・難波和子 山 肝 |

-小笠原久雄
」ーーー
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A-19 心身障害教育推進委員会 O波多野坦 。名塚 =Mt -畑田元一 -伴野博夫

-野村武郎 -村田 志信 -上回憲二

-増賀従男 -岡田碍美子

A-20 就 学 相 談委員会 。波多野坦 。村 田 志 信 -畑回 元一 -伴野博夫

-増賀従男 -名 塚 三 雄 -上回憲二

-野村武郎 -岡田蒔美子

A-21 相談学級運営協議会 。宮本裕子

A-22 情報教育推進委員 会 @桑原 和正 0深山睦弘

A-23 英語指定1改善委員会 。高木宏文 0深山睦弘

A-24 国 際理解教育推進委員会 0有泉徹郎 。名塚三雄 -小 原 良 雄 -深山睦弘

A-25 綬業研究連絡協議会 。志村桂次 0村田志信 .上回憲二 -中J恨 勉

0倉重利lJl

A-26 綬 業改 善委員会 。馬場 武 0白木宏文 -小原良雄 -深山睦弘

0飯沼 宏

A-27 学校図 7?館連絡協議会 。飯沼 宏 0斎藤正チ

A-28 初 任 者 研修実施協議会

A-29 教職o研究資料宅運営委員 。波多野塩 0名塚 三li1J~ .影山 健 -浅野 博

Oi~f水七郎

A-30 日肝 di小学校教育研究会 。飯沼 宏 0信Jミ 清彦

0草刈喜一 .，日，83 敏男

A-31 日野 di小学校教育委民会 。阿部足l，E O-t.公津茂久

A-32 体連 . 小体研 。石黒 健 0八木文夫

A-33 教ff課程研究委μ会(生活科) 。阿山敦f 0木内秀雌

A-34 教育課程研究委以会(選択教科) 。名塚 三&4J 0焔 健郎

小賢
|司 ;丹 科 。志村佳次 0鈴本利恵子

A-35 
学料
校作 社 £Z三込 科 @波多野坦 0小杉博司

教成
育委 宮l 数 科 。野村武郎 0森野 ~ 
課u
程会

理 科 。馬場 武 0知l野元一

@)i)'J'水七郎 f主 活 手} @阿凹 敦f 0木 内 秀 縦
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総 則 。高木宏文 0久保田孝志

A-36 

中資 音 楽 科 。村田 志信 0浅野 博

学料

枝作 美 術 科 。宮本裕子 O伴野博夫 l

教成

育委 技術 ・家庭科 。北原 iit昭 0塙 健郎
課員
程会 保健体育科 。大野隆久 0中線 勉

礼、ふ1 徳、 。桑原 和正 0山崎妙子

。桑原和正

特 別活動 @阿部 }!~志 0松涛茂久
Lー

② 学務課関係

B- 1 Aモ1:- 校 保 健 ぷ;z:;;込 。石黒 健 0北原 長昭 -斉藤正子 -松野茂久

-倉重 利 恵

B-3 Aで1:-与 校 総 食 会 @岩下 和夫 0大野隆久 -飯田国代 -松野 J克久

-西田敦子

B- 6 食 器検 討 委員会 。岩下 和夫 0大野隆久 -飯田 国代 -浅野 博

B-7 学区域検討委員会 -高木宏文

① 庶務関係

中体 連 ・中体研 。大野 |盗久

乗鞍高原林間施設検討委員会 | 小泉宣夫 | 高木宏文

2.社会教育部

① 社会教育課関係

校 長 ~ 教 頭 4ヱ2三ド

記号 名 称
小 学校 中 学校 小 学校 中学校

D- 1 社 ~ 教 育 委 員 -有泉徹郎

D- 2 市 P 協 .馬場 武 .~t原長一i沼

-石川 耀子

-増賀従男
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①体育課関係

学校体育施設開放運営協議会 O内藤 康 O北 原 長 昭 ・森野 豊 ・松海茂久

-信夫消彦

@ 図3館関係

|F-1|図 73館連 首審議委日 |・飯沼

@ 公民館関係

|G-1|公 民館 運営審議委員 |・波多野坦 l

⑤ ふるさと博物館関係

Bふるさと博物館運営委員 |・志村桂次|・桑原和正 |

3.都校長会 ・都教育委員会関係

校 長 ~ 教 頭 ~ 
記号 名 (fJ¥ 

小 学校 中 学校 小 学校 中学校

1 -1 青 少年 健全育成番目 -小笠原久雄 .~ヒ原公IIR

1 -2 環境週間行事運営委凸 -西国敦子 -名塚 三雄

1 -3 人権時重教育推進委日会 -有泉徹郎 -桑原和正

4.その他

校 長 ~ 星主 頭 1t2h ζ 

記号 名 称
小 学校 中 学校 小 学校 中学校

J -1 日 野 市 環筑緑化 委以 -倉重利忠

J-2 市教職員互刷会両IJ理事(佼1*会長) -小泉 宣夫 -高木宏文

J-3 幼児教育センター運営審議会委μ -内j徐 1;長

情報 公 開 対 策 安 f.l -イIJ民 徹 郎 -桑原ポ"IE -江11 耕一 -久保IJl孝ぶ

J-5 青少年協議会委 L.l -小)~宜Jミ .7;C本 給f
-尚A:宏文
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教育委員会

委員長

職務代理
小 松 恒 夫

委員
長津三郎
田中キミ子

古谷洋太

学校教育部長
藤本 享 一

~ 
，ι 

教育長
長津三郎

日野市教育委員会事務局組織

教育委員会々議、規則、人事、予算、経理契約、文書管理に関する
こと。庶gruf? 長正信

「土
子

勝

男

道

文

長

英

佐

諜

野

幹

上

補

国

務

高

三

長

鎌

学

主

課

学校施設の計画及び営繕 ・修繕に関すること。

学務係長

石毛寿美子

学級の編成及び割当、通学区域、教材、教具の整備、市立幼稚園に
関すること。

保健給食係長 教職員、児童・生徒の保健管理、学校の環境衛生、学校給食、安全
(課長補佐事務取扱)会に関すること。

「 指導係長 教育課程の整備改善、学校教育指導、教職員の研修、教育相談、教
I (課長補佐事務取扱)職員研究資料室に関すること。

指導室長 | 
榎本和男一一」 教職員係長 教職員の人事、給与、福利厚生、公務災害に関すること。

課長補佐 瀬戸弥

松橋瑛子

社会教育課長
小沢春童

主幹
平 弘行

社会教育係長 社会教育の総合計画、社会教育団体の指導育成、芸術、文化の振興
小沢昭道 に関すること。

文化財係長 文化財の調査、保護に関すること。
(課長事務取扱)

主査
藤 井 和 夫



体育課長
広瀬昭夫一一ー一体育係長

神山正志

庶務整理係長

市立図書館長 (副主幹事務取扱)

斉藤 隆 夫

副館長
「 奉 仕 係 長

社会教育部長1 竹 村 純 一

坂本金男
尚 英明

副主幹
古沢元武

桝回昌盛

主 査
若林康

小 川 幸 子
国代 守

，1:>. 

仁丹

中央公民館長
鳥井山豊毅一一「 管理係長

| 佐藤 清

」一 指導係

(管理係長兼務)

査主課育

係

係

教

)

務

芸

会

務

庶

学

位

兼

眠て
納
品
川

'とさ
野

る
生

ふ

岸長タンセ育

佐

教

補

山

児

長

青

幼

課

俊彦

武て ;;;談係

社会体育事業及び市民フール、南平体育館、市営陸上競技場等の管
理、運営、学校開放、体育、レクリ ェー ション団体の育成に関する

こと。

文書管理、人事、予算、物品及び施設管理に関すること。

図書館奉仕網の整備、 分館の運営、奉仕計画及び蔵書構成の調整に
関すること。

図書の貸出し及び図書館運営の調査研究及び企画に関する こと。

予算、文書管理、施設の維持管理、物品の保管、施設の利用に関す

ること。

公民館活動の企画運営、成人、 青年、婦人教育関係行事の実施に関
すること。

予算、経理、施設の維持管理に関すること。

資料の収集、展示、整理、保管に関するこ と。

予算、文書管理、施設の維持管理、物品の保管に関すること。

幼児教育センタ ー活動の企画運営、関連事業行事、家庭教育通信講

座の実施、幼児保育相談に関すること。
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管理運営規則第八条に基づく主任等一覧表

学校名 学校長 教 務 主 任 生活指導主任 保健主任 進路指導主任

1 日野 一 小 山口武彦 志賀由具 長門 彰 中 村 麗 子

2 日野 二 小 馬場 武 高橋 健 山口正夫 渡 辺 敏 子

3 日野 三 小 増賀従男 長谷部音葉夫 諏訪英樹 秋 山 照 子

4 日野四小 片岡千寿子 藤 岡 和 子 小柳利栄子 丸山 幸江

5 日!野五小 野村武郎 茅野とめ子 斎藤 弥生 常盤 H汀子

6 日野六小 清水七郎 丸茂洋子 市川 光男 金野峰子

7 濯J ~@ 小 石黒 1建 中村 大 間島春美 反目j麻佐子

8 平山小 内藤 康 加藤和俊 石 黒 芳 子 田 中 延 子

9 日野七小 小幡 建 居成文雄 河野千秋 関根敦子

10 日野八小 石川 耀子 小 島 義 範 宇野有斐子 小津和子

11 百 草 台 小 小笠原久雄 定 森 正 治 玉 置 順 子 船山陽子

12 滝 合 小 草刈喜一 大上琢磨 林 亀三 戸塚美由紀

13 白幡台小 小泉 宣夫 銭 庚 芳 子 比嘉道子 古越富子

14 南平小 有泉徹郎 太田由紀夫 秋葉祭ー 井上久美子

15 程久保小 倉重利恵 子守野美智子 近!康裕治 佐藤徳子

16 胞が 丘小 飯沼 宏 宛田正子 奈良悦子 久保起世

17 平 山 台小 波 多 野 担 村上貞司 渡 部 キ ヨ 加u燦 幸子

18 東光寺 小 志村桂次 笹本竹司 会l到 尚子 ベ長井祐子

19 三 沢 台 小 西 田 敦 子 山浦 幸子 川田 浩 子 太島真知子

20 仲 間 小 石下和夫 雨宮 充 小俣靖江 清水妙子

1 宮 本 裕 子 佐 必 至 正 浅野和也 JJ橋恵子 千 葉 英 明

2 中 大野隆久 浜本敏朗 野 口 英 一 中山ひとみ 石川 秀一

3 七 生 中 村 田 志 信 瀬川昭英 大谷良光 般 岸 智 子 柳沢宣子

4 中 高木宏文 新井教E 山口俊浩 小 林 浄 子 木附美紗恵

5 匹| 中 桑原和正 並木 修 秋山剛徳 似~回京子 井出芳江

6 三 沢 中 阿部 忠 志 吉池美紀子 須 貝 光 一 三輪ひとみ 宮 下 文 夫

7 大坂 上中 名塚 三雄 星野 l清一 木~I!~ 健 樋口由紀子 小原俊昭

8 王子山中 北原 景昭 三浦義次 鈴木 浩 阿部貴美子 斉 藤 妙 子
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学年主任

l 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

矢口由美子 風野 敏 子 三浦理恵子 長様佳津子 花田僚子 土井公子

高木 I決子 石糊河口出子 槙 圭子 針田和子 田中和子 中島寿子

信夫頼子 康的とし子 橋本清明 井 上 文 子 古家静子 前回佐和子

倉津節子 岡 田 充 生 安達美武 半沢万智子 逸見明男 高田光夫

鈴木知英子 酒匂由美子 鈴木映子 本 多 和 美 後J箆絢子 御木 茂

脇田千恵 f 屋内奈緒美 和札l雅実 宗 近 孝 子 川井m和子 野 村 治 子

西山正文 間 島 春 美 秋葉秀茂 小林浜子 山1--1 rJ.(久 志 村 道 子

加勝利美 4公井 m美 加l勝利俊 池間雅子 港 澄江 渡辺 AすAdE与a 

渡辺悦f 川原旧和f 井前Il 弘 有馬佳代子 落 合 幸 子 小畑由美子

赤松紀f 安西利江 栗原悦子 事11 幸子 加藤征子 酒井 誠

宮崎 旦 方111.族 IIifi子 菊 池 仰 校 大鳥ノレミ子 大島真理子 高橋茂子

逸M 透~f 小 林 平n子 長浜柄If 内 僑 孝 子 平山孝夫 今野すみ子

国領夫}]IIf 銭 股 芳 子 千葉正美 比15 道子 三百Ii 仁 野口真佐子

吉海佐久 f 松本 干ヰ 野ilすみ f 1誌 芳夫 山山 栄子 依田逸夫

田中悦子 述!依『名τ「 竹内勝美 阿森 l[l子 占!l!J美智子 佐 藤 徳 子

窪田ヤヨイ 者川部f 赤松 I I{~ f 太田敬f 山 崎 富子 伊東あき子

方日!悠幸子 坂井ミチ子 方日!依 タイ 相 田 滋 子 渡 部 キ ヨ 遠藤 正

育111 倖{C 官j軍平l卜f dl川 博子 小林むつみ 三校光子 笠井祐子

川井尚美 鶴間紀子 小木美智 f 斉!俊美代 松|泊j 隆二 桐 生 雅 行

小俣情江 小山 i:J子 字上悦 f ，if田 弘 上 万 久 校 問中晴美

酒井徳行 平沢明雄 賀川秀人

鶴田忠彦 僑本幹雄 三僚正普

真 柴精 f ILI沢 修 大坪久美 f

飯島利三 辰巳 }Jj， f 鈴木 渉

杉村智紋 li.5橋治Jι 石川明人

富沢幹，~ f[J地利子 ~μ 

内|日耕一郎 鈴木良身 田熊 裕

升川 綾 f 阿部晃一 北野 一也
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日野市立小 ・中学校主任

学校名 研究・研修主任 人権尊重教育 国語科 社会科 算数・数学

1 日野一小 和田いさを 徳田 7詮T会4ミ 三浦理恵子 長津佳都子 中村鹿子

2 日野 二 小 宮川征三郎 駒形富子 松津和代 内 田 知 子 秋 葉 恵 子

3 日野 三 小 馬場延子 諏訪英樹 菱田美恵子 大 類 英 美 市 川 典 子

4 日野四小 逸見明男 J;&:本有子 滝 島 欣 子 西 俊幸 小柳利JE子

5 日野五小 馬場富男 川上さち子 酒匂由美子 岩 本 高 明 馬場富男

6 日野六小 佐藤静雄 川井田和子 垣内奈緒美 佐藤静雄 森 田 隆 子

7 潤 徳 小 西山正文 向井知子 志村道子 渋江美雪 小林浜子

8 平 山 小 渡辺 学 加藤和俊 乙r..I! 秀敏 旧 中 延 子 渡辺 学

9 日野八小 石岡房子 宇野有斐子 石岡房子 酒井 誠 栗原悦子

10 百草台小 遠藤佐知子 遠j鉄佐知子 磯 部 麻 理 広瀬逸子 高橋 &f 

11 滝合小 高橋孝子 大上琢磨 長浜和子 今野すみ子 上僚かなゑ

12 高幡台小 三浦 仁 国領美那子 高橋智子 三浦 仁 咲 花 香 澄

13 日野七小 斉藤美智子 河野千秋 斉藤美智子 矢島優子 渡 辺 悦 子

14 南平小 依田逸夫 秋楽祭ー 浅|日光子 泉 芳夫 西川朝てj乙

15 程 久 保 小 西森恵子 竹内勝美 竹内勝美 鎌田博志 古川 美幸

16 旭 が 丘 小 菱山 芳街、 窪田正子 占川都子 近 藤 千 穂 赤松昭子

17 平 山 台 小 遠藤 正 内 田 芳 枝 板井ミチ子 小林良江 内 田 芳 校

18 東光寺小 市川 博子 合図尚子 笠井祐子 高木 宏 富 津 和 子

19 三沢台 小 小木美智子 大屋いずみ 山 浦 幸 子 中江智明 斉藤 美代

20 仲 田 小 吉田 弘 雨宮 充 宇土悦子 岩崎英夫 小山 富子

1 日野一中 吉田俊明 江坂正人 鈴木あやてj乙 寺沢義雄 陣内真理子

2 日野 二中 鬼頭 I胞 瀦本敏朗 江森奈津子 倉崎延男 松元郁子

3 七生中 松井保子 真中祐一 高 森 和 子 真中祐一 松原 1青

4 日野三中 原沢和江 辻野良子 乙黒義夫 菊池淑子 賀川郁子

5 日野四中 新井 幹 柏木 実 露 木 克 子 森 紀子 伊藤誠治

6 三 沢 中 長友良嗣 山口 律子 清水良子 山中ひろみ 吉 田 和 彦

7 大坂上中 加藤千泉 星 野 晴 ー 大貫米子 大矢芳生 内田耕一郎

8 平山 中 升川 綾子 斉藤妙子 古橋あつ子 村田和美 池田純二
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及び担当一覧 (その 1) 

理 科 音 楽 図工 ・美術 体育・保健体育 技術・家庭(男) 技術・家庭(女)

土井公子 徳田 崇 山木雅子 黒川和彦 馬場俊子

渋谷 一彦 板野 宏 川名勝紀 綾 部 耕 基 中島秀子

矢野百合子 大久保光子 宗像ゆき子 大 西 一 成 馬場延子

豊田 光 斉厳富美子 久保田孝子 福田 功 藤岡和子

鈴 木節子 岡田恵子 北野義昭 乙津優子 河 谷 圭 子

丸茂洋子 村上悦子 杉村光子 清 水 良 夫 小松美代子

中村 大 中島豊美子 志賀千恵子 山木和也 盛 恭子

平良 格 福田栄子 木村令子 成井大佑 港 澄江

宇野有斐子 鈴木栄一 丸カズ子 津田利哉 海老原良知子

定森正治 大谷美由紀 高尾三枝子 松本善秀 大島真理子

遠因 弘 鳥山悦子 河合呑子 林 亀三 栗山洋子

塚本純子 安藤美佐子 岡本美治 鈴木克巳 野口真佐子

小畑由美子 椎名圭子 伊東 l克 森 良三 渡 辺 か ほ

田中理恵 遠藤信元 秋葉集一 村山栄一 加藤久子

近藤祐治 馬場美津子 藤沢1'13美子 粕 谷 吉 弘 佐藤徳子

上(際 茂 鶴蘭美代子 野村好仲 鎌田清美 奈良悦子

加 藤タ イ 二宮 弘美 久保雄子 中 村 康 成 渡 部 キ ヨ

黒木桂子 弥延あつ子 田倉 11{!O代 藤井議啓 小林むつみ

川井 尚美 村田 lJ~智 f 倉林晴夫 桐 生 雅 行 鷹尾冨ft江

小俣=佳子 保坂たか子 総凹久美子 吉田 健 上方久校

平沢明雄 横理事 明子 相原 l究生 賀川秀人 小笠原英夫 ?包 延江

慣本敏朗 吉村富美子 中堅久子 水沢光子 永谷 盟 凹 倉 正 子

車公井 保子 大野湾子 常松精穂 土橋 好 大谷良光 佐藤 ).}校

原沢和江 大宅 党 服部 圭助 佐 藤 忠 美 飯島平IJ三 木附美紗忠

青木裕美 新井 I枠 渡辺 圭子 町111孝夫 並木 修 日橋治f

長友良嗣 椴松松子 吉岡泰光 井原千}J:!f 符下文jミ 回 畑 恵 子

谷丈太郎 近!燦和子 松本優7f.i 市村 |導保 小原俊II({ 渡辺やす子

新 沼葉子 渡辺京てj乙 阿部地ー 小池展1住 三浦義次 斉J悠 妙 子
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日野市立小・ 中学校主任

学校名 道 徳、 特別活動 学校行事 視聴覚 学校図書館

1 日野一小 志賀白具 風野 敏 子 志賀由具 寺本喜和 風 野 敏 子

2 日野 二 小 宮川征三郎 針野 和 子 駒形富子 渋谷一彦 内田知子

3 日野 = 小 高野 好 子 前田佐和子 長谷部詰漢夫 大西 一成 市川 典子

4 日野四小 逸 見 明 男 安 達 美 武 藤岡和子 高田光夫 半沢万智子

5 日野五小 川上さち子 越地 則 之 茅野とめ子 北野義昭 赤井光子

6 日野六小 川井田和子 中込久美 丸茂洋子 和田雄美 宗近孝子

7 潤徳小 白井知子 渋 江 美 雪 志賀千恵子 山口恵久 五十嵐明子

8 司z 111 小 加 藤 和 俊 木 村 令 子 JJI1J族ー 和俊 乙津秀敏 池出雄子

9 日野八小 浅野すみれ 丸カズ子 小島義範 酒井 誠 沼田恵美子

10 百草台 小 遠藤佐知子 高橋茂子 定森正治 宮崎 旦 加J接障子
一
11 滝合 小 柴田佳代子 河 合 香 子 大上琢磨 剣持仁美 西尾京子

12 高幡台小 国領美那子 黒川武良 銭僚芳子 鈴木克己 冨田郁子

13 日野七小 河野千秋 井浦 弘 居 城 文 雄 居城文雄 桑沢悦子

14 南平小 太田由紀夫 溝江恵美子 秋葉栄一 泉 芳夫 吉津佐久子

15 程 久 保 小 吉野美智子 鎌田博志 古川 美幸 近 藤 裕 治 遠 藤 路 子

16 旭が丘小 佐藤智子 栗原 茂 星野 洋 中村光雄 太田敬子

17 平 山 台 小 内田芳校 中 村 康 成 村上貞司 青木利夫 久保雅子

18 東 光 寺 小 倉田尚子 高木 宏 笹 本 竹 司 青山 幸江 富津和子

19 三 沢 台 小 川田浩子 松岡隆二 怯岡隆二 倉林晴夫 小木美智子

20 仲 田小 雨宮 充 田中晴美 吉野 健 小山 しおり 小山 富子

1 日野一中 中村理英子 森山喜明 賀川 秀人 浅田敏之 中村理英子

2 日野二中 北原八重子 北原八重子 小谷幸二 加藤弘一 江森奈津子

3 七生中 横田恵子 井 尻 郁 夫 瀬 川 昭 英 野沢雄介 境谷直子

4 日野 三 中 原沢和江 乙黒義夫 新井教旦 服部 圭助 大宅 寛

5 日野四中 竹田和彦 高津良幸 並木 修 鈴 木 直 也 森 紀子

6 三沢中 長友良嗣 長 友 良 嗣 吉池美紀子 若 松 民 雄 松岡淑子

7 大坂上中 羽生 幸一 佐藤玲子 内田耕一郎 倉 田 和 俊 宇田川 修

8 平 山 中 吉野立生 吉野豊生 三浦義次 鈴 木 照 美 坂井悦子
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及び担当一覧 (その 2) 

給 食 安全教育 養 護 管 財 司E 務 。生外活国科
@語

川上美穂子 長門 彰 佐藤ヒサ子 古河哲三 古河 哲三 風野敏子

線 圭子 渋谷一彦 渡辺 敏子 山口 朝子 山口朝子 小口 澄代

内野 好子 大類英美 尾上段子 橘田 E主 橘田 歳 秋山昭子

陶山 葉子 小柳利栄子 丸山 幸江 藤本新八 藤 本 新 八 陶山 葉子

岡田恵子 斎藤弥生 'ffi盤町子 冨田 E校 富 田 且 枝 大熊孝子

小松美代子 市川 光男 金野峰子 須藤 茂 須藤 茂 脇田千恵子

中島豊美子 間島春美 反町麻佐子 太田美登理 太田美登理 西山 正文

港 澄江 石黒芳子 方u治 雅子 鈴木 照子 鈴木 照子 松井 清美

加勝征子 安西 利江 小津和子 吉 岡 興 村 吉岡興村 赤松紀子

菊池 静枝 木附 隆三 船山 陽子 田中典子 石坂 郁子 霜島幸子

和泉陽子 J接津恵子 戸草妻美由紀 原 早苗 原 早苗 和泉陽子

I栄花 香澄 若4公富紀子 古越宮子 円根原守 宮岸みず校 若松宮紀子

渡辺かほ 斉藤美智子 中山 伸子 吉岡範f 福島智恵子 国崎 桑子

凶原美校 f 4火築栄一 井上久美子 償問 |附子 鎖国 昭子 遠藤 信元

西森忠子 山許li 由美 田島佳子 複 本 呂 代 緩本昌代 遠藤路子

~凹弥生 奈良悦子 小島 !Jl!子 三輪佐和F 三輪佐和子 星野 洋

杉坂昌子 通]泰 正 阿部哲子 新沼倣布l 新沼敏和 遠藤 正

三校光子 笠井佑τ!こ 石間占体-f 川島 仁 子 川島仁チ 青山 幸江

村田那智 川井尚美 太五h真知子 他松 一校 中村やす子 鶴間紀子

宇 土悦f 土万久枝 清水妙子 平沼 i浪 平沼 譲 八木正子

能勢典子 奈良佳功 高橋 ;'3.f J燦本直)さ J燦 本 直 美 橋本 l栄子

水機光f 橋本幹雄 中山ひとみ 尚 僑 一 江 J斗崎三和代 高 橋 一 江

向森和f 今井正各 彼岸智子 森 昇r行 森 昇市 白沢 修

杉 本洋 f 大野敏則 小林浄 f 原同窓仔 志 波 恵 子 御木聖子

浅田盟 f 久111 洋介 。11岡京子 金 F 好一 金 f 好一 日沢 隆

凶畑 IB.f 冨沢幹彦 三輪ひとみ 氷 長 都 子 八 木 最 ー 逸見 守

天野節 f 樋IIl:tl紀 f 樋iliJl紀子 池谷片二 池 谷 品 二 岡部隆男

新沼葉子 北野一也 阿部賀美子 大野 場草 大野 馨 樋口 j'jイIfl

内
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授業研究主題 一覧

J16. A寸Uー与 校 名 研 究 ア ーマ

1 日野第一小学校
1人1人の児童が意欲的に学習に取り組むための指導法の工夫
- 1人 l人の読みの力を育てる ー

2 日野第 二 小 学校
地域の自然・社会を生かした生活科の研究
一興味を持って積極的に取り組む子どもの育成を目指して ー

3 日野第 三 小 学校 ひとりひとりの児童に考える力をつけるための指導法の工夫

4 日野第四小 学校
思いやりある子を育てる指導法の研究
一 性教育を通 して ー

5 日野 第五 小 学 校
豊かな心をもち、楽しく学び合う児童の育成
一 子どもに豊かな体験を ー

6 日野第六小学校
自ら学ぶ子どもを育てる指導法の研究

教科一体育

7 潤徳小 学 校 主体的な学習態度を育てる指導法の研究(図工科)

8 平 山小 学校 自分で考え最後までやり抜く力を育てる

9 日野第八小学校 児童の主体性を高める指導法の研究

10 百草台小学校 考える力を育てる指導法の研究

11 滝合小学校
子どもが意欲的に学ぶ指導法の研究
一地域の素材を生か して ー

12 高幡台 小 学 校 子どもが意欲をのばす指導法

13 日野 第七 小 学 校
児童一人ひとりが自ら学ぶ学習活動の工夫
一 文学教材の読みを深めるための工夫(国語)ー

14 南平小学校 児童が主体性を生かす学習活動の研究

15 程久保小学校
子どもの意欲を引き出す学習指導
一 地域教材の活用をとお してー

16 旭が丘小学校 子どもによく考えさせる授業のあり方

17 平 山 台小学校 めあてを持ち、生き生きと学習する指導法の研究

18 東光寺小学校 一人ひとりが生き生きと学習に取り組む指導法

19 コ 沢台小学校 集団の中ド育で科意を欲通的しにてやーりぬく子どもを育てる指導法
一 体

20 仲 田 小 学校
健康な心と体っくり
一 一人一人を大切にし、互いに高めあう学習指導の工夫 ー

21 日野 第 一 中 学 校 教材による授業研究

22 日野第 二 中 学 校 視聴覚機器の活用

23 七生中学校 生徒の自主的活動を育てる指導の工夫

24 日野第 三 中学校
個性 ・倉IJ造性 ・自主性を育てる指導の工夫
一 生き生きと した中学校生活を過ごさせるために ー

25 日野第四中学校 -人権研尊修重教育の推進 ・新学習指導要領(導徳 ・特別活動)
の と指導計画の立案および指導実践

26 三沢中学 校 生徒の主体的な活動を促す指導

27 大坂上 中学校 3年聞を見通した進路指導のあり方

28 平 山中 学校 小集団を生かした学級活動、学習活動のすすめ方
小・ 中学校の連帯を生かした生徒指導のあり方

組
告

に
d



研究奨励 一 覧

学校奨励

学校名 研 究 ア ーマ

1 仲田小 学校 一人一人を大切にし、互いに高めあう学習指導法の工夫

2 日野第一中学校 生徒一人一人が自己を正しく理解し、主体的に活動する指導法の研究

3 大坂上中学校 一人一人を生かす進路指導の研究 一 泣かな経験と広い視野をもってー

団 体奨励

1 日野第一小学校 児童の主体的な学科活動を推進するための言平価の在り方

2 日野第四小学校 地域の紫材を生かした体験的な歴史学習

3 日野第六小学校 老人と共に心豊かに生きる子どもの育成

4 日野第六小学校 豊かな人間性の育成 "触れ合L、"を通して

5 日野第七小学校 ソプラ ノ・リコーダの導入と演奏法

6 滝 合 小 学 校 生活科の趣旨を生かした授業のぜEり方

7 iI'在fI小学校 子どもが意欲的に取り組む学科の夜り方一 稲づくりの体験を通してー

8 滝 合 小 学 校 地戚の郷土史を生かした社会科の庇業

9 三 沢台小学校 体験的な学溜活動を通し、住かなやさしい心を育てる

10 程久保小学校 小規模校における望ましいチーム・ ティーチングの在り方

一 特に呉年齢集団による教育活動を中心としてー

11 仲田小 学 校 一人一人を高める指導の工夫

12 三 沢中学校 コンビュー タを前mした佃に応じる指君主の基礎研究

13 平 山 中 学校 英司i指導助手とのチーム・ティーチングによる コミ ュニケーション能力の育成

14 日野第四中学校 コンヒ・ュータを所用したドリ ノレ学智、チュートリ アル学押の込:健研究
」

個人奨励

1 日野第一小学校 一人一人の生き}jをみつめる性の指mの{Eり方

2 百J-;_台 小学 校 人間的な触れ合いを重視した学級活動 ・児童会活動の在り方

3 胞が丘小学校 多勝l也}jをrl'心とした地用の飢祭とその教材化

4 仲間小学校 本校における肥満傾向児の指穏について

5 十l'日1小 学校 肥満傾向児のJtiifJ.

6 仲山小 学 校 児市(1身がお互レを11.6め合える体行学内 (グループ学判)

55 -



日野市立小・中学校使用教科書

1.小 学 校

国 語 科 「小学国語」 (日本書籍)

「小学書き方」 (日本書籍)

社会科 「新訂新しし、社会J (東 京書籍)

「づ学校社会科地図帳 四訂版J (帝国 3 院)

算数科 「小学校算数」 (学校図書)

理 科 「新訂新しい理科」 (東京書籍)

音楽 科 「新訂新しい背楽」 ( 東 京 書籍)

図画工作科 「図画工作」 (日本文教出版)

家 庭 科 「新訂新しい家庭」 (東京書籍)

2.中学校

国 語 科 「新版中学国語」 (教育出版)

「中学書写」 (光 村)

社会科 「社会科中学新地理四訂版世界の人々とわが国土」 (帝国苫院)

「中学社会歴史的分野J (日本 75 籍)

「新訂新しい社会公民J (東京書籍)

「中学校社会科地図 四訂版」 (帝図 書院)

数学科 「新訂新しい数学」 (東 京 3 籍)

理 科 「新訂新しい科学 (1. 2分野)J ( 東 京 書籍)

音楽科 「新訂中学音楽J (教育出版)

「新訂中学生の器楽J (音楽の友社)

美 術 科 「美 術」 (日本文教出版)

保健体育科 「改訂中学保健体育」 (学習研究社)

技術家庭科 「技術 ・家庭上・下」 (開 隆 立)

外 国語科 r NEW CROWN ENGLISH SERIES 省 堂)

NEW EDITIONJ 
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に丹
、、3

年

度

60 

61 

62 

63 

フE

2 

性

)}IJ 

Z十

男
女

Z十

男
女

言十

男
女

Z十

男
女

言十

男
女

5十
男
女

総

計

言十

2，260 2.174 
(91.7) 

1，198 1， 132 
1. 062 1，042 

2.418 2，341 
( 90.9) 

1， 248 1，187 
1，170 1.154 

2.384 2，284 
( 91.4) 

1，201 1.128 
1.183 1，156 

2，398 2，320 
(91.4) 

1，260 1. 202 
1，138 1，118 

2，108 2，002 
(950) 

1，117 1， 032 
991 970 

1，983 1，886 
(89.9) 

1，018 939 
965 947 

就職・進学状況の推移(昭和 60--平成 2年度)

局 等 戸寸uー- 校 本 科

局等学校全日制課程 高等学校定時制課程 高 高 盲養

公 立 私 立 公 立 就 等 等 . 
専

メそ也「ら
ろ護

普 職 普 職 普 職 職 校
E十 進 門

通 う学
通 業 通 業 通 業

Hプt Aすu与与 Aす~与

言十 5十 信

科 科 科 科 科 科 者 校 制 校校

1，016 160 1，176 929 69 998 71 40CU6) 25 19 5 1 9 
( 42.8) ( 6.8) ( 49.6) ( 39.2) ( 2.9) ( 42.1) ( 3.0) ( 1.9) ( 11) ( 0.8) (0.2 ) ( 0.4) 
519 80 599 486 47 533 54 24(U6) 24 17 5 1 6 
497 80 577 443 22 465 17 1 1 2 。 3 

1.127 174 1，301 984 56 1，040 66 36 16 14 8 2 l 
(43.7) ( 6.8) (50.5) (38 2) ( 2.2) (40.4 ) ( 2.6) ( 1.4) ( 0.6) ( 0.6) (0.3) 
554 92 646 502 39 541 50 24(訟の 8(怠1) 13 8 2 I 

573 82 655 482 17 499 16 8 7 1 。。。
1， 005 190 1，195 1， 0 1 7 72 1， 089 74 46 9 19 4 15 7 
( 40.2) ( 7.6) ( 47.8) ( 40.7) ( 2.9) (43.6) ( 30) ( 1.8) ( 0.4) ( 0.8) (0.1 ) (0.6) ( 0.3) 
483 105 588 487 53 540 52 310紅1) 7 13 4 14 3 
522 85 607 530 19 549 22 14 2 6 。 1 4 

1. 092 201 1，293 924 103 1，027 48 35 13 
(0141)||(0.26 4 ) 

19 5 
( 43.0) ( 7.9) ( 50.9) (36.4 ) ( 4 1 ) (40.5) ( 1.9) ( 1. 4 ) ( 05) (0.7) ( 0.2) 
594 111 705 432 65 497 36 26 10 17 1 
498 90 588 492 38 530 12 9 3 3 2 2 4 

871 183 1，054 864 84 949 67 39 28 131 4 30 4 
(41.3 ) ( 8.7) ( 50.0) (41.0) ( 4.0) ( 45.0) ( 3.2) ( 1.9) ( 1.3) ( 0.6)1 (0.2) (1.4 ) (0.2) 
449 83 532 448 52 500 49 27 22 81 4 29 3 
422 100 522 416 32 949 18 12 6 5 。 1 I 

830 195 1，025 802 59 861 67 32(秘6)28(私1)1 10 10 18 8 
(39.6 ) ( 9.3) ( 48.9) ( 38.2) ( 2.8) ( 41.0) ( 3.2) ( 1.8) (0.5) (0.9) (0.4) 
440 89 529 375 35 410 57 24(怠6)26(弘1)1 8 10 12 6 
390 106 496 427 24 451 10 8 212  。 6 2 

H1パ ーセント

職業教

育機等関 就業 ・その他 卒

専職 就 無(
業

停業 在 者

各訓 5十 職 業家 総

壁練 庭

者 数
校校 者 者)

53 60 48 12 2，373 
(2.2) (2.5) (2.0) ( 0.5) 

34 43 33 10 1，275 
19 17 15 211.098 

100 60 36 24 2，578 
(39) (2.3) (1.4 ) (0.9 ) 

49 37 23 14 1. 334 
51 23 13 10 1，244 

65 49 21 28 2，498 
(2.6) (20) ( 0.9) (11 ) 

31 35 16 19 1，267 
34 14 5 911，231 

96 44 29 15 2，538 
(3.7 ) (1. 7) (11 ) (0.6) 

45 29 19 10 1，334 
51 15 10 511，204 

59 47 31 16 2，216 
(2.8) (2.2) (1.5 ) (0.8) 

28 26 19 7 1，173 
31 21 12 911，043 

63 52 30 22 2，098 
(2.8) ( 2.5) ( 1.4) (1.0 ) 

28 44 26 18 1，090 
35 8 4 4 1，008 



園児 ・児童 ・生徒、学級数

<平成 3年 5月 1日現在>

上段 3年度
( )学級数

下段 2年度

/伝 小 学校 名 1年 2年 3年 4年 5年 6年 メ口込 言十 心障

日野第一小学校 72((2) ) 85 (3) 88 (3) 96 (3) 488 
uUa 9 

76(2 84(3 83(3 87(3 95(3 95 (3) 520 

2 日野第二小学校 106((3) ) 108((3) ) 116 (3) 内jl 108 (3) 711 (20) 
108(3 112 (3 130(4) 114 (3 144 (4) 121 (3 729 。0)

3 日野第三小学校 叩l73((2) ) 75 (2) 106 (3) 93 (3) 83(3) 507 
0U9 6) 71 (2 75(2 109 (3) 94(3) 86 (3) 106 (3) 541 15 (3) 

4 日野第四小学校 70((2) ) 78((2) ) 98 (3) 94((3) ) 90(3) 503 (5) 

74(2 81 (3 96(3 92(3) 92(3 87 (2) 522 (16) 

5 日野第五小学校 90((3) ) 105((3) ) 108(3) 120 (3) 105((3) ) 108 (3) 636 (18) 
105(3 113(3 121 (3) 111 (3) 106(3 99 (3) 658 (19) 3(1) 

6 日野第六小学校 97((3) ) 87((3) ) 90(3) 106 (3) 103 (3) 98(3) 581 (18) 
89(3 89(3 113(3) 103 (3) 97 (3) 111 (3) 602 (18) 

7 潤徳 小 学校 60((2) ) 62((2) ) 60((2) ) 70((2) ) 346 (12) 
17(2 60(2 50(2 61 (2 72(3 67(2 357 (12) 

8 平 山小 学校 67((2) ) 77((2) ) 70((2) ) 88((3) ) 93 (3) 460 
68(2 75(2 73(2 89(3 93(3 105 (3) 503 

9 日野第八小学校 101((3) ) 99((3) ) 112((3) ) 87((3) ) 100 (3) 89(3) 588 
U08 8 

103(3 107(3 84(3 101 (3 89 (3) 99(3) 583 

79((2) ) 84 (3) 71((2) ) 82((3) ) 79((2) ) 96((31 ) 491 (5) 
10 百草台 小 学校

88(3 76(2) 87(3 81(2 103(3 107(3 542 在日

11 滝 合 小 学 校 99((3) ) 117((3) ) 113((3) ) 101 (3) 116 (3) 671 (19) 
125(4 121 (4 102(3 121 (4) 128 (4) 136(4 733 (23) 

12 高幡 台 小 学校 69((2) ) 69((2) ) 76((2) ) 71((2) ) 441 (13) 
71 (2 71 (2 78(2 72(2 92(3 82(2 466 (3) 

13 日野第七小学校
96 (3) 102 (3) 118((3) ) 113((3) ) 91 (3) 110 (3) 630 (8) 

102 (3) 116 (3) 111 (3 92(3 110 (3) 120 (3) 651 。8)
14 南平 小 学 校

74(2) 76((2) ) 87((3) ) 99 (3) 501 (6) 
88(3) 75(2 83(3 80(2 99(3 111 (3) 536 (16) 

15 程久 保小 学校 61((2) ) 74((2) ) 55((2) ) 57((2) ) 71((2) ) 76((2) ) 394 
((113 3 

75(2 54(2 57(2 70(2 78(2 58(2 392 

16 旭が丘 小 学校 164((5) ) 147((4) ) 151((4) ) 円41 1叩!1叩j 860 fz~ 149(4 145(4 133(4 120(4 138(4 129(3 814 

17 平山台 小 学校 39((l) ) 41((2) ) 叩) 47((2) ) 66((2) ) 271 ~~ 32(1 43(2 43(2 44(2 63(2 58(2 283 14 (2) 

18 東光 寺 小 学校 73((2) ) 50((2) ) 365 ~~l 72(2 73(2 61 (2 51(2 66(2 61 (2 384 

19 三沢台 小 学校 50(2) 50 (2) 叩l54 (2) 365 ~~l 52(2) 66 (2) 59(2) 49(2 78 (2) 78 (2) 382 

20 仲 田 小 学校 56((2) ) 55((2) ) 66((2) ) 61((2) ) 叩! 58 (2) 342 (12) 
56(2 66(2 61(2 46(2 58(2 52(2) 339 。2)

----------、
1，583例目 I，6126(490 ) 1，704 (49) l，718633) ) 1， 685 (5間3) 1，876 (5司
1， 651 (50) 1，702 1，734 (54) 1，678 (5 1， 887 1，882 (53) 10，534 (318 32(6 

06
 

ph
u
 



Aι 中 学校名 l 年 2 年 3 年 計 心障

1 日野第一中学校
225 (6) 241 (7) 248 (7) 714 (20) 
244 (7) 246 (7) 246 (6) 736 (20) 

2 日野第二中学校
195 (5) 261 (7) 219 (6) 675 o8) 
263 (7) 223 (6) 253 (6) 739 (19) 

3 七生中学校
176 (5) 248 (7) 192 (5) 616 Oカ 11 (2) 

239 (6) 191 (5) 230 (6) 660 O行 11 (2) 

4 日野第三中学校
242 (7) 297 (8) 256 (7) 795 (22) 
303 (8) 258 (7) 286 (7) 847 (22) 

5 日野第四中学校
276 (7) 269 (7) 280 (7) 825 (20 

272 (7) 276 (7) 293 (7) 841 (20 

6 三 沢中学校
199 (5) 240 (6) 232 (6) 671 Oカ
240 (6) 232 (6) 265 (6) 737 08) 

7 大坂上中学校
242 (7) 240 (6) 243 (7) 725 (20) 9 (1) 

242 (7) 241 (7) 275 (7) 758 (21) 8 (1) 

8 平山中学校
181 (5) 177 (5) 195 (5) 553 o5l 
175 (5) 192 (5) 241 (6) 608 O6) 

Z十

-----------
1.741 (4司 1.979 Cl3) 1.874 50) 5.574(150) 20 (3) 

1.978 Cl3) 1.859 $0) 2.089 (51) 5.926(154) 19 (3) 

116. 幼稚園名 4 歳 児 5 歳 児 5十

1 第 一 幼稚闘
57 (2) 65 (2) 122 (4) 
60 (2) 64 (2) 1 24 (4) 

2 第 二 幼稚園
24 (1) 40 (2) 64 (3) 
30 (1) 37 (2) 67 (3) 

3 第 三 幼稚闘
30 (1) 34 (1) 64 (2) 

30 (1) 38 (2) 68 (3) 

4 第四幼稚園
29 (1) 25 (1) 54 (2) 

24 (1) 27 (1) 51 (2) 

5 第 五ー幼稚凶
23 (1) 15 (1) 38 (2) 

16 (1) 31 (1) 47 (2) 

6 第六幼般 l弱
26 (1) 26 (1) 52 (2) 

25 (1) 31 (1) 56 (2) 

7 第七幼稚園
60 (2) 70 (2) 130 (/1) 

60 (2) 66 (2) 126 (tl) 

-----------
249 (9) 275 (10) 524 u9) 
245 (9) 294 (11) 539 (20) 
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公立幼稚園児、 4半 校児童、中学校生徒の数の推移

(平成 3年 5月 1日現在 )

一一一一小 学生

一一一一中 学生

一一ーーーーー幼稚闘児

-Jt--- 4 F F + ~ ~も¥

ノ-~---- -" 
〆/- -"-._、~J，594

524 
・ーーーー....ーーーー・ーーーー・・--ーー.... ・四ー-... ・ーーーー・ー-ーーー・--ーーー・凶ーーー----ー+・ーーーーー

年 55 56 57 58 59 60 61 62 63 元 2 3 
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東京都教育研究員・教育開発委員会委員

<教 育 研究 員>

日野第 一小 学校 教 諭 寺 本 喜 不1] 社会科

滝合小学校 教 諭 平 島 孝 夫 算数科

日野第六小学校 教 諭 車公 美代子 家庭科

日野第四小学校 教 諭 逸 見 明 男 道 徳、

百草台小学校 教 諭 高 橋 i主 + 特別活動

三 沢 台 小 学校 4主 諭 f嶋 11司 帝日 子 課題 B(生活科)

程久保小学校 養 教 諭 回 島 佳 子 学 校 保 健

七生中学校 教 諭 井 尻 有E 夫 社会科

大原上中学校 4攻 諭 波 辺 やす子 家庭科

日野第 一 中学 校 教 諭 ドj 水 '1量 特別活動

大坂上中学校 4批 諭 大 矢 }I 夫 教育課題

<教 育 開発委員会委員〉

日野第 二 幼稚校

仲間小学校

一 沢小 学 校

諭

諭

諭

教

教

教

強矢るり F

占凹 健

幼児教育

体育科

美術科吉岡本光

po
 



市立小・中学

番 開校 建 築
校地面積

校舎保有

枝 名 年度 面 前ー 普通教室

号 年度 増改築
m' 

m' (保有)

1 日野 一 小 M 6 37. 38. 39 20，947 4，370 22 

2 日野二小 M 7 42. 43. 48. 53-54 11，640 4.728 24 

3 日野三小 S 23 41. 42. 47. 49-50 16，806 6，012 26 (5) 

4 日野四小 M 6 49. 40. 44 15，292 3.839 19 

5 日野五小 S 34 H2 16，765 6，349 23 

6 日野六小 S 40 38 40. 43. 48 19，833 6，025 31 

7 1現 徳 民tl 6 39. 40. 45 15，376 4.784 28 

8 平 山 M 6 39. 40. 41. 44 15，845 4，388 22 

9 日野八小 S 44 44. -17. 49 17， 601 5，102 25 

10 百草台小 S 45 44. 48. 50 15，482 5，248 26 

11 滝 メE斗3 S 46 45-46 20，458 5，544 26 

12 高 幡 台 小 S 47 46. 48. 52 16，017 4，983 25 

13 日野七小 S 48 47-48. 52-53. 5 7 13，509 4，806 22 

14 南 平 S 49 48-49. 53.56 16，020 5，254 26 

15 程久 保小 S 52 49-50. 50-51 16，988 4.092 18 

16 旭が丘小 S 52 51-52.56 16，642 5，463 26 

17 平 山 台 小 S 53 52-53. 54 18，536 4，939 18 (2) 

18 東光寺小 S 54 53-54 19. 586 4，356 18 

19 三 沢台小 S 55 54-55 15， 170 4，463 18 

20 仲 回 S 59 58-59 15，660 3，434 12 

1 日野一中 S 22 37. 38. 40. 41. 50. 58 19，386 6，113 25 

2 日野 二 中 S 29 34. 35. 38. 41. 49-50. 60-61 21，150 6，596 25 

3 七 生 中 S 22 36.38.44 45.50-51. 59-60 20，367 5，934 21 (2) 

4 日野三中 S 45 45.47.49.58-59 21，520 7，287 28 

5 日野四中 S 48 47.49. 52.61-62 18，955 6，486 25 

6 沢 ヰI S 52 51-52. 58-59 23，623 7，147 25 

7 大坂上中 S 55 54-55.57 19，389 6，630 25 (3) 

8 平 山 中 S 56 55-56 18，200 5，967 22 
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校施 設 一 覧

平成 3年 5月 1日現在

教

体育館
プー ル

給食室 学級数特 思IJ 教 室
大(25Xllm)

理 音 図 美 技 家 視 図 食 特別 教育
m' 

小(10X 5m) 
m' ( )心陣学級

科 楽 工 術 術 庭 党 苫 A主U主. 活動 相談

1 1 2 l 760 大 ・小 179 15 

1 2 1 l 1 761 11 172 20 

1 2 2 2 1 1 761 11 144 15 (3) 

1 1 1 1 1 765 11 130 15 

2 2 1 1 809 11 349 18 (1) 

1 1 1 1 795 11 213 18 

1 1 1 779 11 204 12 

1 1 1 545 11 147 ] 4 

1 1 1 l 710 11 231 18 

1 1 1 l l 752 11 188 15 

2 1 1 1 701 11 256 19 

1 1 1 1 714 11 226 13 

1 1 736 11 219 18 

1 2 734 11 188 16 

1 1 1 1 760 11 216 12 

1 1 1 760 11 21ミ 25 

1 1 760 大・小12X5m 268 ) 0 (2) 

1 1 1 1 760 大 ・小 214 12 

I 1 1 1 757 11 215 12 

1 760 11 224 12 

2 2 2 2 2 1 2 842 大 765 20 

2 2 2 2 2 1 1.075 11 701 18 

2 2 2 2(1) 2(1) 1 1 765 11 654 17 (2) 

3 3 2 3 2 l 1，067 11 878 22 

2 2 2 2 2 2 1 J，136 11 805 21 

2 2 2 2 2 2 1 1，118 11 718 17 

2 2 1 2(1) 2(1) 1，118 11 599 20 (1) 

2 2 2 2 2 1 1，189 11 197 15 

fi3 



と地区割当表

番号 避難場所 収容人口 避難 地 区 番号 避難場所 収容人口 避難地区

1 第 1中学校・市民 人
日野の一部 11 滝合小学校

人 東平山 1.2.3丁目
の森スポーツ公園 28.000 8.500 西平山1.2.3.4丁目

2 豊田児童公園 東豊田 J.2. 4丁目
高 幡 台 小 学校

程久保の大部分
第 二 小 学校

11.000 豊田 1~ 4丁目
12 第 三 中学校 22，000 

高幡台団地
明星大学

3第三小学校 新町1.2. 4. 5丁目
鹿島台公園

23，000 13 南平 小 学校 12，500 南平 1~ 5丁目
日野自動車グラン ド 日野台1.2.3.4.5丁目

南平体育館

4 日野総合グラン ド 日野の一部、新井
旭が丘小、第四中 旭が丘の全部

第四小学校
22.500 

石田、下回の一部
14 都立科学技術大学 30.000 西平山 5丁目

旭 が丘東公園

多摩平団地自然公園
多摩平 1~ 6丁目 平山1.2 3丁目

5 第 二 中学校 21. 000 
東豊田 3丁目

15 平山台小学校 7，500 
平山苑

多摩平第一公園

第七小学校
多摩平の一部、神明 栄町 1~ 5 丁目

6 日野中央公園 23，000 
上区画整理区域内

16 東光寺小学校 8.600 
新町 3丁目

実践女子大

7 第八小学校 16.000 
百草、落川、三沢の 17 三 沢台小学校

13.000 
百革、三沢の一部

三 沢中学校 一部 百草台自然、公園 日本信販造成地

8 新井橋際河川 敷 11. 000 高幡、新井の一部 18 駒 形 公 園 10，000 
日野の一部、堀之内

潤徳小学校 上回、宮の全部

9 平山小学校 13，000 平山 4.5.6丁目
計 1 8 個所 286，600 

平山中学校 南平 6.7. 8. 9丁目

10 百草台小学校 6，000 
百草団地、百草、
程久保の一部

L一一一一一
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困 名

所 在 地

屯 エ口:-，-ィ仁3

11頂 路

園児数

園長氏名

1. 沿革の概要

昭 40. 4. 1 日野市立第一幼稚園として設置

さる。学級 7、定員 2801'1、職

員教諭 8名、用務員 I名。

園敷地 2.700m'、闘舎 777m'、

プレハブ I棟。

4. 10 開園、園児 280名

5.25 創立記念日とする。

5.30 国主主制定

昭 43. 9. 6 プール完成 (中庭)

12.20 ホーノレ上回築完成

昭 44.6. 1 プレハブ園舎、ベランダ地設工

事完成

昭 48.3.14 東京都交通安全教育実験学校

研究発表会(第一年次)

10.23 向上研究発表会(第二年次)

昭 50. 3.10 10 周年記念発表会、国歌制定

12. 20 園舎(プレハブ)改築完成

日召 58. 9. 1 

H召60.12. 17 

昭 61.11. 29 

2. I箆代幽長

氏 1'1 

江jIJ JE f 

光永久夫

問中光

上 山洋一郎

I白橋 千附子

1: 迫 子

3 地域のf:~J立

保育寝 3、プレイコ ーナ一、 凶

~コーナー各 1 、資料宅 l 、 屋

ヒ、 トイレ、物置 l

幼児教育センターの開設

園舎外周緑化工事完成

ホーノレ属~改装工事完成

年月~年月

附 40.4.1 ~lIr1 56. 3.31 

IIA 56. tl. 1 ~IIA 57. 3.31 

IlR 57. 4. J ~nlj 60. 3 31 

lI(i 60. 4. J -11(1 62. 3. 31 

ll{j62. 4. 1 ~平 3. 1. 9 

ヂ 3. 1. 1~瓜従

~)If判 .)1J也および川.ìllivt地の小心にある。

日野市立第一幼稚園

日野市多摩平 4-3 

0425-81-4124・4105

世田駅より北へ徒歩約 10分

男57名女 65名計 122名

一

65 

上道子

園舎西側は豊田駅に通じる道路、北側は甲州街

道に平行する道路に面し、騒音と交通量が多L、。

いちょう並木が続き、近くには公園が点在し、

比11変的自然環境には恵まれている。

4 教育目標

教育基本法に基づき、人間尊重の精神を基調

として、生涯にわたる人間形成の基礎を培い、

社会変化に主体的に対応し、たくま しく生きる

心身ともに健康で、豊かな情操を育むとともに、

創造性些かな幼児の育成を目指す。

0明るく元気な子ども

0仲良く遊べる子ども

0思いやりのある子ども

5 本年度の指蒋の重点

o 児ひとりひとりの特性を理解した上、主体

性、協調性を培い、望ましい友達関係や正し

し、生活習似の縫立をはかる。そして安全を確

保して園生活が楽しくすごせる子供を育てる。

o四手の円然や飼育栽培物との触合いを多くも

たせ、健康と心情面の豊かさを培う。

o幼紙同教育の円滑化と情性化を図るため、闘

と家庭との述鋭を密にする。

6. 本年度の研究主題

「幼児理解と指導のあり方」

一異年令児との交流を通してー

7 本国の特色

o幼児教育センターとの連扱により、隣接する

「たまだし、ら保育園Jとの保行交流を密にし

て、地域の幼児教育という広い視点に立ち改

i与を図る。

8. その他(教職員の研究歴)

研究 員

jドヒ玄 f( H 2 in 



国 名 日野市立第二幼稚園

所在地 円野，nSP:UI4-5-4

電 話 0425-91-.1125 

111員 路 京王線平山城祉公園 FIP-徒歩 10分

園児数 男 25名女 40名 計 65名

園長氏名 担島静子

1. 沿革の概要

Us 40. 4. 1 日野市立第二幼稚園として平山

小学校内に設置

5. 10 開園記念日と定める

5. 30 国意制定

昭 46.3. 10 日野市研究協力園として研究発

表を行う

H百48. 2.21 東京都交通安全教育推進学校研

究発表会 (第一年次 )

sjg 49.10.22 東京都交通安全教育推進学校研

究発表会本発表 (第二年次 )

12. 14 創立 10周年記念式典開催

昭 51. 4. 6 保育室、廊下、職員室、医務室

床、 改装完成

H百53.9.30 図書コ ーナーに改装完成

日召56. 4. 6 市水道管引込工事完了

昭 57.3. 8 屋椴 ・ホーノレ床塗装完成

Iljg 57. 4.10 二年保育再開

sjg 58. 8 23 園舎内装完成

H召60.4 新国舎完成移転

2 歴代園長

氏 名 年月~年月

後藤正太 昭 40.4-昭 42.3 

安稲矛IJ 治 昭 42.1-昭t17 3 

小野 晃 昭 47.4-[1召 51.3 

深海真人 昭 51.4-昭 55 3 

林 冗美 昭 55 4-昭 58.3 

伊 ! 篠 智 章 昭 58 4-昭 61.3 

蓮池守一 昭 61.4-昭 62.3 

i反口嘉津子 flB 62. 4-平冗 3

損島静子 平元 4-現在

3 地域の環境

市の南西部にあり、平山小学校に隣接してい

る。南に多摩丘陵がつらなり、近くには平山城

祉公園、浅川土手、梨畑や田んぼなどがあり自

然環境に恵まれている。四季を通じて野外活動

を楽しむことができる。

4 教育目標

人I~:J尊重の精神を基本とし、 幼児、 保護者、

地域の実態及び環境をふまえて心身共に健康で、

豊かな心をもち、主体的に生き ょうとする幼児

の育成をめざす。

0たくましい身体と 心をもっこども (重点目標)

0進んで取 り組みよく考えてやりぬくこども

0身近かな自然を大切にするこども

0感動する心をもち素直に表現できるこども

o友迷と一緒に仲良く遊べるこども

5 本年度の指導の重点

幼児一人一人の個性を生かす指導長|岨を作成

し、主体的に生きょうとする幼児を育てる。

4才児0教師と幼児の信頼関係を築き安定した

情緒で I~I 己を十分に発締し、 心身の調

和のとれた発達を促す。

0基本的な生活習tuの自立や集団の中で

の望ましい態度を育成する。

5才児 0いろいろな活動、友だちへ自ら凶わっ

てし、く中で、相手を尊重する気持ちゃ

思いやり 、協力する態度を育てる。

0 自然等、身近な環境へ興味 ・凶心をも

ち、積極的に身体を動かし、様々な経

験をfJ'tみ重ねる中で、感じたことや考

えたことを表現する力を育てる。

6 本年度の研究主題

「一人ひとりの幼児を的確に理解するために

個人観察のとり方と生かし方」

7 本闘の特色

。平山城祉公園や河原など、白然環境を利用し

四季を通じて自然、に親しめる活動を、多くと

り入れている。

co 
co 



園 名 日野市立第=幼稚園

所在地 Ul野市日野本UJJ2-14-1 

Iι 2古 0425-81-7127 

11国 路 jR日野駅下rl1 東へ 10分

園児数 男 32名 !J; 31 :名 計 631;

園長氏名 山本智恵子

1 沿革の概要 | の自然、も失われ、こども達の遊び場は限られて

UB 41. 4. J1 日野市立第三幼稚園として日野

5. 4 

日百42.5 

11 

昭 46.4 

昭 47.3 

昭 51. 2. 

sB 53. 8. 

11P. 54. 8. 

H百56. 3 

H白56. 4 

UB 60. 8 
日(j63 8 

平 2.3 

2 歴代園長

氏 1; 

吉 mI長次

永野林弘

背任l 辰 次

ド 111 s 
fl/f.，f7I，木 特 次

トtm'te JE

" 了才~ f下.k

平防J }~I ir. 
r'IJ 山 英 代

山 本智忠f

3 地域の環境

第一小学校内に設置

学級数 4、園児数 143名

開園記念日と定める

ブロック塀完成

観察池設置

市研究協力闘

屋外飼育舎新設

区凶経理のため、正門移動

園庭整備 10周年記念研究発表

ホール、保育宅等床改装完成

廊下床改装完成

国歌制定

2年保育再開

保育号室内装

ホール量級改装

正門扉改装

年月~年月

111141. 1J-'J1. 5 

ili'H 1. 6 - 42. 3 

ili'~ 11 2. I - I 11 3 

11{{44. IJ - 50. 3 

II({ 5 O. ，，-55. 3 

Ii({ 55. ，，-58. 3 

l1(j 58. ，，-62. 3 

Iザ{62.1-63.3 

il({ 63. IJ-千 3.3

平 3.IJ-皿住

うどillll止の多い巾州街道、川附街道、 diillにUJ1

まれたJ9rに似11'1'する。 M近、宅地化が進み1，'，iU11

67 

きている。その反面、市役所、市民会館、図書

館、公民館、生活保健センタ一、公園など文化

的な環境に恵まれた場所にな りつつある。

4 教育目標

一人一人の個性を尊重し、心身共に健康なか

らだと自主 ・自体の精神の育成を図り、人間形

成の基礎を培うために、

0丈夫なからだで、元気に遊ぶ子ども。

0よく考えて取り組み、自分から進んで行動で

きる子ども。

o基金かな心をもち、思いや りのある子ども。

5 本年度の指導の重点

o幼児の生活ー実態、心身の発達に即して指湾計

画 ・内容 ・方法の改善、充実に努める。

o基本的生活留仰を身につけさせ、望ましい社

会性の芽ばえを培い、豊かな情操を秘義する。

0地域の特性を生かし、多様な体験を通して、

~かな感性を緬養すると共に、心身の健全な

発述を促す。

6 本年度の研究主題

鬼遊びを通して幼児理解と教師の媛助のあり

万を考察する。

7. 本凶の特色

0 クラス|司，忘や民年齢児が交流できる場を多く

設け、圧いにnち~う機会をつ くる。

0 白然環境を生かした凶外保育や鋭子でj~.ì凶体

験できる 活動を~ く 取り入れ、 ( 1 然、に殺しま

せたり、幼児JUlの鮮験を山かにしたりする。

8 その他

研究此

渡辺明子 (63年)



園 名 日野市立第四幼稚園

所在地 日野市石田 431-6

電 話 0425-83-3903 

I1煩 路 立川一高幡不動京王バス四小前下車徒歩 5分

園児数 男 23名 女 31名計 54名

園長氏名 上野美津枝

1. 沿革の概要 1 5 本年度の指潟の重点

昭 48. 4. 1 

10. 9 

11. 1 

H召51. 8.30 

H百54. 9. 8 

H召56. 9. 30 

昭57.11. 11 

昭 60. 8. 31 

H召62. 8 26 

平 2.8. 30 

2 歴代園長

氏 名

内藤達夫

釜池 博

竹 永 秀 雄

問中光穂

梶村和子

上野美津枝

3. 地域の環境

日野市立第四幼稚園として開国

学級数 2、園児数 41名

落成式挙行

開闘記念日と定める

各保育室前、テラス完成

廊下床、足洗い場改装完成

各保育室、教材整理棚完成

創立 10周年記念式典挙行

園歌制定

職員室床木製改装完了

廊下改修、屋根、外装塗装

各保育室床、遊戯室床、壁塗装

年月~年月

昭 48.4. 1 - 52. 3. 31 

flB 52. 4. 1 - 57. 3. 31 

昭 57.4. 1 - 60. 3. 31 

昭 60.4. 1 - 62. 3. 31 

昭 62.4.1-平元 3.31

平元 4.1-現在

日野橋より東へ約 1km入った多摩川の土手近

くにあって、日野第四小学校に隣接している。

田畑や梨園、農業用水路等自然環境にめぐまれ

ているが、宅地化が進み、子どもの遊べる場所

は少ない。

4. 教育目標

人間形成の基礎・基本を身につけ、個性豊か

な主体的に生活する幼児の育成をめざす。

0明るく元気な子ども

0心の豊かな子ども

0意欲的な子ども

闘外保育 ・動楠物の世話・絵本・童話・音楽

等本物に触れる機会をできるだけ多く持ち、幼

児自身が直接体験をし、感動することにより、

感性豊かな子どもを育てる。

4歳児o教師との信頼関係を築き、一人一人が

安定した遊びの中で自分を出しながら

多様な経験を積み重ねる。

5歳児o友達と一緒に遊ひeを進めたり、深めた

りしながら自己充実をはかり、お互い

の個性や能力を認めあう。

6. 本年度の研究主題

「表現力を育てるための指導法」

7 本園の特色

0異年令の交流を計画的に取り入オい互いに学

び合うようにする。

0自然環境を生かし、圏外保育を通して、四季

折々の動植物への関心と親しみを持たせ、自

然、の中で存分遊ぶようにする。

0ひまわり号の活用や、音楽などを積極的に取

り入れ、教師と子どもが共感しあい、自己発

揮できる環境の設定に配慮してし、る。

8 その他(教職員の研究歴)

研究員 開発委員

上野美津校(53年.)1上野美津枝(52年)
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国 名 日野市立第 5幼稚園

所在地 u野市三沢 175

電 ~;5 0425-92-0432 

11原 路 ぷ王線 高幡不動駅下Ilf 東へ徒歩 13分

園児数 男 19名女 19名計38名

園長氏名 酒匂溜美子

1. I'B革の概要 1 3. 地域の環境

昭 49. 4. 1 日野市立第五幼稚園として設世

される。

学級数 2、定員 80名

教諭 3名、用務員 I名

4. 15 第一回入国式挙行園児数61名

11. 1 溶成式を挙行 同日を開園記念

日とする。

昭 50. 1. 20 園庭拡張される。

昭 50. 3.20 第一同修了式修了児 70名

昭 53. 4. 1 1学級期のためプ レハブ教宅上旬

築、学級数 3、定員 120~ 

昭 56.4. 1 学級数 2、定員 80名

Ujq 59. 2. 25 創立 10周年記念式挙行

昭 59. 3.31 プレハブ教室撤去

昭 60. 4. 1 二年保育開始、学級数 2

昭 61. 3.15 教材望地設

sR 63. 331 闘庭惑を備と側溝 ・危険物倉庫 ・

伶化村EEフェンス設世

昭 63. 8.31 園舎外壁と屋似君主装

平 2.10. 6 ホール庖似取容 ・トイレ改修

平 3.3.16 第 17Iロ|修了式挙行修 f児32

名、進級児 14~ 

平 3. 4. 10 第 18同入国式挙行

二年保育 23名
) 38名

一年保育 15 ~ 

2. 歴代副長

氏 1'， 年月~年月

岡本行 6日3: II{~ 49. 4. 1 - 53. 3. 31 

i 'i谷洋太 11{{53. 4. 1 - 58. 3. 31 

渋谷ぷ 一 11(1 58. 4. 1 - 61. 3 3l 
一

機日l 鈴 F 1I{1 61. 4.1 -平 3.3.31

向肝央児 ギ 3.4.1-、IL 3.4.:~0

酒匂硝R子 ヂ 3.5.1-脱住
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京王線高幡不動駅と百草園駅のほぼ中間の位

位にあり 、周囲はまだ自然に75まれており、小

学校、中学校に隣接してじ、る。近く には、高幡

不動尊、多摩動物公園、百草固などがあり 、四

季折々の野外活動を楽しむことができる。

4 教育目傑

0明るく元気な子ども

0豊かな心と思いやりのある子ども

0望ま しい生活習慣を身につけた子とe も

5 本年度の指導の重点

0興味 ・関心 ・友達関係な どを通して幼児理解

を深め、自信を持って取 り組める活動を工夫

し自己充実を図る。

0遠足 ・国外保育 ・運動会など異年齢児との交

流を多く持ち、学び合ったり育ち合ったりす

る心を育てる。

6 本年度の研究主題

。圏内研究では「盟ましい教材精選と教師の接

助の在り方Jを中心に研究を進めてし、く。

7 本国の特色

0園外保育を多くと りいれ、門然、の中で遊ぶ楽

しさ、解放感を味わわせている。

o園庭に畑をつくり、こどもたちが自らの手で

ffて、収後する喜びを味わわせている。

0広い圃庭を生かした遊びを多くとり入れてい

る。



嗣 1i 日野市立第六幼稚園

所在地 十l野市程久保 876-2

屯 gt 0425-92-6330 

JI領 路
点王線高橋不動駅より百草団地行きパスで
，Qjr幡台団地下車徒歩 5分

園児数 男 26名 女 261i計 52名

園長氏名 坂 口嘉津子

1 沿革の概要

H召50. 9. 6 園舎新築工事起工

昭51. 3. 19 園舎完成、鉄筋平屋建

4. 1 日野市立第六幼稚園として開園

学級数 2、定員 80名

園長 1名、教諭 3名、用務員 1

名

4. 10 入国式挙行、園児数 73名

5. 29 /J自国記念式典挙行

開国記念日とする

H召52.5.30 プール(ヤマハ・ キューテ イメ

イ 卜DX)設置

昭 53. 3. 12 1学級増設のためプレハブ教室

増設、学級数 3、定員 120名

11855. 4. 1 学級数 2、定員 80名

昭 58. 8. 5 プールのフェンス、闘庭フェ ン

ス防球ネット完成

H召60.4目 1 2年保育開始、定員 70名、 学級

数 2、 4才児30名、 5才児40名

昭 60.11. 1 国歌制定

11860. 12. ]4 創立 10周年記念式挙行

昭61. 9.10 園庭鉱張、園舎外壁塗装

2. )佐代園長

氏 名 年月~年月

手代木和夫 昭 51.4. 1 ~ 54. 3. 3] 

近 内 信 郎 11854.4. ] ~ 58. 3. 31 

津野旧 昭 二 tJ858 4. 1 ~ 62. 3 31 

上 野 美津校 H自62.4.1 ~平元 . 3.31 

4反 口嘉津子 平克 ・ 4. 1~現在

3 地域の環境

日野市の東南部にある多摩丘陵に造成された

高橋台団地と百草団地との境に位置し、園舎は

緑の森林に固まれ、起伏に富んだ所である。

近くには多摩動物公園、百草園、品幡不動尊

などがあり、野外遊びのできる場所も多く 、向

然に親しむことができる。

4 教育目傑

人間尊重の精神に基づき主体的に生きょうと

する、心身ともに健康で人間性豊かな幼児の育

成を図る。

o思いやりのある子ども

0自分で考え最後までやりぬく子ども

o元気で仲よ く遊べる子ども

5. 本年度の指導の重点

幼児一人一人の発達や特性を理解し、一人一

人に応じた指導を行う ことによって、豊かな人

間形成の素地を育てる。

4歳児0感動を共有できるよ うに多様な活動を

積極的に展開し、自己を表現するカを

育てる。

o幼児相互のかかわりのある活動を展開

し、 自立心を育て基本的な習慣を身に

つける。

5歳児0友達と稲極的に遊びを展開する中で、

人とかかわることの楽しさ、大切さを

味わい、十分に自己を表現する力や思

いやりの心を育てる。

6. 本年度の研究主題

「主体的に存fI動する幼児を育てるために、一

人一人を理解するとは」

7 本国の特色

o動組物の飼行栽培を子ども述が行い、育てる

ことのおびを味わわせている。

o園周辺の 口然環境を利用した国外保育を多く

取り入れ、思う存分に体を動かし、自然、に親

しませている。

8 教職員の研究歴

研究員 /}日発委員

反日五五律子(44年)1坂r1嘉津子(51年)

nu 

勺

t



国 名 日野市立第七幼稚園

?Tr .(:E地 μ野市旭が丘 2-42

屯 <¥6 0425-86-3770 

/1慎 路 J R盟国駅下車 J~Tパス郡立科学技術大学前

園児数 男 71名 女 55名，iI-126名

園長氏名 平向邦江

1. 1白~の概要

昭 59.10.6 園舎新築工事起工

H召60. 4. 1 日野市立第七幼稚園として設置

鉄筋コ ンタ リー ト2階建

昭 60. 4. 10 

~17:! 60. 6. 30 

昭 62.4. 1 

I沼63. 3. 11 

昭 63. 4. 11 

平 2.2. 20 

2 歴代園長

氏 名

石井 = 土

f中山英代

平向邦江

3 地域の環境

学級数 2、定員 70名

教職員 3名、園地面積 2599m' 

第]回入国式挙行園児数 49名

開園記念日とする

4才児 1クラス増、定員 100名

園舎増築工事完成

学級数 4、定員 140名

園歌1j，'IJ:iE

年月~年月

昭 60.4.1-62.3.3l

IlR 62. 1. 1 -63. 3 31 

IIli 63. 4. 1 -現在

1行の西端に位位し、地域の約半分がて業地区

である。 職住接近による住宅公日|や社宅により、

清年間の人11が上旬加lしている。周辺道路の交通

fkは多いが道路は告さblhされ、街路樹やグリーン

ベノレトが問季折4 に美しい。大学、中学校、保

育倒、児目i1trn、陣枠内ーやi5人のための脆i設が隣

接・し、文化悩ゐJ:ゾーンと してi也肢のかなめとな

ってL、る。

4 教育 11f，'，'~ 

一人一人の例性を作ifi.し、幼児が 1:体的に小

川する，íJ:~吹をもち、人川t'l=. J.!~かで、A;:米にたく

ましく '1:.きょうとする幼児のl'f成を凶るために

0明るく厄%で、がんばる fども

0 よくはよく 1mきょく~.・える「ども

o心のや与しい素{I'(な rども
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5 本年度の指導の重点

0主体的に生柄する中で意欲 ・充実感 ・満足感

・向上心を味わえるよ うに栴務内容 ・方法を

工夫し、基ぶ的生活習慣、行動様式の自立を

図るようにする。

o遊びゃ活動の内容、経験の実態を把渥し、遊

びの方向性に応じた環境構成を工夫する。

0一人一人が安心して自己発搬をする環境を盤

え、幼児と教師 ・職員、幼児同士が相互交渉

し合うようなかかわりをもてるよう努める。

6. 本年度の研究主題

「感じたことや考えたことを喜んで表現する

幼児を育てる指導法」

7. 本闘の特色

0通園区以は広〈 、住居は高l国住宅、社宅等が

多い。 r自分で考え、行動し、責任をも っ幼

児を育てる」ことを今年度の重点としている。

o幼児が凪 ・家庭 ・1也j或の中で連続した生活を

常めるように闘の行事や地戚の催しを通して

保護必や地域との連機を深めるようにする。

o闘内の施設や身近な教材 ・教具ーを{史った遊び

を多くとり人れ、友達と遊びを創り出してい

く良びを味わわせる。

o飼育物の世話や税指などのl白接体験を通して

情操住かな心をnてている。菜闘では、年川

を通して、多利i多様の車イEや野菜の車f1婦から

収臨までA航して体験'j.:.:jQiを行い、副l返で経

験できない|凡l手折々の遊ひ'に観しんでいる。

8 その他(教職此の研究日夜)

研究 Jt 開発~n

手向邦(U19年)1平向邦江(58年)



学校名

所在地

電 ユ口:::-rィ口

I1頂 路

児 童 数

校長氏名 山 u 武 彦

1 沿革の概要

明 6. 5. 5 土淵山普門寺の本堂をあて開校。

第一大学区第八中学区第五十四

番小学 日野学 校と称す。(現在

の中央公民館のとなり。)

明 45. 2.11 校歌、校章制定、校舎増改築、

校地砿張

昭 11. 4.29 校旗寄贈(古谷剛次郎氏)

昭 15 日野 2800番地(現在地)に土

地 900余坪、新校舎建築開始。

(戦時中、軍徴用)

昭 23.4. 25 新校舎に移転完了

昭 25.4. 1 東京都指定実験学校となり、教

育諜程の研究発足

昭 27. 3. 5 上記の研究発表

昭 28. 8.22 80周年記念プール竣工

昭 38.11. 3 日野市制施行により日野市立日

野第一小学校と校名を変更

昭 43. 4. 1 日野市研究協力校として「教育

環境の整備」を主題として研究

発足

8. 1 日野市集会場を屋内運動場兼

講堂として移管

昭 44. 2. 21 日野市研究協力校として「教育

環境の整備について」発表

5. 1 東京都学校花極協力校となる

昭 46. 4. 1 日野市小学校訪問学級設置

5月17日開級

昭 47.2 都市計画神明上区画整理事業開

始校庭南側一部縮少

i1P. 48. 11. :fiIJ立百周年記念祭

昭 55. 8 排水構改修、受水槽設置

昭 57. 6. 体育館新設

昭 58 8 校内塗装、窓アルミサッシ化

日野市立日野第一小学校

日野市日野本lUT2-J4-1

0425-81-0073・0061

中央線日野駅下車徒歩6分

男 2 39 ;:1ろ女 249名計 ~88 名

教頭氏名 飯田国代

~lB 58. 11 開校 J1 0周年記念集会、式典

H召59 3 仲田小分雛

日召 59. 8. 屋上全面防水、 プレハ プ撤去

H召60. 3 体育倉庫新設

sB 60.11 南 ・北側ブロックベい撤去、植

込とする

日百62. 2 東京都教育委員会 「健康づく り

推進校Jとして公開発表

平元.8 校庭整備工事

平 元.11. 校舎建具等改修、建築工事

平 元.11 温度保持設備工事新設

平 2. 8 旅送室改修工事

平 3. 1. 日野市研究協力校として「一人

一人の読みの力を育てるための

指導法の工夫Jを副主題として

研究発表

2. 歴代校長

氏名 年月 ~年月

l 日野 義I1煩 明 6 5~ 明 9 7 

2 国府回 学 明 9 7~ 明 11 3 

3 小 川 則要 明 11 4 ~明 15 3 

4 鈴 木 宗也 明 15. 4~ 明 1 6 8 

5 上野兼松 明 16 9 ~ 明 18 3 

6 二見友三郎 明 18 4~ 明 19 4 

7 八木同党制 明 19 5 ~ 明 2 1. 10 

8 佐野鶴松 明 21.11 ~ 大 5 3 

9 古谷剛次郎 大 5 4 ~ 大 12 . 1 

10 河合平作 大 12. 2 ~大 15 3 

11 古谷剛次郎 大 15 4 ~昭 1 1. 1 

12 宮川 海三 昭 11 2 ~ 昭 18 3 

13 J't井半放 ~l召 18 4 ~昭 23 8 

14 小池嘉一 sB 23 9 ~ 昭 34 3 

15 尾崎半次郎 昭 34 4 ~ 昭 37 3 

16 五十嵐光 日召 37 4 ~昭 38 ~_j 
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氏 名

17 木村 m 
18 吉田辰次

19 下回 忍

20 潜呂木経次

21 村田安正

22 古谷洋太

23 山U 武彦

年月~年月

sB 38 4 -111341 3 

昭 41 4 - 昭 44. 3 

H召44 4 - 昭 50. 3 

日夜 50. 4 - 昭 55 3 

Ujq 55. 4 - 昭 58 3 

1113 58. 4 - ilA 62. 3 

昭 62. 4 -現在

3 地域の環境

校区は広く 、農地、工場、商庖、住宅により

術成される地域である。本校は日野~より徒歩

6分の所に位置する。駅周辺は開発も進み、か

つての日野宿のおもかげも失われつつある。し

かし、まだ随所に陵史をとどめる史跡も残り、

自然、も美しく、心やすまる環境も残されてし、る。

4 教育円標

本校の教育は、地域社会 児童の実態に即し、自主的に人絡の完成につとめる児童の育成を目ざし、

次のことを中心に展開する。

1 科学性を身に付ける子ども

1. 盟かな心情を持った子ども

1 強い窓志をず7てる子ども

1. じょうぶな体をつくる子ども

事実を正しくみるカを養い、正しい判断力、 l順序立った

思考力を伸ばして、基礎的学習の充実をはかる。

真、善、美に)(;げる感受性を養うと共に、自然の動植物

愛護、他人に来げる思いやりの心を強める。

目標に向かつて最後までやりとげる実行力を縫い、困難

にあってもくじけない気持ちを育成する。

節度のある生活態度を身につけ、継続して体力の向上増

進を図る児童を育成する。

上記の中から今年度のE点目標を 2 の I~!tかな心情を持った子ども」に設定する。
5 本年度の桁噂の重点

( 1) 各教科、道徳、特別府動の指導の題点

ア.各教科

生慌にわたって主体的に学び続ける意欲や能力 ・態度の基礎 ・基本を身につける。また、児童

の心をゆさぶる魅力的な俊業の創造に努める。そのため、

0桁潟内容の誼点化を図るこ とにより、考える、調べる、縫かめる等の時聞を十分にとり、考え

る力、問題解決の力、表現力、創造性の育成を日指す。

0教材、教具を整備 ・活用し、児童の学判意欲の喚起を岡ると共に学習活動を工夫し、児童が成

就感、満足感を持つ授業の創造を図る。

0一人一人の児竜に策しく 、白ら進んで学留に取り組ませ学ぶ楽しさを味わわせる。

イ.道徳

社会規範、生活鋭{胞のもととなる道徳的IItli他の向揚・内面化を図り道徳的実践)Jをおめる。

そのため、

o 道徳、の時間の充実を図り 、 意間的 ・ ~ I" I画的な桁羽を行う。

0全教育所動を通じて'1"'"命時虫、他を思いやる心、抜本的生柄拘仙の定才;を重視した栴訴を推し

進める。

ウ.特日1Jf，号動

YG 竜の協同 ・ 協力活動を通して、J.!}Jけあい、 学び合う心をTfてる。また、児 ~iîの門主的 ・(1 治

的所助を)ulして個性や社会性を府 う。そのため、

0児;i1の主体的活動を促し、ヲlましいUWl行動を行 うrl'で一小児なとしての述仰感や好ましい人

川関係、世かな人r:¥J関係を'(，てる。

0 今様な教育活動を行う '1'で、{I，'~人の持つ特件の発見に努め、 j追い lruを伸ばすよ う桁羽するo

0 勤労化産 ・様化川動をi凶して、ぷどちゃ地域 .tl:会のために役なとうとする心を'(fてる。
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(2) その他の活動

ァ.学校裁量の時間を通して個別指導の充実、学級係活動の充実を図り、児童一人一人が学校生活

を円滑に、ゆとりと充実をもっ て送れるよ う指導する。

ィ.水泳初心者指導の期聞を設け、水泳に閲する個別指導を行い、児童の泳力や気力の向上を図る。

ゥ.ふれあいタイ ムを設定し、教師が児童と共に遊ぶ中で児童理解を深める。

ェ.教師の読み聞かせ、すこやかカード、栽培活動を通して心と体の健康づくりに努める。

(羽 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

o全教職員の共通理解のもとに基本的行動様式の定請を推進する。そこで、 「五つの約束」を重

点とし、集団の秩序と安全保持の立場からの指導の徹底を図る。

イ.進路指導

o児童一人一人の個性 ・能力の開発 ・伸長をめざす。そのため、児童のよい面の発見に努め、認

め、誉め、或いは児童の持つ悩みや願いの相談にのり、励まし力づける。一人一人の児童がめ

あてをも って生きる指導を推進する。

6 本年度の研究主題

一人一人の児童が自ら意欲的に学び、文を読む力がつくためにはどんな指導を工夫したら良いかに

ついて追求する。本年は国語科になって三年目の研究である。 過去二年間の研究で明らかになった指

導法を焦点化して検証する。また集団の中での{固に応ずる指導を明らかにする。

7 本校の特色

(1) 本校は、開校 118年目を誇る歴史と伝統のある学校で、父母 ・地域の方の中にも卒業生が多く、

地域の学校に)i4"する愛情や期待は大きし、。 古き良きものを愛し、大切にし、地域からの信頼、地戚

との連帯を深めながら更によい校風を築く努力を重ねている。

(2) 教科指導と両輸をなす生活指導に教職員の結束をはかり 、生活指導報告目、生活指導協議会の設

置によ り、 「全校児童、わがク ラスの子」を合言葉にして指導にあた り、児童の健全な成長を計っ

ている。

(3) 一輪車、木のぼり 、竹馬、ふれあいタイムなど、他校にはみられないような施設や特性を生かし、

児童が楽しく 学校生活を送れるよ う保護者の協力を得ながら組織的に取り組んでいる。

8 その他(教職員の研究歴)

次 T 中央 研 研究 員 開発委員 研究生、他

1 山口武彦 (4 9) 山口武彦 46 志賀 由具 59 山口武彦 47
(社会) (体育) (研究生、社会 )

2 中 村 麗 子 47 手fl聞いさを 53 
(給食) (研究生、教育方法)

3 志賀由具 59 山口 武彦 58
(体育 ) (海外派遣)

4 佐藤ヒサ子 60 長谷川一 彦 平 成3
(保健) (研究生、道徳)

5 飯田国代 60 
(特別活動)

6 長谷川一彦 63 
(道徳、)

7 寺木喜和 平成3
(社会 )
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学校名

所在地

j!I 話

)1関 路

児童数

校長氏名 馬場 武

1 沿4Eの慨要

明 7.3. 神奈川県 9大区小4区盛田村尋

常小学校として創設、戸長山口

平大夫氏長屋を仮校舎にする

年月不詳 養生寺本堂を校舎とし、上下 2

等級に分ける。

明 12. 2. 豊田 1320番地、普生寺の西隣

に新校舎建築

明 26. 4. 東京府に編入される

明 41. 3. 日野小学校盟国分教場となる

昭 17 豊田 218番地に新校舎建築、平

屋建 6教室

昭 21. 6. 南多摩郡位田岡民学校として再

び独立

I沼27.12. 第n欠増築、 2階建8教室、口野

町立口野第二小学校と校名変更

UR 31 4. 第2次.trl築、 2階建 6<1攻宅

UB 38. 11 日野市立円野第二小学校と校名

変更

II{{ '13. 6 第 l次防i'f¥ II階建校舎完成

n7i '14. 3. 第 2次防IT、 4階他校舎完成

1I{1 '16. 2 体育館工事、納涼

tlfi 49. 3 第 3 弘:防庁、 4 附ill佼~~é成

11 創立円周年記念式典を行う

Uf1 55. 3 11培ill校伶完成

H行56.5 新プール完成

9 校庭秒ー併IJ完成

f1l1 57. 8. 普通教常内ifll喰装完 f

II({ 58. 12 校!丘歩道完成

11(.0{ 59. 6. 倒的Ij卜!日年記念式典を行 う

II({ 61. 12. 新j泊乍路{史川kfi

11パ63.8. 体ifl!ih攻決

平 元.8. 内flL水fl'J~)(林

ド 2.8 校舎k規棋改修完 f

日野市立日野第二小学校

日野市東盟国 2-14-1

0425-81-0070・0851

J R位回駅南口下車徒歩 10分
ぷ王線南平駅下車徒歩 15分

男 395名女319名計714名

教頭氏名 武内忠雄

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

小山茂平 昭 21 6-27 9 

増島光一 昭 27. 10 - 34. 3 

小池嘉一 昭 34. 4-38 3 

森久保惣次 昭 38 4-42. 3 

後 l儀正太 昭 42. 4 - 47 3 

安穏利治 昭 47 4-50 3 

永井雅夫 昭 50 4-53. 3 

鈴木英夫 昭 53 4 - 57. 6 

篠宮忠男 昭 57 7-61 3 

荒木健治 昭 61 4-平成冗.3
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馬場 武 平成冗.4-現在

3. 地域の環境

・本校の学区は、かつては“豊田の里 “と呼ば

れた静かな農村であったが、近年になって

急に宅地造成が進み、農家の割合が激減して

いる。それでも、浅川を中心として田畑が広

がり、屋上から見る鼠ー観はすばらしL、。

・近くにロ ーラ ースクートのできる駒形公園、

市民プール、市立中央図古館など、公共施設

にも恵まれている。

・保護者は、 学校教1'1に対する関心が深い。登

校時の交通指滋を杭極的に進めるなど、きわ

めて建設的であり、また、協力的である。

・学校前の有I1追をはじめとして学区内の道路は

どこも道幅がせましそのほとんどに歩道が

ない。 しかも交通量がしだいに地加し、堂下

校の安全が憂慮される状況にな ってきたので、

新たに段追を補修し、通学路に指定した。

・ 現住、~日 l南七地医凶i整理事業が進行してい

る。



4 教育目標

( 1) 学校の教育目標

人間尊重の精神に徹し、日本人としての自覚を高め国際社会に奉仕できる、心身共に豊かな子と

もの育成を目指して次の目標を定める。

0からだも心も強く明るい子

0みんなと 仲よく力を合わせられる子

。 よく考え、進んで行動する子(重点目様)

o責任をも って最後までやりぬく子

(2) 学校の教育目擦を達成するための基本方針

知 ・徳 ・体の調和のとれた児童の育成を目指し、全職員の共通理解を大切にし意図的・計画的・

継続的 ・組織的に教育活動を進める。

そこで、次のことを基本方針とする。

① 児童一人一人を大切にし個性・能力に応じた指導に努める。

② 心の陶冶を図り人権感覚を育て高めると共に実践的行動力を培うことを教育活動の全体を通し

て行う。

③ 授業研究を重視し指導法の改善に努め児童一人一人の実態に応じた指導を工夫し児童の意欲を

喚起すると共に新学習指導要領への移行を行い基礎的基本的事項が定着するよう努める。

④ 基本的な行動様式に対する職員の理解を深め組織的に生活規範の高揚、児童の自立を促す指導

の徹底を図る。

⑤ 自己の住む地域への理解を深め愛着の心を培うために地域の教材をとり入れた教育活動の充実

を図ると共に家庭・地域社会との連携を基盤においた指導を進める。

⑥ 児童の自主性を育て、楽しくて充実した学校生活の創造に向かつての児童自身の工夫を大切に

してし、く。

⑦ 生活科等、新学習指導要領の全面実施に告けて、児童が主体的に活動できるように、環境の整備

を図る。

③ 生活科を「重点研究Jとして取り上げ、 具体的な活動や体験を通して、生活上必要な習慣や技

能を身に付けさせ、自立への基礎を養う。

5 本年度の指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

7.各教科

生涯にわたって学び続ける意欲や能力・態度の基礎を身に付けさせる。そのため

0指導内容の重点化、体験を通した活動、 考える時間の確保などの工夫によ り思考力・ 表現力 ・

創造力・問題解決の力を育てる。

o児童一人一人に学習のめあてを明確に自覚させると共に教材・教具の整備活用、主体的学習の

重視などにより、児童の学習意欲を喚起し、成就感・満足感を持たせる授業の創造を目指す。

イ.道徳、

新教育課程に基つ守全体計画のもと全教育活動を通して 4つの側面について下記の事項を重点

として指導すると共に道徳の時聞を通して児童の道徳的判断力を高め、道符的実践力を育てる。

o自分自身・・……・…………ー自分の生活を振り返 り良〈考えて行動する。

o他 人・………・…一一誰に対しでも思いやりの気持ちを持つ。

o自然、や崇高なもの…・……・自他の生命を大切にする。

0集団・社会…………………規則 ・きまりの大切さを知り規範意識を高める。

ウ.特別活動

新教育課程に基づき望ましい集団活動を通して心身の調和のとれた発達 と個性の伸長を図ると
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共に協力してより良い生活を築こうとする自主的 ・実践的な態度を育てる。

そのため、 0学級活動の指導の工夫を図る。

0児童の自主的な取り組みが盛り上がる活動を行う。

0学級 ・学年の枠にとらわれない央学年集団の活動を行う。

(2) その他の活動

0なわとび、うすえ!?等の指導を通して体力の向上を図る。

0学年 ・学校 ・地域社会の諸行事に主体的に参加しようとする態度を培い、連帯感の育成を図る。

01動く得びを味わわせながら、からだを通して学ぶ基本姿勢を育てる。

(3) 生前栴導 ・進協指滋

ァ.生活指導・…・全職員の共通理解のもと組織的に基本的生活習慣の定着を推進すると共に家庭

・地域社会および幼・中等との連防を図り児童の健全育成を進める。

イ.進路指導- 児童一人一人の個性 ・能力の開発 ・伸長を目指す。そのため、児童の良い菌の

発見に努め、認め誉める、あるいは児童の持つ悩みや願L、の相談にのり、励ま

し力づける等一人一人の児童がめあてを持って生きる指導を推進する。

6 本年度の研究主題

地域の白然や社会を生かした生活科の研究

7 本校の特色

本校は制立 117年とし、 う伝統をもっ歴史のある学校である。 59年度は創立 110周年記念式典およ

びその思い出をつくる活動として「米づくり J r~ 、もづくり」の体験学習を行い生産にまつわる苦労

や白然、とのかかわりあい、さらには構造的思考力育成など、物心両面で大きな収穫を得た。学校が子

どものために務カすれば、それに対し全面理解と協力を図ってくれる地域である。そこで、これらの

ことをふまえ、地減の教育力を十分に活用するため、地域の自然や文化財 ・人材の教材化を進めてき

た。このことと併せて児電がより主体的に、しかも意欲的に学習に取り組むことができるようにする

ため、 I興味をもって尉極的に取り組む子ども」をめざし研究に取り組んでいる。本年度はさらに研

究を深め、日々のJ受業の充実を図ることによって、郷土を愛する心を培っていきたし、と考えている。

また、本校は市内有数の大規模校である。それに反し、校庭は狭少である。このことから、日常の

運動ikの不足や運動妓能、能力の低下につながらないよう、校業を通して子どもが主体的、意欲的に

学習してし、く指現法をうち出している。なわとびゃ薄ltの奨励などを計画的に行ってきている。この

ことによ って心身ともに健康なこども速の獲が見られるようになってきている。

8 その他(教職員の研究隆)

〉々と 研 兜 員 現代化委員 ・開発委員 研究生 ・海外研

馬場 武 (48理科) 馬場 武(50理科) 馬場 武(5t1ヨーロッパ)

2 高木 i決子 (50教育方法) 武内忠，'，j;f~ (59体育)

3 武内忠雄(52体育)
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学校名 日野市立日野第=小学校

所 地 日野市日野台 2-1-1

電 誌 0425-81-0101・0850

児童数 男 268名女 254名 計 522名

(内ひばり 15名)

校長氏名 増 賀 従 男 教頭氏名 江 口耕一

1. 沿革の概要

l沼23. 4. 1 日野小学校日野台分校として設 8. 29 音楽室床全面改修 ・黒板灯設備

置される。児童 1~3 年 340 名、 用務員室改修

教室 4、全学年2部授業 12.20 南校舎非常階段手すり改修

H召25.6. 10 日野台小学校として独立する il{1 60. 3 20 給食雑排水経路改修 ・浄化槽整

児童数 696名、教室 9、4年生 備 ・プーノレ内シート防水 ・排水

迄 2部授業 パノレプ改修 ・消防水利設備

7. 18 校章制定 3.31 哀門鉱張 ・門扉改修

9. 19 4教室禍築、教室数 13、3年ま sB 61. 3. 31 道路側防球ネット生底完成

で 2部授業 8. 31 体育館内部塗装

sB 27. 4.15 4教室構築、教室数 17、2年ま 10.31 北校舎屋上改修

で 2部授業 昭 62. 7. 7 プール更衣室等照明取付

6. 10 校歌制定 8.31 ひばり教室改装

sB 28. 6噂 10 校地 850坪肱張、6教室増築、 9. 8 体育館外部塗装

教室数 23、 2部授業を解消 11863 1. 20 体育館屋根塗装・ ~t校舎外壁修漣

H召30.4. 1 日野第三小学校と校名を変更 8. 20 体育館床塗装・渡り廊下外壁修理

日召32. 3. 4 旧教室 4を取除き 6教室を増築 8. 31 屋外幹線改修 ・校庭整備

教室数 25、児童数 869名 平元.3. 31 フ同レフェンス ・フ.一川イド改修

昭 33 8. 3 給食調理室完成・大小フ.ーノレ務成 平 2. 8.21 南校舎玄関塗装

日召34 3 校地 1，100坪拡張 平 2. 8. 30 理科室床研磨、 実験机交換

昭 35.4. 1 日野町特殊学級が併置される

日召 38. 11. 3 日野市街u胞行に伴い日野市立日
2 歴代校長

野第三小学校と校名を変更 氏 名 年月~年月
昭 42. 4. 7 防音校舎新築起工式

fJ8 43. 11. 15 校地地番変更、日野市日野台 2
高野忠正 昭 25.6. 1 0~26. 312 
(事務取扱)

丁目 1番地 1号

H召46 2. 16 体育館落成式、校章制定

f与野忠正 昭 26 3 1 3~ 27. 9.30 
(校 長 )

H召48. 4. 1 鉄筋新校舎9教室増築務成 尾 崎 半次郎 昭 27. 10. J~34 . 3. 31 

昭 50.2. 25 鉄筋新校舎竣工 五十嵐夜光 up， 34 4. J~37. 3.31 

6. 1 校旗í~IJ定 塚 本 正 11837 4. 1 ~ 41. 3. 31 

H召54 4. 1 東光寺小と分離 池田瑞男 sB 41. 4. J~47. 3.31 
昭 58.4. 2 ひばり学級教室増設

昭 58 4.20 無人化(夜間 ・日限・祝祭日等)

機械空軍備始

sB 59. 3. 10 藤だな改修

3 25 給食調理宅天井塗装

岩井庄三 昭 47 4. 1 ~ 50. 3. 31 

平松健太郎 u召50 4 . 1~54. 3 . 3 1 

竹永秀雄 日百 54 4. 1 ~ 57. 3. 31 

古田欧介 H百57 4. 1 ~ 62 3. 31 

体育館渡り廊下天井改修 内藤 康 sB 62 4. 1 ~平 2.3. 31 

体育館ステージホリゾント幕改修 増資従男 平 2. 4. 1 ~現在
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3 地域の環境

東京都の南西多摩川の南岸、甲州街道沿いに位置し、海依 80mの日野台地を中心とした地域であ

る。

日野自動車工場とともに発展した地域で‘あり台地のため公害も少なし、。

日野台地(学区域)の北部は多摩川をへだて立川市、南は多摩丘陵、西部t主八王子市が眺望できる

すぐれた環境に恵まれている。

4 教育目標

( 1) 学校の教育目標

憲法及び教育基本法に基づき民主的社会人としての人間形成の碁礎づくりを目ざし次の目標を定

める。

0 じようぶな子ども

0よく考える子ども

0明るく思いやりのある子ども

(2) 学校の教育目標を達配するための基本方針

人間尊重の教育の立場にたち、心身ともに健康で心豊かな人聞の形成の基礎づくり をめざす。

特に「よく考える子ども」を重点目標に掲げ、知 ・徳 ・体の調和のとれた子どもの育成を基盤にす

え、授業の改善充実に心がけるとともに制和のとれた教育活動を推進する。

0具体的な学年学級目標を設定し、その具現化をめざし学年学級経岱に創意と工夫を生かし、 -Jifl

の充実をはかる。

o子ども達一人一人の個性能力をひき出し、生涯学習の視点に立った学び方を学ぶ学習指導を推進

する。

0創立ある教育活動を展開し、地域の教育力、教材を生かした桁噂内容、体験学習の充実をめざす。

o生命を大切にする子供の育成をめざし、心身障害児とともに手をとり合って活動する機会を設定

し、思いやりの心の育成を図る。

o健康づくりと体力の向上を年聞を通して計画的意図的に実践し、たくましい子どもの育成に努め

る。

5 格尊の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

7.各教科

0教材教具を工夫し、課題をねばり強く追求させる学習指滋を舵進し、基礎的基本的学習事項の

定着をめざした桁将の充実をはかる。

0 体験的学科を通し)<~づかせ発見させる学習を推進し、 学予司を怠欲的にし、思考力、判断力を培

0達成感、成就感のあるJ受業を他立し、意欲的に学び)Jを学ぶ態度の育成を図る。

0例人差を的@1にとらえて、''7:判形態や学問j品料を工」ミし、学r:似J!+!:を向める学開)j法を工夫す

る。

イ.道徳

0子どもがすすんでやりぬく道徳的実践力のTi成をめざし、全教ff市政jにおける道徳教育の充実

を凶る。特に心附児との交流、~校菊づ くり 、特別的動を通して人1/\1愛 n 然'愛をt飢、位かな心

をTiてる。

o道徳の段業の改停を凶り、各教行f，1i動でigわれた道徳的でた践)Jの深化、fili完、統介を図る。
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ウ.特別活動

0子どもの自主的実践力と連帯感を培 うこと をめざし、集団活動を充実する指導を行う。

0 集団活動を通して、集団の成員としての自覚を高め共に向上してし、く気持ちを高める。

o所属する集団を自主的に建設しようとする態度能力を高めるとともに、他者にない自分を自党

し、個性的な実践力を高める。

(2) その他の活動

0遊びの時聞を設定、いきいきとした楽しい教育の場とし、体力の向上をめざす。

0火曜日六校時を児童会活動の日と設定、集団活動を通して心身の調和のとれた発達を図る。

0学年の 日を有効に使用した学年経営の充実をばかり、個別栴導の徹底をはかる。

0心身障害学級と普通学級との教師相互児童相互の交流の場を積極的に設け、障害を持つ児7置に対

する理解を深めるとともに連帯感の育成に努める。

(3) 生活指導 ・進路指導

0心身ともに健全な子どもの育成をめざし、指導体制を縫え、全職員の組織を通じた栴導を徹底す

る。

o児童理解につとめ心のふれあいを大切にする指導を充実する。

o父母、地域との連携を深め、協力補完しあって指導にあたり、児童の健全育成を図る。

0社会に多様な生き方があることに気づかせるとともに、児童一人一人の良さを発見し、その良さ

を将来にわたって生かすことのすばらしさに気づかせ、社会人となるための基礎となる力を育て

る。

6 本年度の研究主題

児童に考える力をつけるための指導の工夫

1 本校の特色

児童は明るくすなおであるが、やや主体性を欠き、ねばり強 くや りぬこうとする力がたりない。

校内研修で、市教委の委託研究を受け、児童に考える力をつける授業研究を実施している。また、

心障学級 (ひばり学級 )があり、交流教育にも力を入れている。

8. その他(教職員の研究歴 )

》ぞ空 研 究 生 研究員 開発 委員 中央研 海外派遣

1 増加 従男 56
(国語 )

2 
江口 耕 一 53

(特活)

3 
椿坂俊夫 63

(心障教育)
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学校名 日野市立日野第四小学校

所在地 日野市石田 430

電話 0425-81-0038・3076

順 路 日野駅から立川行パス南詰下車徒歩 7分

立川駅北口から日幡不動駅行パス四小前
下車徒歩 3分

京王線高幡不動駅から立川北口行パス四小前
下車 徒 歩 3分

児 童 数 男 277名交 226名計 503名

校長氏名 片岡千時子 教頭氏名 森野 盛

沿革の概要

明 6. 5. 5 下問学舎

明 21.11 下回小学校

明 41. 3. 日野小学校下回分教場

昭 29. 8.18 校地決定4，259.14坪

昭 30.4. 4 務成式立主びに開校式 この口を

開校記念日とする

12. 22 校4tHjl!定

12.25 第三則校舎綾工

II~ 31. 3. 5 校肱完成

昭 35 7. 20 プーノレ為成式並祝賀会

昭 36.11. 1 校歌発表会、以後この日を開校

記念日とする。

昭 40.3.31 防Tf校舎9教室完成

I1A 41. 3.31 防背校舎第 2W!工事完了

7. 9 下凹学合創立 92何年記念式典

昭 43.11.27 統計教育研究桁定校として研究

発表会をする(剖久市指定校)

UB 45. 3.31 体育館務成

防音校舎7教宇差別築完成

昭 54. 3. 20 受水制改修、波り廊下改修

3.25 防火戸改修、 Jlo常欽送装世i設備、

6. 22 プーノレサイド全面コンクリート

塗決工事

II{-{ 55. 2. 2 給食i:l作業場及び休息!需改修工

IjC 

6. 20 プーノレ内君主装工 'j~

U{-{ 56. 8. 25 走行校伶への親子)j式T V配線、

政浩司{内のスタ ジオ形式の改袋

11({ 56. 8.27 b{ h"'~ !i't水栖改造

8. :~O lillt!j;llス化にともなう配竹取林
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UB 57. 3.27 

sB 57 4. 4 

9. 4 

附 58. 3.27 

昭 59. 3. 31 

9. 28 

昭 60. 8.31 

1I{161. 2.28 

8. 4 

fl{162. 2.23 

田校舎屋上ネッ トフェンス貼替

プーノレ便所の水洗化、更衣室等

の改修

非常階段設置

自転車置場設置

仲田小学校分離 141名転出

校庭の体育倉庫新設

校舎棟工事(窓枠 ・天井張替等)

給食室改修工事

体育館玄関 ・天井 ・屋上修理

校庭東側フェンス張替工事

給食調理室、配膳空間壁撤去エ

ヨI
プーノレシャワー、 目洗い場等工

事

IIR 63. 3.27 プール内塗装工事

sA 63. 7. 31 小プール排水工事完了

8 アスベスト 撤去工事

8. 3 集水桝工事完了

8. 8 放送宅調整王手取替工事

平元. 8 31 校庭改修工事

平元. 8 校舎外担金装工事

平元. 8 1・2階トイレ]Jti取替工事

平 2.3.17 体行飢ili!i}J巻き上げパスクッ卜

取り付け工都

千 2.7.~ 10. 体育館内外壁 ・床工事

千 2. 8.31 1附l織品・ 3階ト イレ扉取持工

m 
'jL 2. 9.~ 10. n~火柱ポンプ取倖工事

平 3 3. 1 i米{也宅エアコン設!仕工事



2 歴代校長

¥ 氏 名 年月~年月 I~ 氏 名 年月~年月

1 浦上 培太郎 昭 30.3. 29 - 36. 3. 31 6 竹永秀雄 昭 57.4.1-60.3.31

2 田中 善 次 昭 36.4 1-44.3.31 7 田中光穂 昭 60.4. 1 - 63. 3. 31 

3 森 厳 昭 44.4 1 - 47. 3. 31 8 波多野 坦 昭 63.4.1-平 3.3.31 

4 内藤達夫 昭 47.4 1 - 52. 3. 31 9 片岡千蒔子 平 3.4.1-

5 釜池 博 H召52.4 1 - 57. 3. 31 

3‘ 地域の環境

市の東端、多摩川と浅川のおちあう 三角地帯 9地区である。甲州街道から約 1肋II有にへだたった多

摩川あたりに位置する。近年、万願荘の集団住宅をはじめ、万願寺、新井地区の区画整理・宅地造成

化がすすめられ、田園地域より住宅化しつつある。

4 教育目標

( 1) 学校の教育目標

社会の変化に自ら対応できる心豊かな児童の育成をめざして、次の教育目標を達成するように努

める。

0みんなと協力する子

o自分の力で考える子

0 じようぶな体をつくる子

o最後までやりぬく子

(2) 学校教育目標を達町するための基本方針

ア.本年度は「みんなと協力する子」を重点目棋とする。

イ.集団活動を通して共同 ・協力の態度を身につけさせる。

ウ.国際社会に貢献できる日本人としての素地を養う。

ェ.思考力を高める授業の充実を通して、自ら学ぶ怠欲と社会の変化に対応、できる能力の育成をは

かる。

オ.基礎的 ・基本的な内容の指導を徹底し、個性を生かす教育の充実につとめる。

ヵ.教育活動全般を通して健康安全について理解を深め、生淀にわたって体力の維持向上を図る能

力や態度を育成する。

キ.地域および家庭との交流を緊密にし学校の教育目際に対する理解と協力を得て全人的な児童の

育成をめざす。

5. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・自主的な学習態度を育て、各教科の基礎的な学力を高める。

・具体的な学習を通して思考力と創造力の育成をはかり、生涯を通して学習を継続する意欲と態

度を養う 0

・体験的な学習を重んじひとりひとりを大切にする授業の充実をはかる。

イ.道徳、

・教育活動全般を通して、児童相互の人間関係、児竜と社会、自然とのかかわりを深める中で、

児童の内面に根さ.した道徳性の育成をはかる。
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-家庭や地域社会との連撹を図るrtで、 日常生前における基本的な生活習慣や望ましい人間関係

をTfてる実践的な態度を培う。

ウ.特別活動

・異学年交流活動の充実を図り、思いやりの心と連帯意識を育てる。

・クラブ活動では児童の自発的、自治的な活動を通して集団の一員としての向覚を深め、白主的、

実践的な態度の育成をはかる0

・学級活動では、男女仲よく協力することの楽しさを体得させる。

(2) その他の活動

・創意ある教育活動を通して児童の個性や能力を伸ばし、学習の楽しさや成就感の体得をさせる0

・学級における日常の指導を通して望ましい人間関係を育てるために、積極的できめ細かな指導を

行う。

(3) 生活指導 ・進路指導

・集団生活の中で必要な基本的生活習慣の指滋 ・徹底を図る0

・家庭 ・地域との通撹をいっそう深め児童の健全育成をはかるとともに、自然や文化を大切にする

態度を育てる 0

・児童の発達段階に即して主体的な学び方を身につけさせるとともに、進級、進学への適切な指導

を行 う。

6 本年度の研究主題

「思いやりのある子を育てる指準法の研究」

一一一性教育を通して一一一

7 本校の特色

本校の児童は、盛かな自然環境の中で、明るく索直にのびのびと育っている。目標をつかめば、額

に汗して働くことや友だちと協力し合ってよく努力する。しかし、発表力 ・表現力には、不十分なと

ころがあり、意欲が空まわりしがちである。生活面では、思いやりのない行動にでてしまう児童もい

る。

そこで、今年度は、上記のような副主題を設定し、思いやりのある子、男女認めあう児童の育成を

はかるため、全職日で格導にあたってし、く 。

さらに、児童の(1主性 ・協力性を培うために、特別活動をrl'心として、児童集会、先生と遊ぶ目、

たてわり活動等を通して教師と子ども、 J民年齢集団での子ども同士がふれあう場を設けて、思いやり

のある心の泣かな児童を育て、人間性:!!!I:かでうるおいのある学校づくりをめざしている。

主主本的生活習慣の育成にあたっては、生活指導委員会を絞として教師の共通理解を深め、一貫した

教育方針で桁滋にあたるようつとめている。そして、これらの指潟方針については、学校 ・学年だよ

りはもとより、保護月会、j也減懇談会、運動会等あらゆる脱会を通して家庭 ・地減へ広めてし、く 。幸

い本校は、倉IJ立 117年の歴史と伝統を持つ学校であり、 PTAとの結びつきも強L、。

今後、教師・保護者 ・地j域住民と一1M主s関を深めながら、本校の教育の充実を図ってし、く 。

8 その他(教職員の研究股)

~ 窃T 究 員

1 片岡千碍子(57・給食)

2 小 ，wll 利栄子( 2 ・算数)

3 i忽比明 9]( 3 ・道徳)
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学校 名 目野市立日野第五小学校

所在地 日野市多摩平 6-21-1

電話 0425-81-0407・0445

順 路 豊田駅北口より京王バス 日野駅行き
五小前にて下車徒歩 3分

甲州街道を通るパス(京王・都)に乗
り日野自動車工場前下車 徒歩 5分

児童数 男 333名女 304名計637名(病弱児 2名)

校長氏名 野村武郎

1 沿革の概要

昭 34.4. 1 日野町立日野第五小学校開校

4. 6 日野第二小学校、 日野第三小学

校の校舎を借用し授業開始

6. 8 第 1期工事完成新校舎にて授

業開始 (現在地)

昭 35. 9. 13 第 2期工事完成2部授業解消

昭 36.5 31 第 3期工事完成

8. 28 大プール、 小プール竣工

昭 38. 2. 20 校章制定

昭 39. 3. 11 校歌発表会

3. 25 校旗制定 (卒業記念寄贈品 )

昭 40. 4. 1 芝山分校日 野六小として独立

昭 42.2. 23 都、市研究協力校発表会

昭 43.5. 20 体育館竣工

昭 44.3. 3 創立 10周年記念式典

昭 50. 4. 1 訪問学級設置

昭 51. 3. 31 校舎全面的改修着手

昭 54. 3. 31 校舎 5教室改修

昭 55. 3. 31 校舎5教室改修

昭 56. 3. 31 校舎 6教室改修(日校舎)

昭 57 3.31 

昭 58.3. 31 

昭 59. 3. 31 

日召 60. 3. 31 

si'!， 61. 3. 31 

H召62. 9 

昭 63. 4. 18 

平元. 3.29 

平元. 7. 17 

平 2. 3.26 

平 2. 4. 5 

校庭側旧校舎サッシ改修 (外伊、D

南側旧校舎サッシ窓改修 (1階)

理科室改修、玄関ドア取付

体育館床研磨

渡り廊下屋根取替

校舎新築本決まり

改築設計予算決定

校舎改築工事予算承認

校舎改築工事着工

一年校舎取りこわし工事

さやか学級新校舎に引越し

教頭氏名 信夫清一彦

平 2.7.24 バスクットゴール設置工事

平 2. 7.30 新校舎へ引越し

平 2. 8. 1 旧校舎解体工事

平 2.9. 1 新校舎で授業始

平 2.11. 30 30周年記念・校舎落成記念式典

平 2.12.1 航空写真撮影

平 2.12. 5 校庭工事検査完了

2 歴代校長

氏 名 年月~年月

増島光一 昭 34.4. 1-昭 36.3 31 

浦上増太郎 昭 36.4. 1-昭 39.3. 31 

福 寿文 雄 昭 39.4. 1-昭 42.3 31 

星野正男 昭 42.4. 1-昭 47.3. 31 

荒井一男 昭 47.4. 1-昭 49.3. 31 

三 井知夫 昭 49.4.1-昭 52.3. 31 

多昌直之 昭 52.4.1-昭 56.3. 31 

問中光 一 昭 56.4.1-昭 60.3. 31 

上 山洋一郎 昭 60.4. 1-平 3.3 31 

野村武郎 平 3.4.1-現在

3. 地減の環境

昭和 33年日本住宅公団により日野台地が開

発され、多摩平団地が建設された。この一角に

日野第五小学校が設置された。南は中央線、北

は国道 20号線(甲州街道 )にはさまれ、ノミス

網が発達し交通は便利である。

団地の住宅以外に住宅街、商!苫街をかかえ、

付近には日野自動車など 4つの大会社があり近

代工業地域に接している。

団地内は公園、緑地、広場などが整備され立
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木、芝生に固まれた空間は静かな住宅地としてよい教育環境となっている。

4 教育目標

人間尊重の精神を基調とし、心身ともに健康で個性也かな民主的国民の基礎作りをめざし、国際社

会に貢献できる児童の育成につとめる。

0健康て‘たくましい子ども

0心豊かで明るい子ども

0進んで学び工夫する子ども

o認めあい助け合う子ども

本年度の重点目標

「みんななかよし楽しい学校をつく ります」

5. 本年度の指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o一人一人の児童の基礎学力の伸長を朋するため、教材の徹底的分析、それに基づく指導計画の

作成と授業研究を行う。

oj也戚の自然や文化、伝統を生かした、体験的学習をとり入れ、主体的に生きる力を育てる。

イ.道徳

本年度の重点目標の具現化を図るため、特に本校児童の実態に即して、 1.自分にかかわること

(自主 ・自律) 2他人とのかかわり(礼儀 ・思いやり) 3.自然、や崇高なものとのかかわり(生

命の尊重 ・美しいものに感動する心) 4集団や社会とのかかわり (公共心 ・愛校心 ・勤労 ・責

任)の 10項目を強調し、道符的心情を深化して、道徳的実践力のある児童の育成に努める。

ウ.特別活動

学級や学校生活の充実と向上をめざし、学級活動、児童会活動、ク ラブ活動、たて割り集団の

活動の実践を通して、集団の一員としての自覚を深めるとともに、自主性、自治性を育て、協力

的態度をもった個性豊かな人間形成に努め実践カを育成する。

(2) その他の活動

0創立を生かした教育活動として、 1-2時間の集会活動を企l回し、 1- 6年のたて割り活動、兄

弟学級の場を設定し、重点日僚の達成を図る。

0多目的ホーノレ ・多問的教室 ・視聴覚機球等の新しい施設、設備の効果的な活用を通して学習活動

の充実を図る。

0毎週火曜日を「学級の日」とし学級活動を中心に各学級学年で年聞を通して活動計画をたて、個

人指滋 ・教育相談 ・花づくり・集会柄動などを行う。

(3) 生活桁潟 ・進路桁導

0教育日標の具現化を図るため、重点を「力を合わせてなかよくしよう」とし、毎日の目標、 具体

的刀法を設定し、言|ー凶l実践抑制のサイクノレの中で徹底を図る。

0進路については、児抵の個性や能力のや11長:、生慌教育の立場から、中学進学 ・将来の希望などに

ついて、道徳 ・特別所動の小で指羽する(rl.'''J:における不安を解消し、希望をもって進学するよ

うに別立する。)。

0安全桁務・避縦訓練は、年I/¥JI Ilnl~胞し徹底を図る。

0美化デー ・安全点検円は年1/]]I 1 1101設け、校f伶T守干内外のtl

O生5祈可可-桁占滋1全体会 (~午n/n 3叫IドIJ叶JIけ)峨口会え議持 .上IUilIf，覧UI:iJj会で'F.f，1i市噂 ・教育相談 ・心身障害児の!l:J題

・桁ιりについて協議し、共通.Iw.角曜を凶る。
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6 本年度の研究主題

盟かな心をもち、楽しく、学び合う児童の育成

7 本校の特色

住宅公団の進出に伴い、新しい悠築様式により住設された。当時は少ない児童数と広く静かな校城

の中で理想的教育活動をめざしていた。しかし児童数の急地により 、 8聞に亘る増改築を行ない様相

は一変したが、校地内には手入れの行届いた樹木が多く、静かな環境の中で学習ができるよう環境の

整備ができている。 児童は身長が高く 胸囲が狭いという都"1型の体位のものが多く 、肥満児は最近減

少している。学校では、地域や児童の実態に即し、創立をも って 日々実践し、成果をあげている。

木年度は特に、心身ともに健全な児童の育成をめざし、望ましい基本的行動様式の習慣化 ・定着化

をめざし、指導の徹底を図るため「みんななかよし、楽しい学校をつく ります」を重点目標にとり上

け.た。さらに具現化させるため、学級の日や学校行事では体力づくり ・運動会 ・音楽会 ・演劇教宅や

兄弟学級による教育活動を設定した。

0各学年では発達段階に応じ、学潤72.欲を高める梢耳手法の研究を主題に校内研修活動に力を入れ、自

主協力学習を進めてし、く。

o火耀日に学級の 日を設け、児童相互、児童 ・教師相互の交流を通じ、教育相談 ・個別指導 ・倉Ij昔、あ

る教育活動を実践してし、く。

o兄弟学級の活動を通じ、児童の創意や発想を大切に、 ミニハイキング ・七夕行事等を通じ、最後ま

でねばり強い活動を推進させる。

0体力調査を基に、児童が自分の目標をもって、最後までねばり強〈 挑戦する 児童を育成する。

8 その他 (教職員の研究股)

〉マ 研究 員 開 発 委 員 中央 研 修 研 究生 海外 派泣

1 
野村 武 郎 野村 武 郎 野 村 武良fl 野 村 武 郎 野 村 武良11
( 46 体育 ) ( 51 体育) ( 60 ) ( 48 体育 ) (63 ヨーロッパ)

2 
信夫清彦 北 野義昭 信夫清彦 信夫清彦
( 54 体育 ) ( 60 図工 ) ( 57 体育) (60アメリカ)
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学校名

所在地

~t1 話

1関 路

児童数

校長氏名 清 水 七 郎

1. IB革の慨要

昭 39.1. 1 日野第五小学校芝山分校として

設置児童 1年-3年

7学級 263名

昭 40.4. 1 日野第六d中校として開校

14学級児童数 515名

教職員 21名

9. 6 プーノレ完成(6コース 25m) 

昭 42.2.21 校歌の発表会

昭 43 2.22 児童の体力づくりの研究発表会

6.17 南校舎 (普通教宅 11、職員室、

校長室)完成

日野市立 日野第六小学校

日野市多摩平 3-21

0425-81-4686・0366

中央線也m駅北11下 車 徒 歩 13分
京王ノミス 小同六段門下車 3分

男 286~， !;;296名計 582名

教頭氏名 上田沼二

昭 58. 3.- 体育館匡根等の塗袋、大プーノレ

ビニーノレ張り、南校舎内装改修

IIFl 59. 7 北校舎廊下の張り答え

8. 中庭の舗装及ひ'~F水浴の整備

昭 60. 6.29 創立 20周年記念六小子どもま

つりを行う

円形花檀完成

昭 61. 9. 北校舎窓枠交換工事完成

12 校庭南側生垣完成

昭 63.8 体育館の床 ・壁面改修

11. 12 第 1回音楽会開く。この年より 、

学芸会、展覧会、音楽会を順に

昭 45. 2.28 屋内体育館完成 | 行う

3. 16 落成式挙行(学校、 PTA共催)I 平 1. 8. 北校舎玄関、下駄箱新設

附 47. 2. 28 正門前舗装、北西門取付 | 平 2. 3. 1 ランチルームが新装なる

3. r児童の社会性育成の実践指専」

発表(市研究協力校) I 2. 歴代校長氏名

4. 

nR 49. 4. 

「考えさせる授業への手だて」

発足

南佼舎 3階哨築(普通教室 5、

Ff楽室、管理主 4) 

5 南門完成

附 50. 3. J8 49年度郎愛ILモテソレ校に指定

4. 1 32学級にまで児置が.tt1!Jn

6. 28 開校十周年を祝う会

12.22 東京郎選挙竹.l!~委員 会より感謝

状を受ける(永年j選挙ポスター

コンクーノレに協力したため)

H行52. 1. 10 体育倉l!li完成

4. 1 m号Ili胞が丘小学校分断t
II{{ 54. 9. ~ヒ校舎非常附段完成

II{{ 56. 1 1. 18 六小こどもまつりの史民J

1I{1 58 1 1. 2日 展覧会IJf1m~ ( II{{和 12'1'.以米 16

t7 fl〈ぶり)

民7

氏 ::r， 年月~年月

JJn 4美良英 昭 40.4. 1-昭 43.3. 31 

峰岸敬次郎 昭 43.4.1-昭 46.3. 31 

革fi 海去 三 f1R 46. 4. 1-昭 50.3. 31 

安 Ri 利'tti nR 50. 4. 1-昭 53.3. 31 

光永久夫 sR53. 4.1-昭 57. 3. 31 

石 井 三 上 附 57.4. 1-附 62.3. 31 

1i'r水 ヒ郎 附 62.4.1-現花

3. J也械の環境

fllj[f rlil泊先の先駆けとなった多摩半団地と怖

かな住宅地域の'1'に位位し、近くにコニカ、官

士iJl機、m人、千代l日11動'Il等の工場がある。

Jltr J 機の騒ffはあるが教ff的環境は比較的よし、。



4 教育目標

( 1) 学校の教育目標

本校の教育は法規に基づき、地域社会の特性をふまえ、次のような児童の育成を目ざす。

0身体と心をきたえる子

0考えながら学ぶ子

oみんなと仲ょくする子

oがんばりぬく子

0進んで働く子

0生きものを大切にする子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ァ.豊かな心をもち、たくましく生きる児童をめざす。特に「身体と心をきたえる子JI進んで働

く子」を重点目標に掲げ、知・徳・体の調和のとれた児童の育成を基盤にすえ、自己教育力を高

める教育活動の充実を図る。

イ.児童の自ら学ぶ意欲を育てるために、学習の基礎的基本的な内容を重視するとともに、個性と

能力をひき出す教育活動の推進を図る。

ウ.具体的な学年・学級目標を設定し、その具体化を目指す。学年・学級間の協力体制を強め効率

の高い教育活動の展開と、教師の研修 ・研究を推進し、学年・学級経営の充実に努める。

ェ.生命を大切にする児童の育成をめざし、すべての児童の交流を大切にし、相互理解と協力の機

会を設定して、思いやりの心の育成を図る。

オ.聞かれた学校を目指して、児童・教師・ 父母の交流と地域の連けいを図る。

5 本年度の指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

7.各教科

0研究主題「白から学ぶ子どもを育てる指導法」について追求する。特に体育科を中心に学習指

導法の研績を図る。

0研究や日々の授業を通して体験的学習や問題解決的学習を推進する。

o児童のつまずきをなくし、基礎基本の学力を充実するため、学年を中心にした研究を推進する。

イ.道徳

0心ゆたかで、助けあい、認めあう、人間関係の育成をめざす。

o進んではたらき、最後までがんばる態度の育成をはかる。

o動植物を愛護することを通して、生命の尊厳についての意識を育てる。

ウ.特別活動

0学級活動の充実を図るため、児童の自発的・自治的活動を促するとともに進んで働く機会を多

くする。

o児童会活動を楽しい学校、規律ある生活をめざす児童の自主的な活動の場とし、特に委員会活

動、学級活動との関連を強める。

0楽しいクラブ活動をめざし、児童相互に協力 し、助け合う自主的な活動を大切にする。

(2) その他の活動

Okてわり集団を組織し、奥年齢集団における助け合いや遊びの機会を多くする。

0児童の創意、を大切にし、自発的に参加できる行事を企画実践する。

(3) 生活指導 ・進路指導

0進んで働く態度とがんばりぬく力を育てるとともに、基本的な生活習慣の定着をはかる。

o児童の個性を理解し、ひとりひとりの心身の発達に応じた指導をはかる。

口
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0心身に障害のある児童に対し、共通理解をはかり、 学校全体で見守 り、 育成にあたる。

6. 本年度の研究課題

今年度授業研究のテーマを rliら学ぶ子どもを育てる栴導法の研究Jと定め、特に体育科を通し一

人一人の児査の体力向上、技能の習熟を目ざして研究を進めてL、く。

又、日常の学習態度を育てるために、特に「聞くこと」の指導も全校で取り組んでL、く。

7. 4>:校の特色

(1) 多摩平団地の造成に伴って新設された団地校である。

(2) 児童は細長型、郎会型の体位をしめし、ねばり強さに欠け、父母への依頼心が強い。

(3) 保護者の教育的関心は高く 、保護者会の山席状況はよし、。

(4) 児童、教職員一体となって、花園、自然林、情操池を作成し、 学校緑化と環境教備に効果をあげ

ている。都の愛鳥モテソレ校となり野鳥の愛護にも第めている。

(5) 子どもが創る学校づくりの一段として、すすんで働〈 子の育成を目ざしている。

8 その他(教職員の研究歴 )

[:'で 研 究 日 現代化委員 文部省中央研修

村上悦子 (45・斉 楽 ) 116f水 七良11( 49・学校経営 ) 清 水 七 郎 (50 ) 

2 消水 七郎 (49・教育方法 )

3 清水良夫(54・僻 地)

4 上田 憲二 (62・教育謀題)

5 川井凹;f1ト子(平2・道 徳)

6 佐J接的雌 (平2・社 会 )

7 小松美代子 (平3・家 庭)
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学校名 日野市立潤徳小学校

所在地 日野rfil:';i幡 4021i):t也

j12 話 0425-91-0-109・0410

11憤 路 f.r(王線内幡不動駅下111北へ徒歩 5分

児童数 男 190t'1 女 157名 計 347名

校長氏名 石製 健 健教頭氏名 影山

沿革の概要

l列 6 5 三沢医王本堂を仮校舎として

開校、潤徳学舎と体す

明 11.J 1 三沢 701番地に移転し、潤符、

学校と称し校舎を新築する

IJfJ 20 4 校名を潤徳、尋常高等小学校と変

更

明 26. 4 校名を潤徳、尋常小学校と変更

明 34. 4 校名を潤符、尋常高等小学校と変、

更

明 42.5 分学校昭長尋常小学校を廃止し、

落川分校とする

H召16.4 校名を潤徳、国民学校と変更

昭 22.4 校名を七生村立潤徳小学校と変

更

tlfl 27. 5 創立 80周年記念として、白鳥

省吾作詩、信時潔作曲の校歌を

作成する

日召33. 2 校名を日野町立潤徳小学校と変

更

u召34. 4 給食調理宅完成

昭 3710. 大 ・小プーノレならびに更衣室完

成

H召38.11 校名を日野市立iti¥1徳小学校と変

吏 (90周年記念式典挙行、記念

事業として水陸動物園、河川模

型完成)

UB 40. 12 安全教育優良校として部教委及

び都学校保健会より表彰される

nR41. 3 現在地に鉄筋コンクリート三階

建防背校舎完成、務川分校廃止

H召44.2 屋内体育館落成

9 日野市立日野第八小学校分機関

校

sB 45. 4 

sB 46. 2 

IIB 48. 5 

昭 49.4 

H召52. 4 

sB 55 9 

昭 55.~ 57 

H召58. 2. 

5. 

sB 60. 2 

H召61. 8 

fiA 62. 1 

昭 62.7.~8 

sB 63. 3 

昭 63. 8~ 

平元.3 

平元.7.~ 9 

平元.7.~8 

平 2. 8 

2 歴代校長

4. 

日野市立百草台小学校分縦開校

日野市研究協力校として[学級

指導の計画と実践」の主題のも

とに研究発表協議会を開催

普通教宅 9教窒、学校図書館地

築

開校百年記念式典挙行記念碑徹

樹完成

日野市立南平小学校分離開校

日野市立程久保小学校分離開校

校庭整備完了

校舎内の塗装完了

研究発表会 (国語 )

開校 110周年記念式典挙行

研究発表会(全学:級公開、悶語)

体育館パスケットゴール新設

プールのフェンス工事完了

家庭科室、音楽室改修工事完成

プール ・シート防水完成、図書

宅本館に移動 ・新設

外壁、放送室、体育倉庫改修工

事完成

体育館補修工事完成

理科室のガス ・水道工事完成

3階普通教宅 ・廊下塗装、ロッ

カー改修

代 氏 名 年 月~年月

初 大塚四良[1右衛門 おIJ 立

2 党井諦腕 IJlj 9. 12~ly] 11. 1 J 

3 不11 間作太郎 明 J]'IJ~明 15. 1 1 

4 土方喜久太郎 明 15.11 ~明 17. 2 

5 宮倉保五郎 明 J7 2 ~tl)J 19. 10 

nu 
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6 小符太之助 明 19. J 0-明 20.10 18 重松正顕 日行 7. 9 -117"114. 7 

7 須 l崎和蔵 明 20.10-明 31 3 19 鈴木慶蔵 昭 14 7-昭 22.2 

8 小常剣一郎 明 31 2-ψJ 34 4 20 赤坂元春 昭 22. 2-附 27.9 

9 加 藤 箔 次 郎 明 3~ 4-明 36 21 塚 本 lE 昭 27.10-附 37.3 

10 佐藤良輔 明 36 1-明 ~2 4 22 尾崎半次郎 日召37 4-1明41.3 

11 f小 企与 一 明 42. 4-明 43 4 23 塚本 正 昭 41. 4-昭 43.3 

12 荒木田大夫 ゆJ"3. 5-切]45 3 24 務呂木経次 昭 43 4-昭 47.3 

13 小宮 淵一良15 明 '15 4-大 12 3 25 星野正男 昭 47 4-昭 51.3 

14 平 杉 政 大 12. 4-大 13 3 26 村田守正 昭 51 4 -1171 55. 3 

15 矢沢久司 大 13. 3-大 14 9 27 黒沢保雄 H召55 ~-昭 6 1. 3 

16 小泉栄 一 大 14.10-昭 3 3 28 篠宮忠男 昭 61 4-昭 62.3 

17 広井博1l{1 昭 3. 4 -[11'3 7. 9 29 石黒 健 H召63 4-現在

3 地域の環境

南に多摩丘陵がAなり、」ヒは浅川が流れ、東西に田闘が広がり、自然環境には恵まれていたが、段

近急激に団地や住宅がふえ、ベッドタウンとしての様相を呈するに至った。

東西に走る川崎街道の交通量も激増し、交通事故の心配も多くなっている。また、平日は日野高校、

実践女子大学、明昼大学、中央大学生の通学に、休日には、高幡不動坊、 多摩動物公園、多摩テッ ク

等の行楽に高幡不動駅を中心にその乗降客で・にぎわっている。

4 教育目標

敬愛

自由

勤 労

0考える子

0はたらく子

0心ゆたかな子

o健康な子

学校の教育目標を達成するための基本方針

人r:n尊重の精神に徹し、心身ともに健康で人間性監かな児童の育成をめざすと共に、教育目標達

成のため、 「自主的に問題に取り組み、やりぬく子どもをffてるJことを指導の重点として、生誕

にわたる学習の」去礎を矯う教育を推進する。

① 児童の実態に即して具体的な学年 ・学級日様を設定し、その具現化をめざして学年 ・学級経符

を充実する。

② 教Tifrf;動全体を通して、児T立が白主的 ・向発的に参加できるように配慮する。

③ 児章が主体的に乍習する能力の育成をめざし、授業研究を全員の協力のもとに推進する。

④ 保護者、地域との近H>~を深め、教育内容の充実につとめると共に、 聞かれた学校をめざす。

5 桁i!"'f.の頂点

(J) 各教科、道徳、特別活動

ア.科 教科

① 児 77tひとり一人の{阿性、能 )Jを侠かす学刊桁将法をて犬し、)，~礎的基本的な内科の徹底を凶

る。

② 地域の (1然や文化を生かした体験的学宵をとり入れ、(1ら生きる)Jを育てる。

(3) (1 -1三的・立欲的な乍判態度を11て、生粍にわたって学ぶ力のぷ礎を府 う。

イ. ill f@ 

① 教l'f(，fïýj)j全体をj凶して、午命的 ITt ・ 他を }lJ.、いやる心 ・ J左ノド fドJノ 10•祈様式の定おを {(悦し た桁jf'f，

りl



を推進する。

② 道徳の授業の充実を図 り、 道徳的実践力を育てる。

③ 児童相互 ・児童と教職員との信頼関係を深め、望ま しい人間関係を育てる。

ウ.特別活動

① 望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達を図り、個性を伸長する。

② 主体的な活動を通して、集団の一員と しての自覚を深め、協力 してより良い生活を築こ うと

する自主的・ 実践的な態度を育て る。

(2) その他の活動

① 学年を越えたたてわりの交流により、社会性や連帯感、を育てる。

② 委員会活動やその他さまざまな活動の場を通して、すすんで働き、物事を怠欲的にやりぬく態

度を培う。

③ 「読み聞かせ」の時聞を設け、豊かな情操を高める。

④ 地域の豊かな自然、や文化に親しませ、自然や文化を大切にする態度を育てる。

⑤ 国際的な視野を持ち進んで国際理解の教育をすすめる。

(3) 生活指導 ・進路指導

① 教師と児童、および児童相互の心のふれあいを大切にする。

② 教師と児童との信頼関係およひー児童理解にもとづき、児童の個々に応じた指導に努める。

③ 全教職員の共通理解のもとに、基本的生活習慣の定着を図る。

④ 児童の健康に安全を確保し、危険防止に努める。

⑤ 家庭および地域との逮撹を深め、協力して指導にあたる。

6 本年度の研究主題

主体的な学習態度を育てる指導法の研究(体育)

7 本校の特色

創立 118年の歴史と伝統をもっ学校である。潤徳小を母校とする父母、新しく住居を構えた父母、

集団住宅に住む父母等がおり、教育に対する関心や意識が多様である。

0保護者、地域との連携を強め、教育力を高め、児童の健全育成につとめている。

0一つ一つの教育活動、経営の意義を全職員で共通理解し、教育目標の具現化につとめている。

0 とくに本年度は、教育目標の「心ゆたかな子Ji健康な子」に重点をおいた校内研究及び生活指導

を推進し、教育 目標の具現化につとめる。

8 その他(教職員の研究歴)

研究 生

石 黒 健(50体育 )

教 育 研究員

影山 健(47算数)

反町麻 佐子 (2保健 )

山木和也 (2 体育 )
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学校名

所 在 地

電 5百

H頂 路

児 童数

校長氏名 内藤 康

1. t鈴本の概要

明 6.5. 宗印寺を仮校舎として開校(真

心学舎とし、し、修業年限は8カ年)

明 17 平山 598番地に新築移転

校名を平山尋常小学校と改める

明 35. 5 校名を平山尋常高等小学校と改

明 41

H自16. 4 

sB 22. 4. 

昭 32.2 

昭 38.11

日百 42. 5 

昭 46. 3 

H自53. 4 

np， 57. 8 

n({ 58. 5 

8 

1113 59. 1 

11 

na 60. ::1 

8 

np， 61. 7 

1171， 62. 1 

める

尋常科を 6カ年、高等科を 2カ

年とする

国民学校令の施行により七生村

立平山国民学校と改める

新学校教育制度の実施により七

生村立平LU小学校と改める

日野町、七生村合併により日野

町立平山小学校と改める

市制施行により U野市立平山小

学校と改める

平山 4-8-6に移転する

t電介小の新設に伴なう学区変史、

平山小学校は浅川の南側のJ也区

となる

平山台小の新設に伴なう学区変史、

平山苑と京王住宅地区を分推する

校舎窓、 昼ヒ、 体1守~n内部補修

開校 110周年祝賀式典挙行

本館閥m臓部特別教室」出略取替

本館l北非常用|併段i設位

体行的外壁改修

第二幼推困移転校庭鉱'出

教明廊下側窓改修

正川改修

校l必勝E地

メド1!JtltfJW悠アル ミサッ シに改修

工'lr ノド釘l防火シャツ剖ーおよ

日野市立平山小学校

rl野市平山4-8-6

0425-91-4123・0512

点王線平山域祉公園下車 徒歩 7分

男 2/10名!7:220名計 460名

教頭氏名 岡田醇美子

93 

び扉改修工事本館外壁全面塗

装工事

UA 63 体育館屋板塗装工事、保健室校

庭出入口増設工事

平元. 西門改修、フェンスの生垣化

2 歴代校長

イミ 氏 名 年月~年月

初 梁 義 伯 明 6.5-明 12.1 

2 大 沢 教 之助 明 12.1 -明 20.3 

3 石井芳丸 明 20.4 -明 30.5 

4 吉永信 丸 明 30.6 -明 35.5 

5 小 宮浦-D!l~ 明 35.6 -明 45 3 

6 古昼障司 明 45.4 -大 2.5 

7 勝又房太郎 大 2.5- 大 4.5 

8 平 杉 蔵 大 4.6- 大 9.3 

9 上田富弥 大 9.4- 大 15.3 

10 杉山 高知太郎 大 15.4- 昭 6.3 

11 石 川雄九 昭 6.4- 昭11.2

12 鳥羽照、司 l自 11.2 -昭 13.3 

13 石谷倉太郎 昭 13.4 -昭 21.3 

14 飯塚節 三 11821. 3-昭 22.3 

15 田'G;五郎右衛門 昭 22.4-昭 28.3 

16 森久保惣治 附 28.4-1焔34.3 

17 高橋本義 I1A 34. 4 - f1B 37. 3 

18 加1々 美 良 英 IlA 37. 4 -昭 40.3 

19 後 J絵正太 附 40." -附 42.3 

20 安航矛IJ 治 昭 42.4-昭 47.3 

21 小野 比 f1({47. 4-1昭51.3 

22 深沢真人 l明51.4 -附 55.3 

23 中本 元 J e 11{~ 55. " - 1113 58. 3 

21 伊 J除智]吉 1l{1 58. " - ll7-j 61. 3 

25 蓮池守一 II{-{ 61. 4 -平 2.3 

26 内 l自主 h長 平 2.4-瓜夜



3. 地域の環境

(1) 浅)11と多摩丘陵に挟まれ、西は八王子市に接する平地、 111んぼ、畑等の農地もいくらか残り自然、

に恵まれた環境で司ある。

(2) 近年は、団地、都営住宅、造成地住宅が建造され、 学校周辺は農地の区画整理もすすみ、道路や

橋も拡張され市街化されつつあり、他地域からの転住者が多い。

4 教育目標

(1) 学校の教育目標

憲法 ・教育基本法・学校教育法に基づき、特に人間尊重の精神を基調に知・徳・体の調和のとれ

た人間性豊かな児童の育成をめざして、次の教育目楳を設定する。

0すすんで学びやりぬく子

(自ら学ぶ意欲をもち、失敗や障害を乗り越えて主体的に生きる力)

o思いやりをもち 助け合 う子

(自らをみつめ、他を忠いやる心と自然、や物、人を大切にする態度)

0からだをきたえ 元気な子

(自他の健康 ・安全に努め、すすんでからだを鍛え、たくましく生きる力)

なお本年度は[すすんで学び やりぬく子Jの育成を重点とする。

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

児童一人ひとりが、個性 ・能力を発締ーし、 自己の目標に|旬かつて主体的に行動する意欲と、最後

まで粘り 強くや り抜く実践的な態度を育てるための教育謀程の編成と実践に努める。

特に本年皮はす戸学習指導要領への移行完了の年度にあることを留意し、教育活動の改善工夫に努

める。

0強い意志と丈夫な体力づくりをめざし、児童が自ら目あてをもって、継続的に取り組める指導法

の工夫と環境技術に努める。

0 自ら進んで学習する態度を養い、各教科等における基礎的 ・基本的内容を縦突に身につけさせる

ために、教材研究を深める学年会を重視する。

0集団の一員としての自覚を高め、児童の自主的 ・実践的態度を身につけさせるために特別活動や、

その他の体験活動を充実し、変化に富んだ魅力ある学級、 学校づくりをめざす。

0教育活動全体を通して、自然、や人との触れ合いを深め、人権尊重の教育と、思いや りのある心の

教育の充実を期してし、く 。

5 本年度の指導の重点

( 1) 各教科 ・道徳 ・特別活動

ア.各教科

0児童一人一人の基礎学力の定着をめざし発達段階 ・個に応じた指導法の研究に努める。

o児童自らが考え、諜題に向かつて努力してし、く 主体的学習の開発に努め、思考力と探求的態度

を育てる。

0指導内容の精選を図り、系統化と組織化により、楽し く泣かな授業の創造に努める。

イ.道徳

0教育活動全体を通して、思いやりと自己抑制力をもった、心の教育に努める。

0 社会の一員としての役割を自覚し、相互に認め合い、協力しあってし、く 実践的態度を身につけ

させる。

o基本的行動様式の定着化と、社会生活規範の佐立に努める。

ウ.特別活動
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o児童の実態、 学年の発達に応じた指滋を適切に行い、業しい学校・学級づくりを目ざす。

0児童の主体性・創立性を生かした児童会活動、委員会活動、ク ラブ活動を通して自主的、 実践

的態度を育てる。

0教師と児童、児TE相互の触れ合いを広め、監かな人間関係を創り山す活動を工夫してし、く 。

(2) その他の活動

o児童が主体的・創造的に取り組む集会活動を活発化し、学校生活に変化と潤いを持たせる。

0学級の時聞を設定し、教師と児童、児童相互の触れ合いを過して、人間関係を深める。

0 地域の糊生を生かした勤労体験学宵の展開と地減の教育力を導入し、 r"、ろりの部屋」の効果的

活用を図る。

(3) 生活指導 ・進路指導

0 白己を確立し、社会 ・集団の一員として、希望を持って、明るく強く生きる力を、身につけさせ

る。

0地減、学校での生活のあり方を自ら考え、基本的行動様式と、社会生活の規範を守った行動がと

れるようにする。

0 日常の行動の中で、正しく判断し、行動できる子ども、友だちを大切にする子どもを育てる。

0生命尊重、人間尊重の精神を基本とした、安全教育に努める。

6 本年度の研究主題

自分で考えて最後までやりぬく力を育てる。

7 本校の特色

( 1) 本校は開校110余年の歴史と伝統を持つ学校である。児童の中には曽祖父母、祖父母、父慢と 4

世代にわたって在校した者もあり 、地戚の学校に対する愛着が強い。又一方、学校周辺の|矧発が進

み、新しく居住する者も多い。 したがって、地域からは多様な婆盟が多く、また期待も大きし、。こ

の中で、伝統として残されてきた古き良きものを大切にし、そして新しいものを取り入れることに

より、良い校風をつくることに励んでいる。

(2) 児意は素直であるが、 やや主体的な活動力を欠き、ねばり強さが少なし、。そこで、今年度は「す

すんで学び やりぬく子」を教育日般のm:点に定め、教育をすすめている。

(3) 校|付には、 130m'余 りの広い花盟、 100m'余りの日lんぼと同様の飼育小昼 ・広場があり、花や稲

のまt培、 がちょうやあひ る等の飼育、 又、学校周辺の口然を活用した体験的学習を通して、児童の

心と体の育成に勿めている。さらに、地域の旧家を移築したい、ろりの部屋(平n室 )Jでの古老に

よる |お話会Jや、そこに展示 しである背の農耕機具等を使った雌史学習など地以の教育力を生か

した活動を行ーっ てい る。 この f " 、ろりの部屋J は PTA活動にも I;~Iikし、地域に聞かれた学校づく

りを 11楕している。

8 その他(教職員の例'先l畳)

〉々と 研究生 研究員 '1' 央研 海外派 i世

|人1 J僚 r，IH9 内 J燦 康 45 内 l悠 m 56 内 l像 r，Jt 58 
(体育) (体育)

2 JJII J燦和俊 57
(理科)

3 港 ?を江 59
(国語)

旧 ;J美子平2
4 

|判
(学校保健)
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学校名

所 在 地

11.1 5古

JI頂 路

児 童数

校長氏名 石 川 耀子

1. 沿革の槻要

昭 44.1. 2 開設が決定 工事に着手

4. 1 八小関係の教員立びに児童を分

離し、 授業を開始

8. 16 日野第八小学校開校

校長 金子武夫 教頭 長井新

次郎着任

教諭 16名 事 務主事 1名が補せ

られる

9. 1 415名の児童に転入学通知が出

されたが、校舎未完成のためそ

のまま潤徳小で授業を行う

11. 1 開校式を挙行 開校記念日と 決

定

11. 25 校舎洛成祝賀式挙行

昭 45.1. 15 公募により校章決定

4. 1 14学級となり、プレハブ2教室

増築

7. 15 校旗ができる

7. 16 25m 6コースの プールが完成し、

フ。ーノレ聞きを行う

9. 7 校歌完成作詩 米津千之、作

曲 渡辺司詩人

昭 46.4. 1 15学級 プレハブ教室増築

6. 4 社会教育のための校庭開放を実

l庖する

9. 15 体育館工事着工

昭 47.2. 15 体育館落成式を挙行する

4. 1 プレハプ 2教室増築

プレハプ 5教室使用

6 20 西武百草団地入居のため250名

の児童転入

昭 48. 3 本校舎 8教宅の増築完了

5 校地前程久保川の工事完了

日野市立日野第八小学校

日野市三沢 200

0425-91-2411・2412

京王線高幡不動駅より東へ徒歩 15分

男 286名 女 303名計 589名

教頭氏名 小 杉 博 司

昭 49.3. 1 校門が完成

4. 1 学級増のため、 プレハブ 5教室

を使用

8. 15 プレハブ 2教室が増設され、図

書室、教材室として使用

9.10 都水道に切替え

昭 50. 1. 20 校地拡張 西門整備完了

2. 20 第 3期増築完了 普通教室 6、

教材室 2、非常階段、更衣室、

自転車置場、危険物貯蔵庫、投

てき板

7. 15 プーノレ市水切替工事完了

10.25 体育館床塗替え

12.20 砂防 (10X8m)完成

昭 52.4. 16 プレハプ教室、調理室改修工事

完了

昭 53.4. 15 プレハブ2階建工事完了教室 8、

図書室、音楽室として使用

昭 54.3.31 プレハブ2階建 2教室増築工

事完了

11. 17 開校十周年記念式典

昭 55.3. 31 三沢台小学校を分離

プレハブ全教室を撤去

昭 57.9.10 運動場全面改修完了

昭 59.8.31 防球フェンス (5X90m)完成

図書室 (2教室打妓き )完成

昭 60.9.26 花庖防球フェンス(5X35m)完成

花壇増設 (5X1.5m，3ク所)

プーノレ更衣室通路舗装

昭 61. 3. 211 体育館屋根塗装 ・雨どい工事完了

8. 27 体育館照明設備新設

昭 62.1.31 プーノレ機械室改装

平元.8.31 西校舎屋上改修

平元.11. 25 創立 20周年記念式典
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2 歴代校長

氏 名 年 月~年月

金子武夫 昭 44.8 - 48. 3 

岡本省 吾 昭 48.4 - 53 3 

古谷洋太 昭 53.4 - 58. 3 

権谷義一 昭 58.4 - 63. 3 

草苅和志 昭 63.4-平 3.3 

石 川耀 子 平 3.4-現在

3 地域の環境

学校は、京王線高幡不動駅と百革園駅の中|甘lに位置している。学区は東西に細長く 、学校まで徒歩

で 40分位要する児童もいる。周辺は、開発途上にあり、回をつぶして住宅 ・商庖が建設され、者fl市

化が著しし、。通学路の殆んどは、旧段道のため細長く曲りくねっていて危険な所もある。

4 教育日傑

( 1) 学校の教育目様

個性が位かで調和と統一のとれた人/Ul}杉成をめざして、次のような子どもを育成する。

ア.健康で

イ.美しい些カか当な，心心の子ども

ウ.深く考えやりぬく子ども

ェ.力をあわせはげみあう子ども

(2) 学校の教育 目標を述成するための基本方針

ァ.教師と児童、児童相互の人間関係を深め、互いに尊重しあう教育を推進する。

イ.全教育活動を通して、特に傑 く考え、やりぬく子どもの育成をはかる と共に、ゆたかな心やた

くましい体力を養うよう努める。

ウ.国語科の段築研究を'-/J心にすえ、日 々の綬業の充実を図 り、主体性を高める指説法の研究、推

進を図る。

ェ.児童埋解に基づいた、一人一人を大切にした学級 ・学年経営の実現に努める。

ォ.家庭、地域との必併を深め、地域の実態にJ:!/lした教育活動を工夫するよう努める。

ヵ.州国子タ教育を推進し、児童の国際理解を深める。

キ.心身に障害のある児童の指導を充実させると共に、理解を深めるよう努める。

5 本年度の指導の重点、

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

0教材を精選し、J点般的基本的'I"C引が身につ くよ うに、桁耳手法の工夫を図る。

0児i'rrの主体性を高めるための、伽lに応じた祈滋法を工夫し、学兵:作びを味わわせ、学ぶ意欲を

lI'てる。

イ.道 徳

o社会のrlJで、人として生きるための北ー本的行動係式を身につけさせ、正しい判断)Jや実践力を

If~める。

0 '"然、や生命を大切にする心をnてる。

0乍校、 j也hi(社会を凡なおし、 担~I l:や n然を愛する心をTìてる。
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ウ.特別活動

o児童会行事(八小祭、 夏休み作品展等 )に児叢の創意工夫を生か し、 実践力を育てる。

0学級活動、代表委員会等の活動を通して、話し合いのノレーノレや方法を身につけさせ、自主性、

白発性を育て、望ましい集団の育成を図る。

(2) その他 の活動

o呉年令集団による諸活動で、元g骨子感、責任感を育てる。

0家庭、地域との連践を深めるため、保護者との連絡や話し合いを大切にし、地戚の実態に艮11した

教育を進める。老人福祉にも目を向けさせる。

0帰国子女教育、心身障害理解教育にとりくみ、国際理解、人間尊重の心を育てる。

(3) 生活指導 ・進路指導

o r八小、 8つのやくそく」をもとに、正しい言葉づかい、人との接し方を身につけ、物を大切に

する心を育てるため、次の事項を指導する。

・すすんであいさつする。 ・言葉づかいの乱れを直し、きちんと話をする。

・整理整頓をし、持ち物に記名する。 ・掃除などを通し、勤労意欲を育てる。

o自ら正しく判断し、行動できる態度を養う。

6 本年度の研究主題

「児童の主体性を高める指導法の研究」

7 本校の特色

① 「きれいな学校Jr明るいあいさつJr正しいことば」が、本校の努力目標である。そこで、広

い意味での教育環境づく りに力を入れている。

② 教師手づくりの各種遊具を使用しての体育活動や遊びを通して、子どもの体力づくりや創造性を

伸ばしている。

③ 地域と遥傍のもと、 3-6年児童のサッカークラブ員が、放諜後、練習に励んでいる。サッカー

技術の向上、体力づく り、 健全育成の面で効果をあげている。

8 その他(教職員の研究歴 )

立々を 研 究員 開発委員 研 究生 道徳助言研

小 杉博司 小 杉 博 司 石 川 耀幼 子 石 川 耀子
( 57・社会) ( 61・社会 ) ( 53・ 児) ( 61 ) 

2 
石岡 房 子 宇野有斐子 宇野有斐子
( 63・国語) (元 ・道徳) ( 3 ) 

3 小津 和 子
(元 ・保健)

口。
ハ
吋
d



学 校 名

所 在 地

~ 話

11臥 路

児童数

校長氏名 小笠原久雄

] 沿革の慨要

昭 44. 8. 2 校舎新築起工

12. 1 日野市立潤徳小学校百草台分校

として潤徳小学校内で授業開始

昭 45. 4. 1 日野市立百草台小学校と して新

校舎に移転開校する 学級数 8、

児童数 1181号、教職員 16名、市

職員 3名

6. 1 開校式挙行、 6月1日を開校記

念日とする

11白46.3. 8 校旗、校歌発表会を聞き、 3月

8日を制定記念日とする

4.30 校舎北側の恩立工事完了

7. 31 プール工事完了、大プール、小

プール、シャワ一、吏衣室、機

械室竣工

l回-17.2. 12 調理室火入れ式、調型開始

6. 17 体育館完成

IIt1 48. 9. 26 校舎新築工事IJfHh

II{{ 49. 3.31 m築 7教官峻工

1I?15L 3.20 J:{')築校舎完成 将通教弔 9、図

工宅 l

f1A 54. 5.31 開校 10周年記念式挙行 記念

誌、タイムカプセノレ作成

10.31 校庭1将側の附段 Hこ正門法成

Ul1 4. 1 学 l又域gr~により、悔が丘団地

が本校7=r.><:に制入される

II{{ 58 8. 6 屋上フェンス取持完 f

9. 7 校庭改修工事完 f

II{~ 6]， 4. 3 小プールj伝改修工郡完 f

II{{ 62. 3 19 校庭内門改修工都完 f

|附 63. 2. 8 本校舎南面外煙修鹿及び宇佐装

6.25 A V ~C設!泣工事完 f

日野市立百草台小学校

日 ~tl行 (Îf.'[999

0425-91-0997・0998

京王線l'l":j幡不動駅より白草団地行きパスにて
百草センター下車徒歩 5分

男 2711i女 272名計 543名

教頭氏名 鈴本利恵子
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昭 63. 9. 10 外壁塗装工事完了(本校舎北面)

平 ]. 2. 21 プール管理棟外壁修理塗装完了

1. 10. 3 体育館、補修、改修工事完 f

(床面、外壁塗装含 )

平 2. 3. 10 新校舎漏水配管修理完了

5.18 アメリカンスクーノレ訪問

7. 21 電動パスクットポーノレ設置

8. 3 給食室シャッター取り 付け

10. a フ・ーノレ、足洗い場設置、とびこ

み台撤去

11. 16 開校 20周年記念式挙行 号"コè~トh 

誌発行

平 3.3 29 クーラー設置 (保健室 )

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

岡本省吾 45 4. 1 - 48. 3. 31 

村田安正 48 4 1 - 51. 3.31 

凹 巾春ヲ1 51 4. 1 - 55. 3. 3 J 

竹 内 TT 治 55. 4. 1-58.3.31 

志賀頼治 58 4. 1 - 59. 9. 8 

村松徹 二 59. 10 1 - 63. 3. 3 1 

市メIJ 将一 63 4 3. 3. 31 

小笠原久雄 3. 4 1-現住

3 地械の環境

日野市のl句点部にあって、多摩丘陵に造成

れた、(I，';i問地と仰が丘団地とが主な学区域で

ある。

団地の内外ともに起伏が多く 、まわりには総

i泣かな、静かで袋、化に官んだIC6fTがある。

i浪ドには、浅川がゆっくりと流れ、その向う



には日野市外に続いて立川まで一望することができる。近くには多摩動物公園や百草園等があり、日

曜日には都塵をさけたリ クレーションの人々でにぎわ う。

自然にいだかれたよい澱肢といえよう。

4 教育目標

( 1) 学校の教育目傑

憲法、教育基本法の精神に基づき、児童の実態をふまえ、これからの社会を担う児童を育てるた

めに、目標として下記の 4つの教育目標を設定した。

0元気な子ども o考える子ども

0働く子ども o助け合う子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

教育白擦を総合的に達成するために自ら よく考え行動できる児童を育成することを最重点とし創

意を生かした教育活動の充実をはかる。

0基礎的 ・基本的内容を身につけ日々の授業を大切にし、児童自ら学ぶ力を養える楽しい綬業の創

造をはかる。

o児童の心と体の健康づくりを全教育活動を通して組織的・計画的に指導し、児童自らが健康の保

持増進や体力の向上を図る能力や態度を育てる。

0 児童一人ひとりの持つ個性、創造性をのばすとともに互いに励まし協力する態度を育てる。

0児童の豊かな心情を育てる上に大切な環境の美化と整備をはかる。

0家庭や地域との連防をいっそう 深め地域社会の一員としての資質を育てることに協力を求める。

5. 指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

児童自らが意欲的にとりくむ学習をめざす。

o創意ある発問や謀題の提示をはかる。

0 体験や行動をとり入れた学習を大切にする。

o教材や教具の活用をすすめる。

0教職員の協力による授業研究をすすめる。

イ.道徳

道徳の時間だけでなく、 学校生活全体の中から問題をほりおこし、ひとりひとりの子どもの心

情にはたらきかけ、 実践化につながる指導をすすめる。

ウ.特別活動

o児童の創意や発惣を大切にし、児童が自発的に参加する学年の行事を積極的に企画推進する。

o児童会役員を中心とし、児童総会、代表委員会、学級会、各種委員会など相互に連絡協力し合

わせることによって、指導効果を高める。

(2) その他の活動

0学校裁量の時間の活用をはか り、 学年、学級間他の協力体制を密にした体験的活動をすすめ、児

童の学校生活にうるおいと充実をもたせる。

0常に他人の立場に立って物事を見たり、行動した りする自主的な態度を育てる。

o多目 的教室の計画的活用を通して児童一人ひとりに豊かな心情を育てる。

(3) 生活指導 ・進路指導

0学校全体を通して集団生活のきまりを身につけさせ、秩序ある安全な生活と協力の心を育てる。

0学校の環境の美化、 消柿活動への積極的参加をとおして、公共物を大切にする態度や勤労の精神

-100一



を養う。

o基本的生活習慣を身につけさせ、より良い社会人となることをめざす。

0指導内容、評価の共通理解のもと、成就感、満足感を味わわせるとともに、定着化をはかる。

0児童の自主的 ・自発的活動を通して個性豊かな人11¥Jとしての成長をはかる。

6 本年度の研究謀題

「考える力を育てる指現法の研究」

一ー一教科指導を通して一一一

7 本校の特色

在学児童のおよそ 85パーセントが、住宅公団百草団地から通学する児T置であり、いわゆる団地学校

である。そのため通学路は整備され、専門の遊歩道が通学路となり、安全性は極めて高いが、学区域

は狭L、。 変化を求め土のにおいに無限の魅力を感じているのが本校児童の実態である。

特色ある行事

o毎週木曜日を児童集会とし、勤労体験的内容(草とり集会、石ひろい集会他)も加味した児童主

体の活動をする。

0心障理解教育推進協力校として、近隣の養護学校との交流に力を入れている。

8 その他(教職員研究歴)

文句 研 究 員 |)自発委員

1 小笠原 久 雄 (49特活) 小笠原久雄(55特活 )

2 鈴 本利恵子(59国語)

3 玉置順子(61給食)
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学校名

所在地

電 話

l順 路

児童数

校長氏名 草刈喜

1. 沿革の概要

昭 44.12.26 敷地購入(仮称第 11小学校)

昭 46. 3.31 南校舎 (A棟)完成。プレハブ

校舎仮設使用

4. 1 日野市立沌合小学校開校

20学級編成、教職員 27名

市職員 6名

4. 6 第 1回入学式、始業式

4.30 運動場体育固定路設の設置

5.30 北校舎 (B棟 )完成

6. 1 開校記念日

6. 5 渇場塔、水飲場、足洗場完成

6.30 給食室竣工

7. 20 プール竣工

10. 1 校庭鉄柵竣工、花坦 ・池完成

12. 1 校章、校歌制定

昭 47. 1. 21 エルサ ドパ ドル国教育局次長視

察

2.20 体育館 ・校内通路完成

2.25 落成式

3.25 第 1回卒業式(卒業生 78名)

昭 50. 2. 18 体力作 り研究発表

4.- 校庭他樹 250本

昭 51. 8 動物園完成

3. 胞が丘小分離(児京 201名)

4 校庭内に学童保育所完成

昭 53. 9. 26 校庭全面整備完了

昭 58.8 中庭舗装排水工事完了

昭 59.8. 30 給食室タイル ・壁修理完了

昭 61. 5. 6 体育館内工事完了

t1ti 62. 1. 29 プールシート防水加工工事完了

2. 6 シューテ イングボー ド工事完了

8.31 A棟外装工事完了

昭 63.831 B棟外装工事完了 、校庭南側フ

日野市立滝合小学校

日野市西平山 2-3-1

0425-83-5172・5173

か;王線エIZ山城祉公園下車徒歩 10分

男 337名女 333名 計670名(4月 7日現在)

教頭氏名 八木文夫

エンス移設工事完了

平元. 8.31 給食室ダム、ウェータ工事完了

平 2. 8 校舎北側舗装

2 歴代校長

氏 名 年月~年月

自条岸敬次郎 昭 46.4 - 50. 3 

鈴木英夫 昭 50.4 - 53. 3 

梅田 茂 昭 53.4 - 56. 3 

鈴木敏郎 昭 56.4 - 59. 3 

野口 昭 平 昭 59.4 - 62. 3 

有泉 徹 良15 昭 62.4- 平 3 

草 刈 喜一 平 3.4- 現在

3 地域の環境

本校は、日野市の南西にあって、校庭の南に

浅川が流れ、その向こうに緑の多摩丘陵が続く。

周囲に田畑が多く 、屋敷森等も残る田園の中に

位置している。小鳥のさえずりも聞かれ、冬に

は浅川周辺に数多くのわたり烏がみられる。

しかし、 学校周辺には数多くの住宅が建ちつ

つあり 、児童数は多く 、日野市の学校の中でも

一二といわれるほどになっている。学区域は、

中央線の南nllJまで広がってお り、通学時間で30

分くらいの児童もいる。

近年、学校前の道路を通過する自動車が消え

交通事故の危険は増大しつつある。
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4. 教育目標

本校の教育は、日本同志法、教育謀本法、学校教育法に4づき、 Mミ京都教育委員会並びに日!野市教

育委員会の基本方針ーである人/1¥j将軍の精神を基調とし、生涯にわたる学習の基礎を培い地域社会の特

性や児童の実態をふまえ、白主的に人格の完成につとめる児童の育成をめざす。

ア.健康でたくましい子ども(心と体の健康)

イ.勉強に努力する子ども(本気で取り組む、収気よく労力する)

ウ.すすんで協力し、実行する子ども (心のふれあいと友情の育成)

ェ.生きものをいたわる子ども(思いやりと信頼)

・学校の教育目標を達成するための幕本方針

知情君、体の調和のとれた児童の育成をめざし、日々の授業の充実を図り、児童一人一人の個性、能

力に応じた指導を推進する。

ア.教育目標を日常の指導に生かしていくために、学年、学級の実態、児童の発達段階に即した具

体的目標を設定し、日々の実践活動をすすめる。

イ.学習指導に際しては、児童に学習tll!!題をつかませ、その謀題解決指導にあたっては、一人一人

を生かす授業の展開等を工夫してし、く。

ウ.基本的生活習慣、自主的生活態度について、教峨員の共通埋解を広げ、相互指導体制lにより児

童の指導にあたる。

ェ.個々の教師の特性を生かし、協力的で創立ある活動を充実し、学年、学級経営を推進する。

オ.i也域の自然や文化財を取り入れた教育活動の充実を図り、家庭、地域と の連携を深め、児童の

社会性を育てる指導をすすめる。

5 指導の重点、

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

1) 児童の実態に即し、計画を密にした指務をすすめ、各教科の目標をふまえて、基本的 ・基礎

的事項を確実に身につけさせる。

2) 児童一人一人の能力や個性を大切にし、集団の中で例を生かす指導の実現をめざす。

3) 教材、教具を整備し、児竜の学習意欲の喚起を図る。

4) 学習活動を工夫し児i'Ii;IJ'成就感、満足感を持つ授業の創造を困る。

イ.道徳

1 )全体計画を作成し、道徳の時間の充実を図り 、意図的、計向l的な栴滋を行 う。

2) 人間尊重の柏村1に必づき忠いやりのある心と (1らを厳しく i/!する強い意志と態度を育成する。

ウ.特別所動

1 )児童の白主性、忠与力、想像力、 表現力を日め活発にさせ、 一人一人の稲極性を置観して感

動と作びのある児mの爪!liiJを行う。

2) 学級集団の一員としての(1党を高め、 lit性、社会性を養い、倒性のやれ長を図る学宵f.1i動を

児に充実してし、〈。

3) 学校、 学年、 学級の)!ß，:il感を ïf~めるために、実施，1/' llll jを作成し、協力し合いながら実践して

いく態度を培う。

(2) その他の活動

I )行Igまある教育問i!tbを充実させるため、各学年、学級でさまざまな体験学科等を;j!-lllijし口敏迫

成に勿)Jする。

2) 委員会活動、クラブ爪励、集会r.ri動を充実し、 学校生活のが1性化を岡 1)， %年齢wr:ftや個々

のふれあいを立凶作jに求める。
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3)学校の教育環境の整備、美化を積極的にすすめながら勤労の精神を培う。 地域にも目を向け

させ、聞かれた学校づくりをすすめる。

(3) 生活指導

1) 基本的な生活行動様式や規律ある生活態度の充実を図りながら、地域、社会や家l返と密接な

通絡をとってし、く。

2) 自他の長所や短所を見つけ出し、お互いに認め合いながらより一層個性を伸ばそうとする13
欲を高める。

6. 本年度の研究主題

子どもが意欲的に学ぶ指導法の研究 一一一地域の素材を生かして 一一一

地域のフィーノレドワー夕、地域の人々の話などから地域の自然、歴史や文化、仕事について調べ資

料を集めてし、く。そして、それをもとに教材化への研究をすすめ、授業で教材の改良を図ってし、く。

最終的にはL、くつかの学年の授業で使用できるような資料集を作成する。

7 本校の特色

校地面積 20，458m'とい う恵まれた校地の中に一周 200mのトラック、バスケットコート二面、 二

の字形にならんだ校舎、周辺部に動物園、花だん、プーノレ、体育館があり、おちついた空間を作って

し、る。

校庭に作られた、児童 ・職員の労作による古材利用の遊具、滝合峠 ・ピョンピョン丸太 ・世界一周

や、固定施設(砂場 ・遊び山・ シーソー ・ジヤングノレジム ・すべり台 ・ブランコ ・登り棒 ・雲梯 ・鉄

稼 ・回転シーソー ・タイヤ群すもう土俵)は、本校を象徴するものであり、児童の体力向上に役立

っている。

児童は全般的に素朴・ 純情 ・素直などの美点を持ち、活発に行動する元気な子が多い。父母の学校

教育への理解は深く 、きわめて協力的である。学校行事には、積極的に取り組み、大いに内容を盛り

上げている。交通安全指導にはPTAと協力して主体的に計画実鈍するなど、学校と家庭との連機の

協力の実を上げている。

0たてわり班での全校遠足

o児童会主催、学区オリエンテーリング

o児童会の意見を生かしたクラブ活動

8 その他

〉々を 研 ~ 員

1 草 刈 喜一 (51隷)

2 八木文 夫 (59体育)

3 大上琢磨(53特活)

4 林 亀 三 (57体育 )

5 平島孝夫(平3算数)

o児童会実行委員会の活躍による運動会

開 発 員 現代 化 委員

林 亀三 (63体育) 大上琢磨 (50体育)
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学校名

所在地

~~ 話

/1民 路

児童数

校長氏名 小泉宣夫

1 沿革の慨要

昭 46.8. 7 校舎新築工事起工

昭 47. 3 10 日野市立高幡台小学校と して開

校

鉄筋三階建校舎普通教宅 12、

特別教室 4、特別室 9、学級数

12、児童数 402名、教職員 18

名、市職員 2名

5.27 高幡台小学校PTA設立総会

6.24 開校式

本日を開校記念日とする

8. 1 プール完成、プール聞き挙行

昭 48.2.24 校版、校歌制定

3. 24 第 1回卒業式

卒業生 l学級 33名

10. 6 体育館落成式

昭 119.3.25 第 2回卒業式

卒業生 2学級 461'，

4. 1 第一期泊築工事完成

普通教室 9、図書宅 i、職員宅

改造工事

昭 50. 3.25 第 3回卒業式

卒業生 2学級 551'，

昭 51. 3.25 第 4同卒業式

卒業生 2学級 631'，

昭 52. 3.25 第5回卒業式

卒業生 3学級 971'r

flR 53. 3. 25 m 6 1百|卒業式

卒業生 3学級 781'，

11. 1 第二JUJ工事完成

普辿教宅 9、特別教寝 3

si{ 511. 3.211 tn 71"1卒業式

卒業生 3学級 981'，

f1{1 55. 3. 25 m 8 1"1卒業式

日野市立高幡台小学校

日野市程久保 550

0425-91-701l・7012

京王線高幡不動駅より百草団地行きパスにて
5分高幡台団地下車

男 232名女 210名 計442名

教頭氏名 山 下法昭

卒業生 3学級 108名

昭 56. 3.25 第9回卒業式

卒業生 3学級 116名

昭 57.3.25 第 10回卒業式

卒業生 3学級 127名

flB 58. 3.25 第 11回卒業式

卒業生 3学級 109名

昭 59. 3 31 非常階段(旧館)完成

昭 59.3.25 第 12回卒業式

卒業生 3学級 137名

昭 60. 3.25 第 13回卒業式

卒業生 3学級 134名

昭 61. 3. 25 第 14回卒業式

卒業生 3学級 120名

昭 62. 3.25 第 15回卒業式

卒業生 3学級 109名

sB 63. 3.25 第 16回卒業式

卒業生 2学級 84名

平 元.3 25 第 17回卒業式

卒業生 2学級 91名

平 2. 3. 2tI 第 18回卒業式

卒業生 3学級 89名

平 3. 3.25 第 19回卒業式

卒業生 2学級 82名

2. [佐代校長

氏 寺Fs 年 月~年月

平松健太郎 f1{l 1( 7. 4. 1 - 5 O. 3. 31 

F代木和l 犬 I I {~ 50. 4. 1 - 511. 3. 31 

近内 {j f(li 附 54.4.1-58.3.31 

i'1!!lffUI f1i{ 二 II{{ 58. 4. 1- 62. 3. 31 

小泉宜犬 11(162.4.1-現イE
」
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3 地域の環境

日野市の南東部の多摩丘陵に造成された高幡台団地が、おもな学区である。高幡台団地は、 5階か

ら11階の高層鉄筋住宅で、歩行者通路と車道が分けられていたり、郵便局、ショッピングセンターが

住宅内にあるなど住み良く作られている。団地のまわりには緑の森林をめぐらし、西方には丹沢、関

東山地の山々を越えて富士が望まれ、 北西方には日野市街、 日野台、八王子市街から遠く秩父の山々

が連っている。学校から眺める景観はまことに美しくかっ壮大である。

近くには、 多摩動物公園、百草圏、 高幡不動があ り、都民に親しまれている。

4. 教育目標

( 1) 学校教育目標

個性豊かで調和と統ーの とれた人間形成をめざして次のよう な子どもを育成する。

たすけあう子ども……..あたたかい心で助け合う子ども

かんがえる子ども………よく 考え自分から進んでや りぬ く子ども

はたらく子ども…………働くことのすばらしさを身につけた子ども

たくましい子ども……一健康で明るい子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 自然、愛 ・人間愛に根ざした教育を推進し、やさしく思いや りのある子どもの育成をめざす。

② 個を生かす指導法を工夫し体験的な活動を通して思考力を高める授業をめざすとと もに、生涯

にわたる学習の基礎的基本的事項の学習内容を確実に身につけさせる。

③ 本校児童の実態をふまえ全教育活動を通じて道徳的心情を倍い、自主的 ・自律的な態度 ・勤労

を尊ぶ実践的態度を養う。

④ 健康安全への関心を高め、健康づくりと体力の向上を年聞を通して意図的計画的に実践する。

⑤ 個々の教師の特性を生かし、協力的で創意ある学年学級経営の充実を図る。

⑤ 保護者 ・地域と の逮撹を密にし、聞かれた学校をめざして、地戚の自然、や文化を約極的に教育

活動に取り入れる。

5 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

0教材内容を精選し、ゆとりある授業の展開につとめ、基礎的基本的な内容を確実に身につけさ

せる。

o体験的な活動を通して自ら学ぶ態度を育成するとともに、豊かな心情を育てる。

0教育機掠の活用、 学留形態の工夫につとめ、児童にわかりやすく 楽しい授業の縫立を図る。

イ .道徳

0集団行動のきまり や望ましい行動の習慣化を図り、 公徳心の内面化につとめる。

0 相手の立場を認め合い、力を合わせてものごとをや りぬく態度や思いやりの心を泊養する。

0人や 自然を大切にす る態度や公共心の育成を図り、物を大切にす る実践的態度を身につけさせ

る。

ウ.特別活動

0内容相互の関連を図り、児童の自主的 ・自律的な実践力を育成する。 特に児童会活動では、日

常活動の充実を期し、児童の主体性の育成につとめる。

(2) その他の活動

0学年を越えた子どものたてわり活動と校外地区班の連併を図り、地区児童の連帯意識を高める。

あわせて、学校生活における望ま しい人間関係を育成する。
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0学校生活全体を通して言語に対する意識や関心を高め、言語環境を整え、児童の言語活動が適切

に行われるようにつとめる。

(3) 生活指導 ・進路指導

0 日常生活に必要な基本的な行動儀式を身につけさせ、安全で秩序ある学校生活を送らせる。

0全教育活動を通して蹴かし、人間関係を培い、児童一人ひとりが意欲的に学校生活が送れるように

つとめる。そして学校生活が望ましい自己表現の場になるよう 、児童一人一人の個性や能力 ・特

性を相互に尊重し合う態度を育成する。

0児童理解に努めると共に、児童が自己の個性を自覚するように教育相談的手法を生かし、児童一

人一人がより高L、目標をめざして努力する態度を育成する。

6. 本年度の研究主題

子どもの意欲をのばす指導法

7 本校の特色

団地校であるから家庭の生活程度は平均しており、児童の知能程度も比較的高く較差が小さい。反

面閉鎖的傾向が見られ、他の人との返り、連帯意識に弱さがある。また、団地の中だけに固まりがち

な傾向が、子どもの遊び等に顕著である。このような実態を考え、子ども相互の縦横の通りを深め、

広げることを、また、隣接地戚の風にふれさせることにより広い視野を持つ目を育てる意味等から次

のことを重点にして実践する。

0たてわり活動

たてわりミニ遠足

子ども祭り 六年生を送る会

o隣接校 (程久保小)との交流

クラブ交流

8 その他(教職員の研究燈)

云々と 都 ・文部省委員 海外派巡 研 究 員

小泉宣 夫 (43都 ・44)
(63 文部) 小泉宣夫 ( 51 ) 小泉宣夫(38 社会)

2 山下法昭 (51. 体育)

3 ( 56へき地撤育)
岡本美子 (62 図工)

4 塚本純子(元 . 埋科)

5 高橋智子(63.保健)
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学校名

所在地

電 話

11闘 路

児 童数

校長氏名 小幡 建

l 沿革の概要

昭 48. 4 日野市立日野第七小学校として

開校 12学級 児童 384名

トラックを除く運動場全面に洋

芝の植付け

6. 校章制定

9. 校旗制定

12. 校歌制定

昭 49. 3. 日野市立日野第七小学校「校舎

体育館落成記念式」及び「校歌」

発表会

3月1日を開校記念日に制定

第 1回卒業式 45名卒業

4 開校 2年めの入学児童 77名

昭 52. 4 開校 5年め 入 学児 79名、 13

学級となる。教室不足のため、

プ レハ ブ2教室増設

10. 校舎の増築工事着工

昭 53.4. 学級数 14となる

5 増築工事竣工普通教室 6 図

書室 1教室

昭 54.4 第 7回入学児童 93名

15学級となる

昭 55. 4 第 8回入学児童 111名

17学級となる。

昭 56. 4 第 9回入学児童 128名

転入児童2年以上 82名

18学級となる

昭 57. 4 第 10回入学児童 128名

19学級となる

昭 58.4. 増築工事竣工、普通教宅 4、教

材室等 3、昇降口、便所

創立 10周年記念式典

昭 62.4 第 15回入学児童 103名

日野市立日野第七小学校

日野市神明 3-2 

0425-83-3907・3908

]R 中央線日野駅下車 徒歩約 10分

男 325名女 305名計 630名

教頭氏名 畑野 元一

H召63 4. 

平元.4 

平 2. 4 

平 3. 4. 

2 歴代校長

~ 氏

第 16回入学児童 115名

第 17回入学児童 120名

第 18回入学児童 102名

第四回入学児童 96名

名 年月~年月

初代 星野武之 48. 4. 1 - 52. 3. 31 

2代 上部正 彦 52. 4. 1 - 56. 3 3 1 

3代 梅 田 茂 56. 4. 1 - 58. 7. 27 

4代 和田国平 589.1-63.3.31 

5代 小幡 建 63. 4. 1-現在

3 地戚の環境

本校は、中央線日野駅から西へ線路ぞいに徒

歩で約 10分。日野台地に設置されている。本校

の所在地は、日野市神明にあり、校舎の周閤は、

住宅が建ち始め、昔ほどの緑は眺められなくな

っている。

屋上に登ると、南には多摩丘陵、西には秩父

山地や丹沢山地をへだてて富士の秀麗が眺めら

れる。また、こ の日野台地には、遺跡が発掘さ

れるとし、う。まことに環境に恵まれた場所に設

配されている。

本校の児童の約 60'loは中央線の線路を経だ

てた西側の住宅地に居住している。この地域は

ここ 10年余りの聞に、旧甲州街道ぞいに急に

増設されてきた新興住宅地帯で、初出住宅 ・分

譲住宅が主である。尚本校の周囲には、大学、

市庁舎、日野ふるさと博物館、消防署等、子ど

もが学溜するに妓適の地域と して思まれている。

しかし、松近、南側を東西に走る道路の交通量

のピークが、児童の登校時刻と合致し、しかも
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中央線をまたぐ陸橋を利用する児童数が圧倒的に多いことから、交通事故発生の心配がある。

4 教育目楳

( 1) 学校の教育目標

生命及び人権尊重の精神を認可司とした心身共に調和のとれた人間性豊かな児童の育成を目指し、

次の教育目標を定める。

0 白分の力で考える子

0思いやりのある子

o力いっぱし、やりとおす子

0 じようぶな体をつくる子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

学校生活全般を通して、力いっぱし、やりとおす意志力と活力に満ちた行動 ・態度を培うと共に、

児童の{間性や能力に応じた教育活動をすすめ、児童 ・教職員が互いに啓発しあい、父母及び地域の

協力のもとに学校の教育目標の具元化につとめる。

j)学校の教育目標にt.tづく 学年 ・学級の目標を設定し、児童の実態に即 した学年 ・学級経営の充

実を図り集団のモラルと質を高める。

2) 体力の向上や健康上首進に閲する桁il+を通して自ら;進んで運動に親しむ習慣を形成し、 生淀スポ

ーツの基礎を培う。

3) 生誕学び続ける児童の育成を目指し、そのために各教科等の装礎的 ・基本的内容及び個性 ・能

力に応じた指碍を舵進する。

4) 体験活動を重視し、心豊かで思いやりのある道徳教育を推進し実践力を養う。

5) 地以に恨ざした教育活動を通して|心のふるさと」となる学校 ・郷土の形成者としての資質を

養うと :Jl<tこ、文化と伝統を時置する態度を育成する。

5 本年度の栴導の監点

本年度の重点目棋rJJI，、っばL、や りとおす子」

(1) 各教科、道徳、特別活動

7.各 教科

o.Jl;;縫的 ・装本的事項を身につけさせるために、学習指滋の充実をはかる。

o児童が円ら学ぶ学習活動のあり方をくふ うする。

0綬業の充実をめざし、教育環境の整備に努め、活用をはかる。

イ.道徳、

0学校教育活動全体の中で行う。

o JJI，、っばL、やりとおす子にむけて、 1:::1主自立、創立、勤勉のこころを培い、思いやりの心を育

てる。

0実践体験を段かにし、道徳の時IH]tこは、それを補充、深化、統合する。

ウ.特別活動

学級会所動をふ継とし、児-1'11会活動 ・グラフ・m動への一人一人の参加君、識を向めることにより

(1主的 ・実践的な態度や)Jいっぱいやりぬく )Jをffて、 1住民でゆ1るい充実した学校生活をおくら

せる。

(2) その他の荷動

Oたてわり班での所ilYJを通して児7置のA'lI，意識を11てる。

0 特7)IJ f.li illIJ との |刻Æを閲りながら、 ifJJヴ:年児京の指導力を lil'~めていく。

0老人制社説本 lふれあL、|を罰則し、必人との|則わりやsll解を深める。
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(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

o基本的な生活習慣を身につけさせるとともに.相手の立場を考えて行動できる児童の育成に努

める。

o力いっぱし、やりとおす子の教育を推進し、児童の健全育成をはかる。

0校外生活指導の充実をはかるとともに、父母 ・地域の協力を得、連待感を高める。

o小学校 ・中学校の連携を密にし、生活指導のいっそうの充実をはかる。

イ.進路指導

o児童理解に努め、児童が自己の特性を自覚できるように援助する。

6 本校の研究課題

「児童一人ひとりが自ら学ぶ学習活動の工夫」

0豊かな読みを深めるために文学教材の特質に応じた授業研究をしてし、く。

o新指導要領完全実胞に向けての移行措置をふまえた、教育過程、指導計画の立案に着手する。

0各学年と専科の七分科会を構成し、授業研究を中心にすすめる。

7 本校の特色

(1 ) 中規模校の特性を生かした知 ・徳 ・体の調和のとれた児童の育成を進める。そのために、①異学

年班活動を通して児童の連侍意識を育てる。②児童・教師の相互の交流を創意ある活動を通して深

める。③個性尊重の教育を通して 13ら学ぶ意欲を高める。

(2) 自然に学び、自然に働きかける学習を通して力いっぱし、取り組む子を育てる。そのために、①自

然、を取り入れた全体学習計画の作成 ・実施。②校庭 ・屋上等の活用により勤労生産学習意欲を尚め

る。③池・ 学級国の鐙備、動物との触れ合いを通して自然への関心を高める。

8 その他

内 訳 研 究 員 その他 ・海外派遣

小幡 建(53 ・理 科) 小幡 建(57・短 期)

2 粛藤美智子(56・国 語)

3 居 域 文 敏(57・教育課題)
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学 校 名

所在 地

電 話

I1闘 路

児童数

校長氏名 有泉徹良1I

tB革の概要

昭 48.12.27 日野市教育委員会において、南

平IJX学校を設li1決定

昭 49. 3. 25 仮設校舎完成、プレハブ教室 L1 

職員宅 1、校長 ・事務室 l、特

別教室 1、他に潤徳小新館に 4

教室、吏に保健室、用務員室を

クラフ'ハウスに設置

4. 1 日野市南平小学校開校

学級数 15、児童数 5351'，、 教

職員 22、市職員 41;

4. 5 仮設校舎校地幣理完了

5. 4 本校舎工事訴工

総工費 220，166万円

敷地面積 26，535 鉄筋コンク

リート問階建防背校舎4，456m'

5.22 南平小学校PTA設立

11. 15 本校舎完成

普通教~20、特別教常 5 、保健

宅、給食宅、校長宅、職員空、

事務宅、m務員宅等

JI.22 校樹として「スズカクの木Jを

決定。校旗 ・校章の図案のもと

とし、校歌 ・校旗 ・校章の制定

および発表会を挙行

当日を本校!J日佼記念 11として制

定する。

11. 29 ぶ校合へ移転

1 J. 30 校出整備完了、進入断舗装、正

I"]・フェンス取付完 f

J2.3J 体育館完成

附 50.1.30 大 ・小プール完成

Ill{ 53. 3. 15 校合 H生宅増築

U{~ 54. J 2. 2 J 体行合)，11(プレハブ)完 f

日野市立南平小学校

日野市南平 4-18-1 

0425-92-2021・2022

京王線南平駅よ り徒歩 15分

男 258名女 243名 計 501名

教頭氏名 末次久利

111 

昭 56. 3 27 校舎 3教室 ・図書室増築

9.15 N HK全国学校音楽コンクール

東京地区において優良校として

受賞

昭 57.2. 4 体育科「児童が主体的に取 りく

む学習指導法の改善」研究発表

会を全都にむけて行う

昭 58. 3.31 学校同盤備を行う

fIi'{ 59. 11. 22 十周年記念式典、祝賀会を行う

昭 61. 8. 25 校庭南側金網フェンス工事完成

昭 62.11. 4 体育館照明器具設位

u自63. 1. 23 体i'f館屋根塗装

3.19 体育館鍛帳改修

3. 19 校舎北側万年ベいの改修工事

8. 31 家庭科室机新設

12.20 体育館北側防音壁完成

平元.8.30 体育館床面、家庭科室改修工事

陶芸釜設置完了

10.16 ランチルーム開設

手 2. 1. 24 ランチルーム机 ・尚子新設

子 3. 2.13 プーノレ糊塗装、更衣室屋根塗装

2. L佳代校長

氏 :f， 年月~年月

県沢{呆 ~t IlB49. 4. J-55. 3 3J 

松 n ~楽敬汗; 明 55.4. J - 59. 3. 31 

鈴木敏郎 111'1 59. 4. 1 - 62. 3. 3 1 

石 井 三 上 11(162. 4. 1-予3.3.31 

有 5~ 微日rl 平 3.4.J-現 在



3 地戚の環境

本校の学区域は、日野市の南部に位置し、前面に多摩丘陵をきりひらいた南平台(なんぺいだい)

みなみが丘、鹿島台、 川崎街道をはさんだ南平中下 (普からの唯一の集11&)京王線と浅川ぞいにはさ

まれた向島の六地区で術成されている。比較的まとまった学区成であり、地区の把握がしやすし、。

南平中、下をのぞき何れも新興の分譲住宅地であり、父母の社会的、経済的地位は比較的安定して

いる。従って学校教育によせる関心も高く、学校に協力的である。

学区域には、自然林あり、田畑、果樹園等、自然、条件にめぐまれている。西方に丹沢連峰から秀麗

富士を仰ぎ見、施設、設備、校庭等の完備と相まって、教育的環境としては、最高の条件を具備して

し、る。

4. 教育目標

( 1) 学校の教育目標

本校の教育は、憲法、教育基本法の精神に基づき、児童及び地域の特性をふまえ以下の児童の達

成をめざす。

0 自ら考え学ぶ子

o目あてをもってやりぬく子

0おもいやりのある子

0健康で‘たくましい子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

0主体的に学習する児童の育成を図るため、指導法の研修及び授業の改善充実に努める。

0児童の個性を生かした指導を工夫し、基礎的基本的能力を育成し、生涯にわたって学び続ける素

地を養う。

0学年 ・学級経営の充実に努め、児童相互及び児童と教師、保護者との心の交流を図り、互いに噂

重し合う人間関係を確立する。

0 体力の向上、健康安全の保持増進を図るため、地域及び校内の環境を整備し計画的な指導をすす

める。

0体験を通した学習の充実に努め、児童の感性を高めるとともに、わが国の文化や伝統に対する理

解を深め、あわせて国際理解の態度を養う。

5. 本年度の指導の重点

( 1) 各教科

o互いにみがき合う活動を通して、自ら考え正しく判断できる能力を養うことに重点をおく。

o体験的活動を通して、基礎的・基本的内容を修得させるとともに感性を培う。

0一人一人の興味 ・関心を大切にし、個性の伸張を図るとともに課題に向ってねばり強く追求する

意欲を育てる。

(2) 道徳

人間尊重・生命尊重の精神を生活の中に生かし、道徳的実践力を高める。

o相手の立場に立って考え、行動できる思いやりの心を育てる。

0善悪についての判断力を育てるとともに、価値に対する感性を矯う。

(3) 特別活動

集団の一員としての I~I 覚を持たせるとともに、協力してよりよい学校を築こうとする態度を養う。

o主体的に活動にとりくませ、自主的 ・協力的な態度を育成する。

0連帯感、所属感を育成する。

0掌年 ・学級経営の充実に努め、温かい人間関係を育てる。
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(4) その他の活動

地域や児童の特性を生かし、学校や教師の創立工夫により充実した学校生活を体験させる。

0生産体験活動(米づくり、いもづくり等)を通して、自然、の恵みや勤労の尊さ、そして、地減の

人々との人間関係の大切さを理解させる。

0 水泳、なわとび、持久走等の活動を通して、心身の健やかな成長を図る。

(5) 生活指導 ・進路指潟

たくましく生きる力を育てるために、自己をみつめさせ、成長への意欲を援助し導いていく人間

関係を縫立する。

0 児utの実態を把虚し、理解して信頼関係を築き、心を耕す。

o自己をみつめさせ、すすんで生活を改善してし、く力を育てる。

0家庭 ・地域と連機し、望ましい生活習慣を育てる。

o自己の特性 ・個性に気づかせ、意欲をもって将来の進路をめざす態度を養う。

6 本年度の研究主題

今年度の校内研究の主題を「児童の主体性を生かす学習活動の研究」と定め、具体的な学習活動や

体験に装づく学習を-jo;j充実させ、自主的、実践的な態度を行てる授業研究を行う。

7 本校の特色

(1) 本校の児童は、素直で、礼儀正しく務ち若いている。物事に熱心にと りくみ、しっか りでき る。

(2) 児童 ・父母ともに学校を信頼し、協力的である。

(3) 父母の経済的、社会的地位が比較的安定している。

(4) 学校生活の主人公は児童である認識のもとに、教職員が一致して教育活動にあたっている。

(5) めぐまれた学校施設 ・設備 ・校庭の完備、自然条件等、教育環境は、最高である。

(6) 体験学習を重視している。米づくり、いもづくりを軌として、地減と連械を保ちながら、生産活

動を行い、収僚を祝う会、わら細工等を実施している。

(7) 米づくり等のたて割り活動を通して 、民年令間の役割意識を自立させ、思いや りの心を育て通侍

感、を培っている。

8 その他

コ々 と 研 nノ向k、a 員 現代化委員 ・開発委員

1 有泉 徹 郎(54国語) 末次久 利 (60算数 )

2 末次久 利 (57算数)

3 井上久美子(55保健)

4 太 回 I11紀夫(63理科)
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学校名 日野市立程久保小学校

所在地 日野市程久保ト504-1

電 話 0425-92-5014・5015

l頂 路 京王線高幡不動駅より動物園行きパスにて 5分
中程久保下車徒歩 3分

児童数 男 214名 女 180名計 394名

校長氏名 倉重利恵 教頭氏名 香 川 善平

sB 62 11. 6 開校十周年記念式典を行 う

11. 14 第 4回開校十周年記念展覧会を

行う。

日召 63. 8 普通教室黒板改修

平元.6.30 エアコン設置 (事務室)

8. 1 放送室AV卓取替え

11. 7 市の研究奨励を受け研究発表を

行う テーマ「豊かな心を育て

る体験学習」

平 2.6 エアコン設置 (校長室)

8 花寝防球フェ ンス完成

職員室流し台移動・修繕

10 フ.ーノレ道路側フェンス(目かく

し用)完成

平 3. 1 ランチノレーム用テーフソレ椅子購

入

2. 球技場(テ ニスコー ト)フェ ン

ス改修

1 沿革の概要

本校は潤徳小学校の規模の過大化を解消する

ためと、高幡台小学校の学区の変更に伴って程

久保地区に新設された学校で、ある。

昭 52. 2. 1 程久保小学校開設潤徳小学校

に開設準備室を設置

初代渋谷義一校長就任

4. 1 日野市立程久保小学校開校

学級数 18 児童数 652

教職員 26 市職員 8

7. 15 体育館竣工

10. 20 落成式挙行、この日を開校記念

日とする。校歌 ・校章発表会を

開く

昭 53. 4. 4 学級増によるプレハプ教室設置

( 1教室 )19学級

昭 55.1. 18 体育倉庫竣工

11. 11 飼育舎竣工

昭 56.12.17 受水槽竣工

昭 57. 5. 13 校庭フェンス側散水栓着工

5. 13 校庭フェンス側散水栓竣工

昭 58. 6. 1 校庭砂場新設着工 1 2 歴代校長

6. 15 校庭砂場新設竣工

11. 4 球技場(テニスコート )工事着工

12.20 向上工事竣工

昭 59. 2.15 プール改修工事着工

2. 29 向上工事完了

7. 27 校庭除石工事を行う

8. 14 体育館ステージ照明設備工事

昭 60. 7. 21 校庭整地着工

8. 29 校庭整地完了

昭 62.10. 4 第 11回開校十周年記念運動会

を行 う

氏 名 年月~年月

渋谷義 一 昭 52.2.1-昭 58.3. 31 

大島昭子 昭 58.4. 1-昭 62.3. 3 J 

三 浦勝也 昭 62.4. 1-平 2.3. 31 

倉 重 利 恵 平成2.4. 1-現在
」 ー
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3 地域の環境

日野市の南東部にあって八王子市と接しており、明星 ・三井 ・電建の新興住宅地が主な学区成であ

る。住宅は多摩動物公園の両側の起伏に富んだ傾斜地に建てられている。西側には動物公園の園舎も

見られ、遠足時には子どもの集団が遠望できる。東側は高幡台団地に接している。緑が多いわりに、

子どもの遊ひ・場が大へん少ない。

最近は、住宅地域内を通過する車が増加し、児童の登下校時の安全対策も急務となっている。

4 教育目標

本校の教育は教育基本法、学校教育法に基づき、生命 ・人権の噂重を基調とし、自ら考え正しく判

断し実臨できる児童をめざして、次のような教育目標を定める。

元気(健康で生き生きした子ども)

本気(自ら考え進んで行動する子ども ・心豊かで思いやりのある子ども)

根気 (目標に向かつて労力する子ども)

5. 本年度の指道の重点

( 1) 各 教科

0体験的学習を推進する中で、al!!題意識をもち、 主体的に学習に取 り組める児童を育てる。

0教材研究を深め、自己学習力を育成するとともに個性能力に応じた段業を追求してし、く 。

0地域教材を開発し、その活用をはかる。

(2) 道 徳

0教師と児童、児童相互の人間関係を深め、日常生活における基本的行動様式を身につける。

o体験学習を通して人間性鐙かで、思いやりの心を持った児童の育成に労める。

0教材研究に取り組み、楕iU法の創意工夫をはかり、道徳、性の内面化及び実践的態度を育てる。

o道徳教育の全体計画のもとに、各教科、特別活動等、全官i'i戚のなかで道徳的実践力を高める。

(3) 特別活動

0体験学習を通して主体的な態度を養い、協力して楽しい学校生活を計画 ・実践できるようにする。

0学級活動の充実をはかり、実践的な態度を育てる。

0学校行事に自主的に参加lできる児童を育て、学校生活にうるおいと変化をもたせる。

(4) その他の活動

0朝の 10分間運動のI時間を設定して、体力づくりに力を入れ、 「活力のある子ども」を育成する。

o ["やまゆり」の時間を設けて、児童一人一人の個性能力に応じた祈滋を工夫し、諸々の体験学習

を計画 ・実践してL、く。

0たてわり班を編成して、集会活動や清柿活動等を行い児童相1iの社会性を培う。

o隣銭校との交流を深めるための諸活動を計画し、実践してし、く 。 (ク ラブ荊動他 )

0教師、児童、保護者の一体とな った実践情動を)lfiして相互鹿島曜と心の交流を図る。

0 (1然環境を愛護 ・保全する態度を育てる。

(5) 生f1i桶噂 ・進路指irT
0 みんな仲よく個性を認め合 っ てJl)Jけ fîい、必，:g;M~のある裂しい学校づくりに努めさせる。

011的立識をも って、 主体的に活動できる児童を育てる。

0児証の発達段階に日11して安全教nの徹底をはかる。

o YG '，'K:の個性 ・能)Jのイ'1'J乏をはかり、将来にーわたって i'lLJ尖税のはかれる意欲と態度を培う。

。 γ校、家庭、地域が連携を深める ' 1' で抜本的生前判官~を身につけ、行動できる児置を育てる。

0特に配慮する児市には、研修を深め組織的に指導を行う。
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6 本年度の研究主題

子どもの意欲をひき出す学習指導

一一一 地域教材の活用を通して一一一

7 本校の特色

(1) 児童の意欲をひき出し、 一人一人が生き生きとする学習指導を研究の重点に取りあげ、地威教材

の開発に取り組むとともに、教師と児童が一体となって体験学潤を実践している。

(2) 児童と教師、児童相互の人間関係を深めたり、集団活動を通して主体的態度を養ったりするため、

1年生から 6年生までを 12のたてわり班に編成し、次のような活動をしている。

毎日の清掃活動。児童会活動。たてわり遠足。 ト¥ッジポーノレ大会。防災訓練の集団下校。

(3) 児童の多くは家庭環境にもめぐまれており、いろいろな面て、みたされている。明るくすなおであ

るが、たくましさに欠ける。そこで、体力づく りのため次のよ うなことを行っている。

切jの 10分間運動(ラジオ体操、程久保体操、程久保音頭、固定路設の活用、持久走、なわとび

等を、季節に応じて行う。)スポーツテスト。夏の水泳指導。持久走大会。

(4) 外来者から、 「校舎内がよく磨かれていて明るい」とよく 言われるほど、全校をあげて校内美化

と清掃活動に熱心に取り組んでいる。

(5) 隣接校との地の利を生かして、高幡台小学校との交流を深めている。特に体力っく りの一貫とし

て、 クラブ活動 ・スポーツ交流をはかつている。

8 その他(教職員の研究歴 )

〉々で 研 究 員 開 発委員 道徳助言研 ・その他

1 倉重 利恵(54国語) 吉野美智子 (62道徳)
55・56

香川 善平(兵教大大学院留塙

2 香川 善平(49特活) 58・59
香川 善平(多摩研推委)

3 田島佳子(平3保健) 吉野美智子 (63道徳助言研)
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学 校 名 日野市立旭が丘小学校

所在地 日野市旭が丘 5丁目 21番地の 1

電 ~2i 0425-83-3733・3748

11頂 t各 中央線世田駅北口下車徒歩 25分 京王 ・音[1パス
(石川人LJ)下車 10分

児童数 男 447名女413名計860名

校長氏名 飯沼 宏 教頭氏名 品田敏男

1. 沿革の慨要 昭 59.12.10 堆肥小屋とプーノレ塗装工事開始

sB51. 818 起工式 nf{ 60. 1. 20 プールフェンス工事開始

市議会は、日野市旭が丘小学校 4. 6 第 9回入学式 123名 3学級

の設置を決定 全校 20学級 823名

日召 52. 2. 1 初代校長 小野寺東雄発令 ss 61. 1. 13 プール排水工事 ・シューテング

3. 31 教頭、教諭等25名、市職員8名 ボー ド工事

計 33名発令 4. 7 第 10回入学式 139名 4学級

4. 6 第 1回入学式 149名 4学級 全校 20学級 764名

全校 18学級 707名 6. 4 理科室天井工事(了)

5.20 校舎完了 8.31 AV調整卓が入る

6.30 プール完成 理科室 ・図書室の|暗幕取替え

7.20 校章制定 I昭 62.1. 7 プールの平板工事(了)

8.15 体育館完成 4. 6 第 1]回入学式 116名 3学級

11. 21 校歌制定。 IJH校式典 全校 20学級 737名

H召53. 3 25 第 1回卒業式 1]0名 11. 22 開校 10周年記念式典

4. 6 第 2回入学式 163名 4学級 ]2.23 大熊校長 1時 50分逝去

全校 20学級 758名 昭 63. 1. 7 体育館屋線塗装

昭 54. 4. 6 第 3回入竿式 156名 4学級 10周年記念日日時計工事

全校 21学級 8331-'， 1.ぬ 故大熊校長献花式

H召55. 4. 7 第 4由入学式 193名 5学級 4. 6 第 12回入学式(男 55 女 76

全校 23学級 916 i'i 計 133名)

10. 13 体育館ボーダー ライト工事: 5 26 電話器取替完了

昭 56. ~. 6 第 5回入学式 145名 4学級 8. 25 放送室 ・図書宅工事 ・洗浄機取

全校 2'1学級 904名 りつけ完了

日召 57. 2.27 「雑木林の小道J完成式 10.16 5学年噌級 4学級(男79-!J:57 

4. 6 第 6凹入学式 136名 4学級 計 136名)21学級

全校 24学級 8951'， 12.23 故大熊校長遺稿集発行

H召58.2. 7 Tf 1~宅廊下防汗ドアー完成 手元. 4. 6 第 13回入学式(男 78 9: 68 

~ . 6 第 71ul入学式 135名 HI46i'，) 

全校 217・級 863:?" 5 26 給食Sj2?ー叉ー設位

8 1 J 給食事ー排水工事完成 6.15 機械窒修理完了

附 59. 4. 6 第 81口l入乍式 1441'， 6.20 司q労宅エアコン設置

全校 21乍級 850 :?" 平 2. 6. 25 校長宅エアコン投1白
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2 歴代校長

氏名

小野寺東雄

大熊喜

飯 沼 宏

3. 地域の環境

年月~年 月

昭 52.2-昭 58. 3 

昭 58.4-昭 62.12 

昭 63.1 -現在

7.28 体育館パスケットゴール取付

平 3. 1. 16 学区変更説明会

4. 6 始業式、入学式児童数 860名

本校は、日野市西南部八王子市との境に位置している。 学区は、浅川の第一河岸段丘と第二段丘の

二段にまたがっている。東西 2伽南北1.5 kmと広く、学校が西に偏在しているため、通学時間 30分

以上かかる児童もいる。

学区の中心部は、東芝や帝人などの大工場が占め、その周辺に個人住宅や集団住宅が混在する。主

要道路には歩道があるが、通学路の交通安全施設は整備中である。また、工場が多く車公害が多くな

ってきた。学校の周辺には、畑や雑木林が多く 、公園もあり、自然、に恵まれている。父母は会社員が

多く 、学校教育への関心は深L、。集合住宅が増加中で、学区変更が策定されている。学級増の傾向が

ある。

4 教育目標

(1) 学校の教育目標

本校の教育は、児童に自ら考えさせ、主体的に行動するカを育てるため教育基本法、学校教育法

に基づき、地域の特性や児童の実態をふまえて次の 4目標の具現を目指す。

②く考える子ども(4目標の支点)

⑫かよくする子ども

@んばりぬく子ども

@らだをきたえる子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア. rよながかJを地域ぐるみの合いことばとし、開校以来の成果をふまえ、的確な教育活動を通

して教育目標の達成を図り生涯教育に資する。

イ.学校教育目標の第 1項「ア.よ く考える子どもJに支点を置き、系統的、有機的に諸研究を推

進し、教育目標の達成につとめる。その手掛りとして、

げ) 小集団による主体的、創造的な学習活動 1

(吋 チーム ・ティーチングによる指導 | 
ト 等に工夫をこらす。

(斗 体験的な学習活動 | 

(斗 地域素材を生かした教育活動 J 

ウ.教職員の研修を一層充実させて的縫な指導力を高め、ゆとりと充実のもとに父母の信託に応え

る資質を磨き合う。

ェ.他校との交流を進める中で児童の視野を広め自ら進んで‘た くましい心身をつくろうとする意欲

や連帯感を育てる。

5 指導の重点

〈移行措置を完備して計画的に教育活動を進める。 〉

• (1) 各教科、道徳、特別活動

・指導内容の精選と指導技術の工夫により、児童の側に立った学習活動を目指し、{闘に応じた指導

を大切にするとともに、基礎的、基本的事項の徹底を図る。

・体験学習を重視し、児童一人一人に「よく聞く Jrよく見るJrよく考えるJrよく実動する」
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望ましい理解 ・技能 ・態度を身につけさせ る中で、主体的 ・個性的な学習者の育成を図る。

イ.道 徳

・学習活動を多彩にし、児童の実践的な生活態度の養育に努める。

・児童の実態に即してねらいを重点化し、教育活動全体を通して自ら考え、正しく判断し、行動

する主体的な道徳的実践力の向上に~める。

ウ.特別活動

・自ら考え行動する児童の育成を図り、所属感、選手待感を高める。

・自ら進んで立案に参加し、実践する過程で互いに協力してがんばりぬく実践力と謝念を伴った

望ましい人間関係を育てる。

・自分の能力を集団のために生かす指滋を通して個性の伸張を図る。

・保健部、給食部、体育部等の連燐の中で、たくましい心身の育成に努める。

(2) その他の活動

0校区に即して体験的学習の場を求め、生きた学力や体力を身につけさせる。

0菊作りや、しいたけ栽培、雑木林の手入れ、学級園等の体験的学習を通して、児童一人一人に学

校の一員としての勤労意識を高める。

o r学級 ・学年の日 Jr交流の時間」等により、児童一人一人に思いやりの心を育て、連帯感を強

める。

o r全校活動」の時間を通して、たてわり集団の中で、生き生きとした、まとまりのある交流を図

る。

(3) 生活指導 ・進路指導

0児童との応答性を重視し、児童理解を深める中で、特有の人間性を大事にし自己実現を図らせる。

0学校生活のきまりの定着化をー1M推進し、社会人 ・国際人としての望ましい基本的生活習慣の確

立を図る。

0 自他の生命を尊重し、互いに守り合う態度と他人への思いやりの心を育てる。

0地域に板ざした活動に参加させ坐かな人間性の育成を図る。 (水泳・野球等)

6 本年度の研究諜題

。子どもによく考えさせる授業

7 本校の特色

(1) rよく考える子ども」の育成への傾注。

(2) 段業の活性化をめざす校内研究体制づくり。< rよく考える予」の育成を大テーマとして 〉

(3) 雑木林を宝として、その保存と活用への指向。雑木林の付加価値を高める思考。

(4) 体験的学習の場の充実を目桁して。一人ー鉢の菊づく り、野鳥への思いやりの育成、椎茸栽猪 ・

茶摘み用苗Acの育成、小動物との交流の場づくり等への桁向。

(5) 地域教nカと の大いなる必携。スポーッ保険をIIIlliとして学校と地域が一体化し、元旦マラソン ・

八ヶ岳ジャンポリー ・胞が丘少年野球リーグなど学校創立以来の組織的な健全育成への着実な展開。

8. その他(教職~の研究Bt)

~ 研T 究 日 現代 化委員 会 111¥・文部省委員

飯 沼 宏 (47 特~) 奈良 悦子 (49家庭) 飯 is 宏 (51I邪教委)

2 J111 凹敏男 (63社会 ) 日に『11 川敏男(2社会)
(家1I¥・自殺予防の子引
作成委員)

3 奈良悦子(44家庭)
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学校名

所在地

電 話

1頂 t各

児童数

校長氏名 波多野 坦

1. 沿革の概要

昭 52.3. 28 学校建設校舎予算市議会議決

昭 53. 1. 7 現在地に建設着工

4. 1 日野市立平山台小学校として開

校、平山小学校の学区から新た

に平山 1，2，3，6丁目を平山台小

学校の学区域と定める。 児童数

男 268名、女 282名 計550名

17学級 (心障 2学級含 )の規

模で開校する。

10.24 校舎落成式校章発表

11. 22 開校記念展覧会 開校記念日

昭 54. 3. 9 開校記念校歌発表会

昭 55. 3.20 校舎増築 8教室完成

8. 15 中庭排水溝、飼育舎完成、遊戯

室床張替え、ガス配管一期完成

昭 56. 3 屋上フェンス完成 ・校舎噌築完成

昭 57.8. 30 図書館改装 ガス配管工事完了

昭 58.10.30 屋外バスケットボール施設完了

昭 60.12. 9 プール全面塗装

昭 61.12. 8 研究発表公開(体育を中心)

昭 62.3.30 体育館どん帳取替

昭 62.12 25 プレハブ解体

昭 63. 2. 5 研究発表公開(心障)

昭 63. 8. 体育館照明装置取付け

昭 63.11.19 開校十周年記念式典挙行

平元. 3.17 体育館パスケットゴール設置

平元. 4 日野市研究奨励校

平元. 5. 2 文部省心身障害児理解推進校指

定

平元. 8.30 多目的教育工事完成

平 2.10.26 文部省心射障害児理解推進校研

究発表

日野市立平山台小学校

日野市平山 2-1-1

0425-92-6381・6382

京王線平山域社公園下車徒歩 15分

男 j46名 女 138名 計 284名
(内わかくさ学級 13名)

教頭氏名 爾藤正子

2 歴代校長

氏 名 年月 ~ 年月

小 )11 格 sB 53 2-昭 57. 3 

蓮 池守 一 H召57 4 -昭 61.3 

野村武郎 昭 61 4 -昭 63.9 

馬淵金男 昭 63.10 -平 3.3 

波多野 畑 平 3 4 -現在

3 地域の環境

本校は日野市の南端、多摩丘陵の頂きを開発

して建設。北側は、日野市はもちろん八王子、

立川も一望でき、巨大な鳥倣図を眺めるようで

ある。また、南側は、多摩テックから平山域社

公園に連なる雑木林が四季折々の風物を語る。

このような、景観だけでなく児童が学習する

上での生きた教材を得た学校で・ある。

学区は、京王電鉄が造成 ・分譲した平山 1，2，

3丁目に加えて、平山 6丁目を含んだ、まとま

りのある地域である。また、この地に住む人々

は相互に環境の美化、浄化に心している。故に

静かでおちつきのある雰閤気が維持されている。

4. 教育目標

本校の教育は、生命の尊重を慕底とし、自ら

を考え正しく判断し実践できる力をもっ児童を

育成する。

0 よく考え くふうする子(本年度重点目標)

o力を合わせて、やりぬく子

o心豊かな やさ しい子

0 明るく たくましい子

〈目標達成のための基本方針〉

① 児童一人一人の個性や能力を生かし、学

ぶことの楽しさや喜びを感得させる。
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② 児童一人一人に自噂と敬愛の心を育て、人権を尊重する精神を培う。

③ 児童一人一人の成長 ・発達を促す場として、教育環境の充実 ・向上に努める。

④ 教師一人一人が自ら研修に励み、校内の指導体制を確立するとともに、家庭 ・地域との連撹強

化に努める。

⑤ 年度の重点目楳を柔軟な思考力とともに、虫かな創造力、表現力を身に付けた児童の姿ととら

え、その具現化に努める。

5 本年度の指噂の重点

( 1) 各教科、道徳、特活の指専の重点

ア.各教科

自ら諜題を設定し、児童が意欲的に取り組む俊業の創造を目指す。

① 基礎的・基本的事項の定着を図るため、体験的な活動を重視する。

② 柔軟な思考をも って取り組む、謀組解決の過程を重視する。

イ.道徳

心豊かに、よりよく生きょうとする児童の育成を目指す。

① 道徳の全体計画を廷に、道徳的実践の指導にあたる。

② 年!1-f]精湾計画を慕に、道徳の時間の多様な展開を試みる。

ウ.特別活動

児童が集団社会の一員としての自覚を高め、楽しく落ち着きのある生活の展開を目指す。

① 児童一人一人の個性を尊重し、創立を生かして活動できる学留の場をつくる。

② 児童が学校生活に関する諸問題を臼発的 ・自治的に解決するカを高める。

(2) その他の活動

①学校生活に喜びと潤し、と充実感、を与えるため、創意ある活動の時聞を設定し、豊かな心を育て

る。(花づくり、七夕祭り、オリエンテーリング等)

② わかくさ学級との交流で、全児童に障害のある児童について正しい理解と認識を育てる。

③ 学校がコ ミニ ユティーセンタ ーとしての役割を果たすことにつとめ地域の教育力を高める。

(3) 生活桁導 ・進路指導

児童が集団の中で生き生かされる喜びの場を通して、個性や能力を伸長し、個の確立を目指す。

6. 本年度の研究主題

「めあてを持ち、生き生きと学習する指導法の研究」

7 本校の特色

o開校 14年目。市内全械がほぼ見渡せる。aまれた地域の白然環境の教材化を図っている。

0小脱模校の特徴を生かし、和やかな減聞気と協働の姿の実現を図っている。

0心障児と健常児との交流をすすめ、ふれ合い学ぶ体験を通して「心豊かなやさしい子の育成を目指

すJ心の教育を推進している。

0地減の要請に応える教育力の提供について具体化を図っている。

8. その他(教職員の研究歴)

〉々さ 研 究 員 liH発委員

波多野 坦(45.同) 久 保雅 子 (57.図工 )

2 中村 版 成 (55体、 61迫)

3 務 l燦 11: 子(63.，1]:7]-)

4 7・f ，，;ミ 利 夫(元.心障 )

121 



学校 名 日野市立東光寺小学校

所在地 日野市新町 3丁目 24番地 1号

電 話 0425-84-6200・6201

11国 路 中央線日野駅下車徒歩 10分

ノ問l二 点且玉 置制1( 男 199名女 169名計368名

校長氏名 志 村 桂 次 教頭氏名 木内秀雄

1. 沿革の概要

H百52. 9.30 

昭 53. 3守 30

6. 2 

8.21 

~1l:l 54. 3. 10 

4. 1 

7. 18 

11. 17 

11. 20 

学校用地買収予算市議会議決

学校建設校舎予算市議会議決

学校開設準備委員会開催

校舎建設工事着工~ 54. 5. 31 

体育館建設工事着工

~ 54. 10. 31 

日野市立東光寺小学校として開

校。日野第三小学校の学区から、

新町 3丁目と栄町 1，2，3，4，5丁

目を東光寺小学校の学区域と定

める。児童数 545名(男 287名

女 258名)15学級の規模で開

校する。

校樹決定「さくら」

PTA創立総会

校章 ・校旗 ・校歌tj，lj定

3 地域の環境

本校は、日野市北西部にあって学区域の一部

は多摩川と八王子市に接している。学区j或は新

町 3丁目、栄町 1，2， 3， 4， 5丁目で、東西1.8伽、

南北 0.8Jcmと東西に長く 、学校は学区域の中央、

南側に位置している。通学時間は、速い児?をで

15分である。

学区には、天正 16年、 (曽永海が旧東光寺の

あと地に健てた万松山成就院がある。また、多

摩川と日野用水にはさまれた低地には農家が点

在していたが、都市化にしたがって終業民家が

ふえ、まわりには宅地造成が進み、個人住宅や

集団住宅が混在している。

学校の裏側には自然林、正門近くには田畑や

果樹園等があり、自然条件にめぐまれている。

また、施設、設備、校庭が完備され、教育的

環境は優れている。

校舎 ・体育館 ・プール落成記念 | 父母の学校にょせる関心も品。

式典、校章 ・校旗彼露 ・校歌発

表 I 4 教育目標

iljg 57. 2-3 校地緑化、小鳥舎新設 憲法及び教育謀本法の精神に基づき、自ら考

え正しく判断でーきる児童の育成をめざし、次の

ような教育目棋を定める。

昭 62.11. 20 東京都図幽工作研究会南多摩研

平 2.3.24 

2 歴代校長

氏

高 田

近 内

名

智

イ言 輝

志村桂次

究大会会場となる。

卒業生総数 951名となる

年月~年月

昭 54.2. 1 ~ 58. 3. 3 1 

昭 58.4. 1 ~ 603. 31 

a?160.4.1~ 現在

0明るい子ども¥、 (教育重点目標)

0考える子ども一一うi進んでやる子ども|

o強い子ども _.......-

〈学校の教育目棋を具現化するための慕本方針〉

教育重点目標「進んでやる子ども」を主軸に

全教育活動を整合化かつ一貫させ楕務のいっそ

うの充実を図る。

( 1) 各分'掌とも「進んでやる子ども」の達成を

!JiIb1こ、年間指導計画をたて、学年 ・学級と連

燐をとりながら指導の徹底に取り組んでし、く。

(2) 各学年 ・学級は、発達諜題 ・学級の実態を
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ふまえながら「進んでやる子ども」の達成を図るべく経営方針をたて 、 各分掌との連j}~をもとに日

々の指導に取り組んでし、く。

(3) 運営委員会は各分'挙 ・学年 ・学級の緊密化を絶えず図るとともに、職員会議の機能向上に努め、

「進んでやる子ども」の達成に全教職員が一体となって取り組むように働きかける。

(4) PT Aを中心に家庭や地域との相互理解を深め「進んでやる子ども」の達成を図るべく連携を強

めていく。

5 本年度の指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o一人一人の能力に応じた指導の工夫に努め、基礎的な学力の充実 ・向上を図る。

o一人一人の興味や白発性を大切に し、進んで考え、やりとげよ うとする自主的な学習態度を育

てる。

イ.道徳

o思いやりの心を持ち、友だちを大切にする態度を育てる。

o進んで考え、行動する積極的な実践態度を育てる。

0物事を最後までやりとげる意志の強さを身につけさせる。

ウ.特別活動

0学級会、委員会などの活動を通して、 学級、学校の一員としてのドI::R:を深め、進んで貢献する

再びをわからせ、実践力を身につけさせる。

0 クラブ活動などを泊して自分の特性を知り、それらを伸ばそうとする意欲を高めさせる。

(2) その他の活動

創立を生かした活動として集会所動やたてわりの場を設定するなどを図ることを通して学校生活

に変化を与え、一人一人の児童に科びと充実感を持たせる指滋を工夫する。

(3) 生前桁導 ・進路桁it):

o一人一人が倒性・能力を発却し課題意識を持って、自己を伸ばそうとする意欲と実践的態度を身

につけさせる。

oぷ本的生活習似を身につけ規作あるゆ]るい学校生活を送ろうとする生活態度を身につけさせる。

o他人の立場や心情を里Hfii平でき、足以、やりのあるあたたかな心を持って友だちと援する生活態度を

育てる。

6 本年度の研究主題

「一人一人が生き生きと学河に取り組む桁導法の研究」

7 本校の特色

(1) 地域の学校としての立ち場を姐くr'l党し、そのj切符にいっそう応え得る学校の創造を円ざす。

(2) 前年にひき続き|進んでやる fども」の育成を Ilざし、教職員はもちろん、 家庭との相互理解に

よる，cl!j}!;を強め、 PTA、j也峨との協力なと.を僚にして教育を批准する。

(3) 児玉t一人一人が例性を発f¥11し、生き'1てきと稲極的に活動する荊))に満ちた教育がtrれるように充

:だした校内研究を椛進する。

8 その他(教職員の僻究j険)

~ @f 究 日 。f 究 ノh 道徳 11));1・ 研

ぶ村持次(43. 1叫W)

2 本内プ号; k4H 54社会)

3 I\~ "" 宏(65.作活)
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学校名

所在地

電 話

1頂 路

児童数

校長氏名 西国敦子

1 沿革の概要

昭 55 4. 1 開校

日野第八小学校より分離

児童数 666名(男 319名女

347名 人教職員 34名で発足

4. 7 第 1回入学式 111名入学

6. 10 プール完成

8. 4 体育館完成

9. 1 校庭使用開始 (芝生、アンツー

カーの運動場)

9. 10 市主催による落成式

昭 56.2.10 校歌 ・校章発表会

開校記念日とする

3. 25 第 l回卒業式 126名卒業

4. 6 第 2回入学式 114名入学

学級数 18

9. 22 校庭改修工事完了 (ダス ト舗装

昭 57.3. 25 第 2回卒業式 125名卒業

4. 6 第 3回入学式 90名入学

学級数 17

昭 58.3. 25 第 3回卒業式 110名卒業

4. 6 第 4回入学式 66名入学

学級数 16

昭 59.3.24 第 4回卒業式 110名卒業

4. 6 第 5回入学式 82名入学

学級数 16

昭 60. 3 25 第 5回卒業式 117名卒業

4. 6 第 6回入学式 68名入学

学級数 15

6. 28 音楽室冷房設備工事完了

昭 61. 3.25 第 6回卒業式 131名卒業

4. 7 第 7回入学式 79名入学

学級数 14

日野市立=沢台小学校

日野市百草 896-1

0425-92-2351・2352

京王線百草闘駅下車徒歩 15分

男 195名 女 168名計 363名

教頭氏名 小原良雄

sB 62 3.25 第 7回卒業式 119名卒業

4. 6 第 8回入学式 60名入学

学級数 13

8. 31 三沢台小学童クラ ブ開

昭 63.3.25 第 8回卒業式 104名卒業

4. 6 第9回入学式 55名入学

学級数 13

9. 1 体育館舞台照明設備工事完了

平元. 3.25 第 9回卒業式 79名卒業

4. 6 !!(OO回入学式 67名入学

学級数 12

平 2.3. 24 第 10回卒業式 89名卒業

4. 6 第 11回入学式 52名入学

学級数 12

8.24 体育館床張替え工事完了

AV放送器機設置

平 3. 2. 9 創立十周年記念式典

父母の会より記念品贈呈 (遊具)

3.25 第 11回卒業式 79名卒業

4. 6 第 12回入学式 50名入学

学級数 12

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

初代深尾 民 昭 55.2 -昭 59.3 

二代松日楽敬治 昭 59.4-昭 62.3 

三代 福地 一J仁』 fle{ 62. 4 -平 2.3 

四代西田敦子 平 2.4- 現 在

3 地域の環境

本校は日野市東南端に位置し、多摩丘陵の頂

きを開発した住宅街(西武 ・日本信販)の中心

にあり、北は日野市、立川市方面、南は八王子

市、 多摩市及び多摩ニュータウンが一望できる。
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東は百草園の雑木林に囲まれ、自然に恵まれているうえ、静かな住宅環境でおちついている。

4 本年度の指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

児童が自ら考え、課題に向かつて主体的にねばり強く取り組めるよう指導法の開発に努め、生

涯にわたって学ぶカの基礎を培う。

o児童一人一人の発達段階や個に応じた学習指導を工夫し、J走{礎学力の定着を図る。

o教材 ・教具の効果的な活用をはかり 、学習効果の向上に第める。

イ.道徳

教育活動の全体を通して、道徳的心情をi豊かにし実践力を育てる。そのために、各教科 ・特別

活動とのつながりを深めた桁導の展開に第める。

O}ぶい心をもち、たくましく生きる子を育てる。

0望ましい行動係式を身につけさせ、節度と協調性のある子を育てる。

ウ.特別活動

児童の主体的な活動を重んじ、個性や能力の発見と育成に第めると共に、たて割組織などを活

用して児竜相互の交流を深め、協力して孫ち来いた活力のあるよい校風づくりに励む態度と実践

力を育成する。

(2) その他の活動

新興住宅地と古い集落とを合わせもつ本校では、教育活動にいっそう創意と工夫を生かし、児童

相互の通常怠識と地域社会の一員としての自覚を持ち大切にする心と実践力の高錫をはかる。

o遊ひeの指導を過して、児童相互 ・児童と教師の交流をさかんにする。

0学年を越えた児童のふれあいの場を多くし、学校と地域とのつながりを深める。

(3) 生活術導 ・進路栴議

0楽しい学校生活を送れるように全教育活動を通して、人間として調和のとれた豊かな心を育てる。

0児童一人一人の特性を生かし、個別指滋を-}13徹底し、生誕学習を指向する基健作りをめざす。

0集団と しての規作の大切さを理解させ、議本的生活習慣の徹底を図る。

0 家庭 ・地域との通例を深め、安全指i!+・非行防止の手だてに万全を期す。

0 各教科、道徳、特別活動との関連を密にして、職業勤労に対する正しい理解と判断力を育て、労

働や奉仕したりすることの大切さを体得させる。

0海外から帰同した児童などについては、学校生活への適応を図るとともに、外国における生活経

験を生かすなど適切な指専に努める。

5 本年度の研究主題

「集団の中で意欲的にやりぬく子どもを育てる桁持法J

6. 本校の特色

子どもたちの「心のふるさとJとなる地域と一体化した学校づくりをめざす。このため全教職員の

創立を生かし、子どもと共に遊び、{動き学ぶ教職員の後姿から教育実践の効果を高めてし、く。

研究員 開発委員 海外派遣

小原 良 雌(62道徳)I凶凶敦子(60家雌)I西山敦子(58) 

川間 精 子(62道徳)
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学校名

所在地

電 話

!I凶 路

児童数

校長氏名 岩下和夫

1. 沿革の概要

本校は、日野第一小学校及び日野第四小学校

の教室不足の解消、危険な道路を横断しない安

全通学と、当地域の将来の発肢を見越して、日

野第一中学北側の固有地「日野第一桑園」跡地

と一部買収民有地に新設された学校で-ある。

昭 58. 3.30 仲田小学校新設の為の市条例ー

部改正を市議会が可決

6.22 現在地に建設着工

昭 59.2. 1 初代校長 山口武彦就任

4. 1 開校

4. 6 第 1回入学式

5.23 校庭 ・プール竣工

7. 31 体育館竣工

10. 12 市主催落成式挙行

11. 12 校歌 ・校章披露式挙行

昭 60. 3. 25 第 1回卒業式

昭 61. 3. 25 第 2回卒業式

sB 62. 3.25 第 3回卒業式

2代校長岩下和夫就任

H召63. 3.25 第 4回卒業式

11.21 開校五周年記念式典

平元. 3.25 第 5回卒業式

平 2. 3.25 第 6回卒業式

平 3. 3.25 第 7回卒業式

4. 6 第 8回入学式

2 歴代校長

氏 名 | 年月~年月

山口武 彦 |昭 59.2. 1 - 62. 3. 3 1 

岩下和夫 |昭62.4. 1-現在

日野市立仲田小学校

日野市日野本町6丁目 1の 74

0125-81-8511・8512

中央線日野駅下車徒歩 12分

男 173名女 169名計 342名

教頭氏名 難波和子

3 地域の環境

本校の学区域は、日野市の北部に位置し、東

と南に甲州街道(国道 20号線)、西に JR中央

線、北に多摩川にかこまれた、ほぼ長方形に近

し、地域である。

この地域は、江戸時代以来甲州街道日野宿と

して栄えてきた。近年、多摩川沿いの水田を埋

めたてて宅地化が進行している。したがって、

古くから居住している人身、比較的新しく移住

してきた人々とが混在している。

本校は、この地域の中央部北寄りの旧農林省i

蚕糸試験場 (日野第一桑園 )跡地にたてられ、

周聞は、 仲間緑地や多摩川という自然、の美しい

環境が残されている。

仲田は、 この付近の古い字名で、本校名もこ

れによったものである。

4 教育目標

人間尊重の精神を基調とし、広く国際社会に

おし、て信頼と尊敬の得られる知、徳、体の調和

のとれた人間性豊かな児童の育成を目指し、次

のように教育目標を設定する。

0すすんで学ぶ子

自ら学ぶ意欲と社会の変化に対応できる力を

育てる。

0からだを きたえる子

生涯にわたってたくましく生きるための心身

を育てる。

o思いやりの ある子

自己を抑制しつつ、他者を尊重し、好ましい

人間関係を築く。

0 さいごまでやりぬく子

126 -

困難に立ち向かい、障害を乗り越えて自己実

現を図るための基礎を培う。



5 本年度の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

7.各教科

0各教科の特性を踏まえ、個に応じた指導を工夫し、学ぶ喜びの味わえる授業を展開する。

0たくましく生きる人間の育成を目指し、体力の向上 ・健康の地進に視点をあてた体育科授業の

充実に努める。

イ.道徳

0人の命の尊さに目をむけさせ、相手の立場を思いやる心情を育て、社会の一員としての自覚を

高める。

0 目標を達成するため、困難に向かつて挑戦し、最後まで諦めることなくやりとおすことができ

るようにする。

ウ.特別活動

0健康の精進、体力の向上を重視した学級指導や学校行事を充実させる。

0学級指導の内容や方法を吟味し、指導計画を確立する。

(2) その他の活動

0学校裁量の時間を確保し、個別指導や集団活動を般進する。

0児童と教師が一体となって、学習環境をより美しく 、より些かにしてし、く。

0 児童自ら、進んで健康っくりに取り組み、体力の向上と生命の安全に対する能力と態度を養う。

(3) 生活指導 ・進路指導

0児童理解に努め、カウンセリング ・マインドに徹した個別指導を行う。

0家庭との連併を深め、基本的生活習慣の定着に努める。

6 本年度の研究主題

(1) 研究主題

健康な心と体っくり

(2) 副主題

一人一人を大切にし、互いに高めあう学習指導の工夫

(3) 研究領域

体育科の全領域

(4) 研究内容

① 基本的方向

。本年度の最重点目標の 「体をきたえる子」を、引き続き追求すると同時に、重点目棋である

「思いやりのある子Jから心の教育を新たに追求してし、く。

0 昨年度の研究 . ~姐を史践して定着を図るとともに、期待される児童像をさぐる。

0人権尊重教育の「一人一人を大切にした指導」から足以、やりの心を追求してし、く。

② 研究内特

0教科体育 ・昨年度の研究内科を深化させ、定粁を図る。

・6項11の桁滋の量点を見直し修正してし、く。

0体育的活動 ・昨年度に引き続き、実践し定着してし、く。特に、来日¥J体育、体育館1m段。

・体育集会 ・迎動会

oその他 ・ IけやきのH寺Ii¥Jj(学校裁量の時11¥1)を'1，心とした体験的活動の重視。

・教育環境の較的と wif;の運動遊び。

@ 研究主題(健康な心と体っくり………n常的に健康噌進と体)J向ヒ及び心の成長を心がける児

f託)をふかめるために、教科体育以外の研究もとりあげる。
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④ 本年度は、都人権尊重教育推進校及び市奨励校の指定をうけ、 2月に発表する。

7. 本校の特色

本校は、開&/¥年目を迎えた教職員の意欲と児童の活力にあふれるみずみずしい学校である。

(1) 恵まれた自然環境

本市の北東部に位置する学区域は、緑豊かな仲田緑地や、流れも 消き多摩川など、美しい自然に

固まれています。また学校の前には、樹齢100年に達する大ケヤキやイチョウがそびえ、四季おり

おりの最観が子供たちの心をはぐくんでくれる。

(2) あいさつが上手な明るい子

本校の子供たちは、すこぶる明るく、素直である。来客者は口をそろえて、 「この学校の子供た

ちはあいさつが上手ですね」とほめてくれる。

あいさつは、心と心を結ぶ最高の手段であ り、好ましい人間関係の形成に役立つ。豊かで明るい

学校生活を過ごすために、あいさつは不可欠なものであ り、全校で取 り組んでい る。

同 研究熱心な教職員

現在本校では、 「一人一人を大切にし、互いに高めあう 学習指導の工夫」をテーマに、頭 ・心 ・

体の健康っくりを目指して、体育科の授業改善に努めている。その一環と して、授業前に全教員で

実際に運動した り、 VTRを見たりしてから指導している。

また用務員は、床を磨くのに油とワックスのどちらが効果的かを実験したり、調理員は、子ど も

の側に立った味付けなどを絶えず研究した りしている。

(4) 協力的な地域の方々

本校を取り巻く 地域は、 「日野宿J跡地に象徴されるように、大変歴史の古い所である。それだ

けに貴重な遺産や資料がたくさんある。 以前、 開校五周年記念の資料集を作成するため、地域の方

々に資料提供を要請したところ、驚くほど多くの資料や古文書を寄せてくれ、また古老から、昔の

話を十分聞かせていただし、た。

8. その他(教職員の研究歴)

〉々 を 研 究 員 研 究 生 現代化委員 ・開発委員

1 岩 下和夫 (49体育) 音 田
(弘元教育方法) 岩下和夫 (52体育)

2 雨 宮 充 (61道徳) 難波和子 (63家庭)

3 佐 藤 典 子 (61学調絹)

4 小 山 富子 (元算数)

5 岩崎英夫(元体育)

6 吉 田 建(元体育)

7 八木正 子 (2 生活)
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学校名

所 在 地

電 話

l原 路

生徒数

校長氏名 宮本俗子

1 沿革の慨要

昭 22. 4.30 

H召24. 4. 1 

昭 29. 4. 1 

昭 37.9. 17 

昭 38. 9. 9 

si3 39. 5. 1 

昭 41. 7. ] 

昭 42.11. 4 

昭 48.3.10 

H召52.11. 4 

昭 55. 4. 1 

昭 58. 8.31 

H召59.3. 31 

昭 59. 6. 4 

昭 62.11. 7 

平元. 8.25 

平 2. 9. 3 

2 歴代校長

氏 名

町田勘之助

飯塚節 三

大 沢 彰

大沢批 f乍

安部連良11

東 Jj~ (ill 

松延耕作

小林節夫

奥村節生

高橋世彦

宮本裕子

公立中学校として設置許可、日

野中学校と称する。

校歌制定

校名を日野第一中学校と改祢

新校舎(鉄筋防音)滋成

プーノレ落成

特別教室落成

体育館落成式

20周年記念式典挙行

校舎増築(普 2、特男IJ2 ) 

30周年記念、校歌刻字の記念仰

建立記念誌発行

大原上中新設に伴い学区縮小

窓枠改修

給食棟増築(食堂 l、特別 2) 

学側合食開始

創立四十周年記念式挙行

保健室改修工

校庭整備工事

年月~年月

昭 22. 4 ~ 25 9 

昭 25.10 ~ 37 3 

附 37. 4 ~ 40 3 

昭 40. 4 ~ 45. 3 

昭 45 4 ~ 49 3 

l沼49 4 ~ 53. 3 

lll3 53. 4 ~ 57. 3 

昭 57 4 ~ 59 3 

l桝 59 4 ~ 63. 3 

l桝 63 4~ 平冗.1

>jZ冗・ 2~現住

日野市立日野第一中学校

日野市日野本町 7-7-7

0425-81-0009・0261

JR日野駅下車徒歩 10分

男 354名女 360名まl'71 4名

教頭氏名 中級 勉

3. 地域の環境

日野市の東部、多摩川と浅川の合流する第四

紀rtJl積層の低j也に当り、水の使よ く水田が発達

し、甲州街道ぞいの宿場町として栄えてきTこ。

近年、郊外の住宅、アパート、工場、特に中

小企業、家内工業、商業が多く 、近郊農業も見

られる。

4 教育目標

わたしたちは、ひとりひとりを尊重し、真理

と平和を求める人間となるために学び、希望に

満ちた社会をめざして、つぎの目標を定めます。

一、よ く考え、やりぬ く人 (主体性)

一、協力し、全体に尽くす人 (連帯性)

一、心些かで、思いやりのある人(人間性)

一、進んで、心身をきたえる人 (健 康)

5. 教育目標を達成するための基本方針

( 1) 年聞の綬業時数の確保と基礎 ・基本を重視

し、生徒の思考や活動を生かす授業をすすめ

る。

(2) 規律ある落ち清いた教育潔境と生徒の自主

的 ・実践的な活動を重視し、指導体制の確立

と学年 ・学級経営の充実をはかる。

(3) 実践的研究部門の活性化と充実をはかる。

(4) 家庭や地以の理解や協力をえて、心強かな

生徒の育成につとめる。

6. 桁滋の重点

( I) 各教科、道徳、特別活動

7.各教科

o基礎学力の充実を図るとともに、生徒の

活動や思与を生かし成就感が意欲につな

がる桁羽に努める。
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o綬業規律の確立と、よく考え自ら学びとる学習態度を育成する。

イ.道徳

0他領域との連携とはかりながら、自主的判断のもとに責任ある行動ができるような道徳的心情

を培うために、計画的な指導の充実に努める。

0とくに、お互いの人権を尊重する豊かな心・思いやりの心・感謝と奉仕の心を養い、みんなと

力を合わせて努力する態度を育てる。

ウ.特別活動

0教師と生徒、生徒相互の心の触れ合いを深め、信頼関係を縫立する。

o小集団を基礎に個人の自発性を啓発し、学級集団の質を高める。

0学級・学年の活動を母体として、生徒会活動の充実をはかる。

(2) その他の活動

落ち着きとうるおいのある学校生活の中で、学ぶ喜びを育てるために、

o清掃・美化活動の徹底をはかり、心豊かな教育活動を髄成する。

0学校行事への取り組みを通して、自主的実践的活動を重視し一人一人を生かす教育活動の充実を

t主カ通る。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

0規律ある学校生活の確立と基本的な生活習mの徹底をはかる。

0共通理解から共通実践へ、職員の指導態勢の充実をはかる。

0朝礼等集会指導の充実をはかる。

イ.進路指導

o一人一人の生徒の能力・適性の把渥につとめ、学年に応じた系統的指導のもとに、生徒が自ら

進んで進路を選択する態度と能力を育てるo

7 本年度の研究主題

( 1) 授業研究…・「教科による綬業研究j

(2) 市奨励研究… [主体的・協力的態度を培う生徒指導の実践的研究J

8 本年度の特色

o市の研究奨励校として、 「主体的 ・協力的態度を培う生徒指導の実践的研究」を通して、生徒が学

校生活に充実感を持てる指導体制を縫立する。公開発表を 2月に予定している。

0市の教育目標を具現化するため綬業研究を全教員で組織的に取り組み、授業の改善を図っている。

また、初任者研修を通して、教師としての職責の自覚や楕滋法の改善等に努めている。

9 その他 (教職員の研究歴)

¥ 文 部 省等 研 究 員 研究生 |摘発委員 道徳助言研

(5宮3・カ本ウ中ン裕Jリ研ン子修ク) 
中板 勉 宮本裕子 宮本裕子 中根 勉
( 56・教育課題) (52・相談) (53・心障) (59・60・62)

佐藤至 正 青田俊明 佐藤至正 荒 延江
21 (59唯銘中央?vf修) (63・教育課題) (60・技術) ( 61 ) 

3 中板 勉 浅 野 和 也 中板 勉 佐藤至正
(63・海外派遣) ( 2・教育課題) '62・社会) (元)

4 酒井徳行 清水 E権
(63・特活) ( 2 ) 
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学校 名

所在地

電 誌

JI頃 路

生徒数

校長氏名 大野隆久

1 治革の慨要

昭 29年度 設立認可、開校式、入学式

(生徒 200名)

第二期工事八教室上旬築話番成

附 31年度 第三期工事竣工務成

昭 32年度 第 1同卒業式(卒業生 20'1名)

昭 33年度 校統 ・校歌制定

昭 3'1年度 産業教育研究校に指定される

昭 35年度 特別教宅(工作、調理、理科)

綾工落成

昭 36年度 第二期特別教宅竣工

産業教ff研究発表会、修学旅行

研究発点会

附 37年度 プーノレ竣工泌成

IIf{ 38年度 保健体育研究発友会

1111 39年度 普通教"f3教宅竣工、創立 10 

周年記念式典挙行

日行'10年度 体育釘l~愛工

附 11-:C1:度 防IT校合第一期工事完成( 6教

宮)

II{{ 12年度 防庁校~W 二期工事完成 (18 ~攻

常)、プーノレ用史A宅工事完成

II{{ 1 3年度 市校合nij、f立I来'(EJJ理完成

体n倉hbと校j伝用便所完成

昭 18年度 創立 20周年記念式典準行

flf{ 19年度 1有校合 311皆記念袋。技術科教'iUえ

IriJ準備前改造整備。'I'!必 ・{也盤

保有

II{{ 50年度 l将校1(6教前哨;&、|旬校合 2 m

型免装

Ilf{ 5 1年度 理科宅、家I~.H ，JI~.PJl省、机、床

唱高倣

fl{i 52年度 体育館照明工事、陥_f，'F完成

校合~Il~l配線牧仰

日野市立日野第二中学校

日野市多摩平 4丁目 5の 2

0425-81-0056・0262

中央線豊田駅下車 北へ徒歩 10分

男 359名女 316名計675名

教頭氏名 久保田孝志

附 55年度

IIR 56年度

第二技術室の新設

北校舎内部塗装工事、校長室・

事務宅の床張答え工事

ni3 57年度 南校舎窓枠改修工事。プーノレサイ

ド改修工事。体育館床塗装工事

n7~ 59年度 創立 30周年記念式典挙行

nR 60年度 給食棟建設工事若工

|沼 62年度 給食始まる

1有校舎内部塗装工事

flA 63年度 南校舎内部塗装工事

体育館西側舗装工事

健全育成相談宅設世

ム1[.元年度 南校舎二階廊下改修塗装

平 2年度

2. J佐代校長

氏 ~ 

総本坑一

J:l"I山 恒

飯田栄一

れ'1 村 俊一郎

飯 111 卯吉

小林政之助

渡辺吉彦

小林節犬

大野隆久
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青桐祭(文化の部)市民会館で

挙行

体育館、床、壁、吏衣室等改修

被服宅、理科宅の床改修

年)1-年月

IIA 29. 3. 1 - 30. 9. 30 

II{{ 30. 10. 1 - 41. 3. 31 

IIA 41 4.1-"6.3.31 

nr{ "6 ". 1 - -18. 3. 3 I 

II({ tJ8 4. 1 - 51. 3. 3 I 

Il({ 5 1 4. 1 - 55. 3. 31 

n{i 55 4. I - 59. 3. 31 

Il(~ 59 4. 1 - 63. 3. 31 

l町{63. 4. 1-現在



3 地域の環境

学区は 3，000世帯を収容する多摩平公団住宅を中心に、日野五社を中心としたサラ リーマンの住宅

地として発展したベ ッドタウンの中央に位置してし、る。

4 教育目標

人間尊重の精神を基本とし、民主的な社会の形成者と して、たくま しく実践力のある人聞をめざし、

(1) 健康なからだと自主的精神を養う。 I自ら学醤に励む人になろう

(2) お互いに尊敬し合い、 奉仕の態度を育て る。 I思いやりの心で他に尽す人になろう

(3) 高いま団主と豊かな情操を養う。 I進んで心身を鍛える人になろ う

5 本年度指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

指導内容の精選、指導方法の工夫改善につとめ基礎基本の充実を図り、ゆとりある学習をとお

して自主学習を促進し、内発的意欲、主体的学習態度の育成を図る。

イ.道徳、

教育活動全体をとおして、組織的、計画的に内容の重点化を図り、日常生活において自主的判

断のもと責任ある行動ができる豊かな道徳性の育成を図る。

ウ.特別活動

0学年、学級の諸活動を基盤に、生徒会活動など集団活動をとおして自主性、協調性、奉仕性等

を養う。

0 クラブ活動、部活動の種類や内容の充実を図り、活発な活動を促進し、学校生活の活性化を図

る。

(2) その他の活動

o小集団を基に学級、 学年、生徒会の活動の中で、個々の自発性を促し生徒集団の質を高める。

0行事や諸活動に工夫をこらし、内容を充実し、活発な活動を促し参加の意欲を高め、主体性、協

調性、創造性の進展を図る。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

0教師と生徒、生徒相互の人間関係を深め、基本的生活習慣を身につけさせ、自ら正しく判断し、

実践してし、く能力を養 う。

0問題行動の指導は、共通理解に基づき一致した指導を継続徹底するとともにゆとりを持って自

己教育力、自ら正す力の育成を図る。

イ.進路指導

教師、生徒、保護者の交流を促進し、発達段階に応じた進路指導をすすめ、自己の個性や適性

の伸長をはかり、正しい職業観を育成し、自らの進路を選択できる能力を高める。

6 本年度の研究主題

視隠覚機器の活用

円

L
qJ
 



1 本校の特色

日野市最大の多摩平第 l公園に接し多摩平団地のほぼ中央に位置し、けやき、白かし、 くぬぎ、こ

なら、赤松、ゆ りの木等々の木々に阻まれ、 自然環境は良好である。広い校庭は桜に聞まれ、 体育系

のクラブ活動は活発で優秀な成績を上げている。都の愛鳥モデノレ校にも指定されてお り、 生徒も自ら

小鳥 ・小動物の飼育を行い、情操面の高揚も見られる。青桐祭 (運動会 ・文化祭 )も 14年目を迎え

定着してきた。年 2回実l庖される生徒会主催の球技大会、合唱祭は、学級のまと まりを強めるととも

に、生徒の自主性を育てている。特に青桐祭を通して生徒の誇りと二中の特性の育成に努める。

8 その他(教職員の研究l笠)

コ々 と 1Vf 究 員

富士 発 (41特 活)

2 永谷 盟 (45教育方法 )

3 永谷 豊 (52特 活 )
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学校名 日野市立七生中学校

所在地 日野市南平 6-7-1

電 話 0425-91-0174・0175

11頂 路 南平駅(京王線 ) 下車徒歩 8分
豊田駅 (J R) 下車徒歩 18分

生徒数 男 353( 5・5) 女 276(2.0) 計 629( 7・5) 
)内は心障・情障学級の生徒数

校長氏名 村 田 志 信 教頭氏名 松津茂久

1. 1沿革の槻要

sB22.4. 1 学制改革により七生村立中学校

を役場庁舎内に設置

5. 15 七生村役場を仮校舎と して開校

式挙行 2部授業で発足

昭 23. 2. 15 七生村南平 199"番地に七生中

学校敷地決定、i也鋲祭を挙行

9. 4 新校舎完成、当日より授業開始

昭 32.12.1 PTA結成第 1回総会を挙行

創立十周年の記念式典及び校歌

制定の発表を挙行

日召33 2. 1 日野町立七生中学校と校名変更

11s37.7.31 プール聞きを挙行

昭 37.- 39 鉄筋 3階 3教室 ・6教室完成

H召41. 7. 1 体育館落成

H召42.11.33 創立二十周年記念式典挙行

日召45. 3. 31 鉄筋防音校舎 9教室完成

4- 9 七生中学校に三中分校設置

H召46. 3.31 第二期防音鉄筋校舎完成

8.24 フ.ール浄化装置 ・更衣室完成

昭 47.3.20 観察用水槽完成

5.22 訪問学級開級式

昭 50.5. 22 南校舎西側(4階)増築工事完

成訪問学級教室完成

7. 1 地番変更日野市南平 6-7-1

日召 52.11. 3 創立三十周年を祝 う会挙行

日召 54. 9.30 校庭、運動場改修工事完了

sB 57. 3. 31 社教による夜間照明工事完了

sB 58. 4. 1 心障学級闘設(2教室改造)

5 {;伸特別教室完成

昭 59. 5. 校庭南フェンス改修 (歩道完成)

昭 59.8. 全教室窓枠アルミサッシに交換

-外装吹付け工事実施

昭 60. 3 廊下塗装工事実施

5 給食棟 (厨房 ・食堂)完成

昭 61. 3 校庭南フェンス(高)延長

昭 62.9. 12 創立四十周年記念式典 ・祝賀会

を挙行

平 2. 3. 訪問学級を閉鎖

2. 4. 情際学級を開級

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

飯塚節 三 昭 22. 4-昭 25 9 

増 山 恒 昭 25.10-昭 30.10 

飯 島 一吉 昭 30.10-昭 37. 3 

木村 巧 昭 37. 4-昭 40. 3 

芳西 奪三 昭 40. 4-昭 44. 3 

羽 崎 一 男 昭 44. 4-昭 47. 3 

高橋太 一 日召47 4-昭 51 3 

吉 岡 孝二郎 sB 51 4-昭 55 3 

山 本 保 H百55 4-昭 61 3 

川 崎 昭 三 日召61 4-平成元.3 

村田志 信 平成元.4-現在

3. 地戚の環境

学校は京王線より徒歩 8分、中央線豊田駅よ

り南へ 18分、浅川にそう静かな位置にある。

学区域は京王線に沿って東西に長く、平垣部と

多摩丘陵からなり 、急速に住宅が増えてきた。

生活環境がよ く、生活指導には恵まれている。

学区近くには、高幡不動、また多摩動物公園、

平山域社等の文化施設がある。

au官q
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4. 教育目標

( 1) 学校の教育目傑

基本的人権を尊重し、平和で民主的な人聞を育成するために、つぎのことを目標とする。

自主 ・敬愛・勤勉 ・責任・健康

・自ら学び、考え、行動しよう 0

・責任と思いやりの心をもとう。

・健全な心とからだをつくろう。

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

①人権を尊重し、実践活動を通して生徒の個性の伸長をはかり、心豊かでたくま しく生きる生徒を

育てる。

②基礎的 ・基本的内容を身につけさせるため、日常の継続的研究をすすめる。

③より効期句に教育活動を進めるため、教師と 生徒の心のふれ合いを深めるとともに、教育環境の

整備向上に努める。

④障害児にt-tずる理解を深めるため、心身障害学級との交流をはかる。

⑤地域の自然や文化を大切にする態度を育て、郷土愛を培う。

@国際的な視野に立って行動できる生徒を育てる。

⑦全職員の共通理解を深め、あわせて父母 ・地域との述般を衝にし、健全な生徒を育てる。

(3) 心障学級の目標

①情緒貨かで、健康な身体を育てる。

②一人一人の発達段階に応じて、言語(表現活動)・認識を豊かに育てる。

③生活に必要な技能や、 自分から進んで行動できる力を育てる。

④互いの個性を大事にし、助け合って働ける力を育てる。

(4) 情陣学級の目様

親密な人間関係を通して、生徒一人一人の健全な成長と民主的人格の育成とを図るとともに、社

会に適応し自らの能力を発聞できるようにする。

5 本年度指滋の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o基礎的 ・基本的事項の棺滋の徹底と、生徒一人一人が主体的に学ぶ意欲の向上をはかる。

イ.道徳

0健康で、切るく、互いに協力する態度を育てる。

0物事を正しく理解し、判断して、建設的に実践してし、く態度を育てる。

ウ.特別活動

o生徒の白主活動を日め、脱則正しい学校生活を通して、心身ともに調和のとれた生徒を育てる。

(2) その他の活動

0集団生活をとおして、 互いに協力する態度を育てる。

0生徒理解を深め、個性のや11長をはかるとともに、生活意欲の向上に努める。

(羽 生f.5~行~Iþ ・ 進路桁滋

ア.生前桁ifI.
0諦活動を辿じ、生徒の門主性と1'I'ffi能力の向上に務める。

0;);島本的ノ住所習慣のJ行itiをj曲し、中学生としての生活態度をfiてる。

イ.進路桁it'f.

0(1己理解を深め、1'1分の特性にあった進路を選択するとともに、(1ら向上しようとする態度を
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育てる。

6 本年度の研究主題

生徒の自主的活動を育てる指導の工夫

7 本校の特色

o生徒は明るく 、素直であり 、父母も教育熱心である。 PTA活動も伝統と新しさを うまく調和して

建設的で意欲的である。

0研修会や授業研究等を通して、主主健学力の定着、授業の充実を図っている。

0生徒の自主活動が盛んで、合唱コンクール、三年生を送る会等の行事が、例年、活発に行われてい

る。

8 その他(教職員の研究歴)

?とそ 研 究 員 開発委員 研 究 生

1 村田 志 信 (44.音楽 ) 柳沢美澄(56英語) 大 谷 良 光 (61.技術)

2 柳沢 美澄 (55英語) 瀬川 昭英(63国語) 瀬川 昭英(元.国語)

3 大谷 良 光 (59技術)

4 松津茂久(59特活)

5 瀬川 昭英 (60.国語)

6 長坂 昌 弘 (元.音楽)

7 井尻都夫 ( 3.社会 )
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日野市立日野第三中学校名校--弓'-
日野市程久保 650番地也''ι，

 

在所

0425-91-2228・2229・2221

京王線高幡不動下車 百草団地行パスで
高幡台団地下車徒歩 7分

コィ
コ r
nO  

路

電

11頂

計 795名女 372名男 423名数徒生

夫博野伴教頭氏名文宏木.. ・γ
1.'; 校長氏名

歴代校長

氏 名 年月~年月

締本敏 一 rlB 45 9 - 48 3 

松延耕作 昭 48 4 - 53 3 

田中引明 昭 53 4 - 56. 3 

長岡宗次 昭 56 4 - 59. 3 

千葉康志 昭 59 4 - 63 3 

清水春海 昭 63 4 -平 3.3 

向木宏文 平 3. 4 -現在

2 

地域の環境

本校は日野市南部の多摩丘陵地併にある。学

区成は住宅公団の高幡 ・百草の両団地、民間分

譲の三井、電建の諸団地及び在来の程久保、三

沢の両地区を含んだ地域である。

陸上からは眼下に浅川がVlEn，その北に起状

に官み縁坐かな武蔵野台地を一望することがで

き、四万遥か宮士の秀降も眺められる。学区内

には都立多摩動物公園、明l昼大学があり、付近

には口草圏、 .~.!glr学園、帝京大学、 中央大学な

どがあって、文教地区を形成している。

3. 

教育円傑

人権尊重の精神を基調に国際社会に活践でき

る心身ともに他かな人間を育成するため次の11

般を定める。 r1'1ら判断し、責任をも って史行

する人となる。」

0 1'1ら学び、考え工夫する人

01'1然、や人々を大切にする人

orlら心身を鍛え、やりぬく人

4 

]37 

日野市立七生中学校日野第三中

分校として、七生中学校内で授

業開始生徒数 26名、 教職員

数 12名

目野市立日野第三中学校開校

七生中学校内で綬業生徒数44

名、教職員 14名、百革、高幡の

両団地を学区域にする

校舎新築工事竣工

学区域変史、総久保地区の全部、

三沢地区上、中を加える

学区域夏、史、西部百草団地を加

える

開校式を挙行

記念日とする

表

体育館工事竣工

第二期校舎地築綾工

第三期校舎増築竣工

創立十周年記念式典

学区以変更、西部百草圃住宅お

よび円4i:倍版西部百草闘住宅地

域を除外、 三沢中学校l豆に修す

第阿j切特別教宅増築竣工 プー

ノレ'lî'ßc~棟竣工

プール改修工事竣工

mrlJコ ン トローノレガス11反M工事

峻工

クラブハウス鍛工

校雌ィ女川照明l庖設峻ー

給食棟峻て

給食開始

削立二 十}，引|ミ記念式典

沿革の慨要

昭 45. 4. 1 

昭 45.10.1 

l 

10月 2日を開校

校章 ・校歌を発

3 27 

2 

附 48.

昭 50

昭 54.4. 2 

昭 5510. 5 

昭 59. 4 

1. 31 

4 

7 

10 

4 

昭 46

9 

UB 62. 3.31 

平元. 8.31 

6.22 

2.11. 17 

6. 26 

2. 8.13 

9. 28 

2 

2 

2 

I昭59

>f1-

平

>f1-

平

平



5 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 研究実践部門の活性化と充実を図る。

② 教育目標を学年・学級に具体化して経営の充実を図り、思いやりがあり協調性のある、人格の形

成を目ざす。

③ 指導方法の改善、工夫、基礎、基本の重視をとおして生徒の白主性を啓発し、充実した学校生活

をおくらせる。

④ 生徒の自主的・実践的な特別活動を重視し、学年学級経営の充実をはかる。

6 本年度の指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

教材を精選するとともに、ゆとりのある学習をとおして、自主学習を促進し、学宵の効率化を

はかる。授業研究をとおして、おたがL、に資質の向上をはかる。

イ.道徳

他領域との関連をはかりながら、豊かな心を養い、自主的判断のもとに、責任ある行動ができ

るように、指導内容をくふうする。思いやりと協調性を養い、感謝の心を育てる。

ウ.特別活動

① 小集団を基礎に、個人の自発性を うながし、学級集団の質を高める。

② 学級 ・学年の活動を母体として、生徒会活動の充実をはかる。

(2) その他の活動

① 教育目標の具現化をめざし、生徒ひとりひとりの指導にあたるとともに、国際社会の一員と

して、思いやりの精神を養う。

② 諸行事において、計画の段階から生徒の参加場面を設定し、自主・自律的な活動ができるよ

うに指導にあたる。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

① 学級の基礎の上に立った生徒会活動を伸長させ、組織をとおしての自律ある生活態度を身に

つけさせる。

② 問題行動に対しては、 全職員の共通理解にもとづき、一致した指導の徹底をめざす。

イ.進路指導

教師 ・生徒 a保護者の緊密な交流をはかり、各学年に応じた系統的指導の徹底をめざす。

7 、本年度の研究課題

ァ.主題「個性 ・創造性 ・自主性を育てる指導の工夫」

イ.研究内容

① 主体的に学習させる授業研究

② 自主、自律、思いやりの心を育てる道徳、の進め方

③ 自主的活動を促進する生徒指導

④ 各学年に応じた進路指導の検討

8 本校の特色

o本校は多摩丘陵の高台に位置し、南には雑木林が接し、四季おりおりの樹木、小鳥のさえずりを楽

しむことができ、自然環境に恵まれている。

o開校 21年目で、学級数は 22、学区成の小学校は、潤徳小、高幡台小、程久保小の 4校ある。
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o開校以来、 「自ら判断し、責任を持って実行する人となる」の教育目標の具体化をめざし、 全教育

活動を通じて、生徒の自主性の育成に努めている。

0団地、分譲地を主体とした地域で、保護者の約 3分の lが妓術的、 管理的な職業に従事し、 子弟の

教育に寄せる関心は大変高L、。

0気持ちよく学習できる環境を整えるため、教室美化、 渇示指導にカを注いでいる。月一回、美化デ

ーを設定し、清掃活動の徹底に努めている。

8. その他(教職員の研究皮)

¥ 研 究 員 開 発 委員 そ の 他

大 宅 寛(42音) 伴野博夫(55美) 現代化、高木宏文(51特活)

2 高木宏文(46数) 橘 陽臣(57体) 海外派池、長期高木宏文(幼

3 伴野博夫(46美) 鈴木 渉(59音)

4 飯島利 三 (47技) 乙黒義夫(2 国)

5 乙黒義夫(57国)

6 飯島利三(60 iiU! ) 

7 乙黒義 夫 (62{!}) 

8 績潜雅之(2保体)
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学 校 名

所 在 地

電 話

11闘 路

生徒数

校長氏名 桑原 和 正

1 沿革の概要

昭 47.5 10 市教委に四中設立委員会設置

8.21 校舎起工式(工事費19億円施工

小田急建設 )

12. 7 学区決定

昭 48. 1. 18 屋内体育館着工

3. 26 都教委 ・第四中学校設立を認可

4. 1 初代校長 河村俊一郎氏以下

教員 24名発令 ・開校

7. 2 屋内体育館完成使用開始

(工費約 4.600万円 施 工 小

田急建設 )

7. 18 本校シン ボノレ「泰山木」決定

8. 7 プール完成 (工費 2.700万円)

10. 13 校歌作詞完成

10. 16 校章決定、教育目標設定

11. 10 校歌作曲完成(寺原伸夫氏)

11. 16 校旗完成

11. 17 落成式挙行

11. 22 第一回開校記念日

昭 49. 2. 2 標準服制定

5. 30 保健室 冷房装置取 り付け

日野市立 日野第四中学校

日野市j也が丘 2-42

0425-83-3905・3906

中央線豊田駅下車徒歩 17分
パス (長房団地行、都立科学技術大学下車 5分)

男 444名 女 381名計825名 21学級

教頭氏名 塙 健郎

昭 52. 9.13 第三期工事開始、東端 3スパン、

日召 53. 3 28 

昭 54.5.15 

昭 55.1. 18 

6.26 

日召 56. 4. 1 

昭 58 4.10 

11.21 

日召59 8. 1 

H召60.4. 1 

H召62. 1. 17 

9. 30 

昭 63.4. 1 

5.16 

美術室を理科室に改造

(工費 9.500万円施工小田

急建設、年度末完成 )

校庭に防球フェンス設置

校庭東側に防球フェンス設置

仮称八中 (現平山中)学校準備

委員会発足

校庭南側に防球フェンス設置

三代校長 花牟礼哲氏 着任

学校笹備、機械化となる

創立十周年記念式典挙行

校歌碑建立 ・除幕

体育館床の研磨

四代校長立川泰司氏 着任

給食棟建設工事着工

給食棟及びテニス コート(全天

候型に )改修

五代校長桑原和正氏着任

給食開始

7. 1 増築工事開始 I 2 歴代校長

7. 3 保健室空気清浄装置取 り付け

9. 6 駐車場舗装 (体育館西側 )

昭 50.1. 8 体育倉庫、砂場完成

3. 8 増築部完成 校舎 3スパン

機械室工費約Iti:6千万円

路工 小田急建設

4 26 テニスコート完成

校庭の校舎にU字減設置

昭 51. 1. 16 図書館開館

昭 52 4. 1 二代校長 山口幸雄氏着任

氏 名

河 村 俊一郎

山 口幸雄

花牟礼 哲

立 川 泰 司

桑原和正
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年月 ~ 年月

昭 48.4. 1 - 52. 3. 31 

UR52 4.1 - 56. 3. 31 

昭 56.4. 1 - 60. 3. 31 

昭 60.4. 1 - 63. 3. 31 

IlB 63 4. 1 - 現在



3. 地域の環境

本校の学区は、地形的 ・地質的に北半分は洪積台地(日野台)、南半分の浅)11ぞいの沖積低地に 2

分されている。台地部は 2- 3段の段丘状になってお り、 その境界は高低差 10-20 mの急度になっ

ている。

この地域は昭和初期まで、人家はほとんどなく 昭和 12年、小西六写真工業 (株)(六桜社)、昭和

18年富士電機製造 (株)の進出まで、ほとんど見るべきものはなかった。

しかし、戦後にここにも都市化の波が抑し寄せ、昭和 33年多摩平団地入居をきっかけに、人口は急

増しはじめた。平山工業団地 ・JR盛田電車区、多数の住宅、アパー トなど、畑や雑木林をつぶして

設置され、学区内の機相は最近 15年ぐらいで、いちじるしく変化し、人口が急増した。

4 教育目標

平和で民主的な崖|家、社会の形成者として、世界にひらかれた日本人の育成をめざし、つぎの目標

を定めます。

1 進んで学習し、向上する人

2 進んで、力を合わせ、みんなのために努力する人

3 進んで心身を鍛え、やりぬく人

0学:校の教育目標を達成するための謀本方針

1 年間の授業l時数を般保し、生徒の思考過程を重視した授業をすすめる。

2 生徒の白主的実践的活動を重悦した行事の実施、及び学年 ・学級経営をはかる。

3 家庭の理解と協力をえて、ともに人間性豊かな生徒の育成につとめる。

5 本年度の指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

1. 生徒の活動を生かす指導につとめ、自ら進んで学びとる学習態度を育成する。

2 教材の精選につとめ、基礎学力の充実を図る。

イ.道徳

1 お互いの人権を尊重し、思し、やりの心を養う。

2 物を大切にする心を養う。

3 よく考えて行動し、結果に立任をもっ態度を養う。

ウ.特別活動

1 教師と生徒、生徒相互の心のふれ合いを深める。

2. m聞の一員としての自党を深め、協力してよりよい集団生活を営むようにする。

(2) その他の活動

充実した中学校生活を送るために

1 学校行事への取り組みを通して、 I~I 主的・ 実践的活動を重視する。

2 教師と生徒のふれあいを電視し、生徒一人ひとりの学潤や生活の悩みの解決をはかる。

(3) 生前桁部 ・進路桁導

ア.生活指抑

1. n主的に鋭fltJEしい生活科1mを身につけると共に、例人のi・t任をl守党させる。

2 勤労意欲を向 l二させ、教Tf環境の整備 ・美化に勿めさせる。

3 心身の他j主主工全にがIするなt訟を高め、郡故防止に勿めさせる。

4. ~I~fl生f.liの広義やf~~人の!.lミたす役割を見解し、 集団の質を向める態度を養う。
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イ.進路指導

系統的な指導につとめ、自己理解 ・情報の分析を通し、将来の進路を選択する能力と態度を育

成する。

6 本年度の研究主題

人権尊重教育の推進 新学習指導要領の研修

1 本校の特色

(1) 教育活動

各領域の調和に心掛けつつ、校風を発展させる意気に燃えている。

ア.綬 業 校内研究を深め、 1時間 1時聞を大切にする。授業打ち切りをさけ、まじめな学

習態度を育てる。

イ.特別活動 学級活動・生徒会活動 ・クラブ活動と学校行事の調和をめざし、時聞を厳守して

活動し、自発心・自律心を育てると共に感動する体験を多くするように努める。

(2) 授業研究の推進

市の学校教育の指導目標にの っと り、授業研究の推進に努める。

(3) 父母との連携

学校通信(学校の様子、生徒の創作)を家庭に配布し、 学年 ・学級通信と合わせて共通理解 ・共

通指導に努める。

(4) 美化緑化の推進

校樹(泰山木)を育て、緑多く美しい学園の環境援備に努める。

(5) 勤労体験学習の推進

学校行事を通して、特に、全校清婦の日々の実践から、自ら気付き ・考え・実行する力を育てる。

8 その他(教職員の研究歴)

A6. 研 究 員 開発委員 ・現代化委員 研 究 生 中央研修

桑原和正 46教育方法 桑原和正 52道徳 村山敏雄 51音楽 桑原和正 62 

2 村上敏雄 47音楽 新井幹 53教育課程 塙健郎 56 

3 桑原和正 48社会 高橋清子 57家庭

4 新井幹 54音楽 村上敏雄 62音楽

5 高橋清子 61家庭

6 青木裕美 62理科

7 山本玲子平2家庭
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学校名 日野市立三沢中学校

所在地 日野市三沢 25番地

電話 0425-92-5017・5018

11隠 路 京王線百草園より西へ徒歩 10分
高幡不動駅より東へ徒歩 12分

生徒数男 360名女311名計 672名

校長氏名 阿部忠志

1. 沿革の慨要

昭 51. 9. 18 

H召52. 2. 1 

4. 1 

4. 6 

4. 7 

9. 16 

sB 53. 3.22 

4. 7 

昭 54.3.19 

4. 7 

昭 55.3.]8 

4. 8 

昭 56. 3. 20 

4. 6 

昭 57.3.19 

4. 1 

4. 7 

昭 58.3.19 

4. 7 

仮#J¥5中学校校舎起工式

初代 校長 古川 豊発 令

日野市立三沢中学校開校教頭

以下教職員 22名発令

始業式(2年 156名、 3年 147

名

第 1回入学式(1年 188名、

全校生徒 491名)

第 1回開校記念日

第 1回卒業式(男80名女6銘)

第 2回入学式(男1ω名女85名)

第 2回卒業式(男75名女88名)

第 3回入学式(男111名女91名)

第 3回卒業式(男93名女91名)

第 4回入学式(男]07:名女105名)

第 4回卒業式(男105名女86名)

第 5回入学式(男131名女94名)

第 5回卒業式 (男108名女95名)

二代校長 降族経雄発令

第 6巨l入学式

(男 137名女 108名)

第 6回卒業式

(男 110名女 108名)

第 7回入学式

(男 107名女 122名)

18学級教職員 35名

昭 59. 3.19 第 7回卒業式(男130名女95名)

4. 1 校舎上旬築、給食室完成

4. 7 第 8回入学式

(男 174名女 161;r;)
昭 60.3. 19 第 8凶卒業式

(男 136名女 102:f'，)

3. 31 西側第二グラン ド完成

教頭氏名 深山腹弘
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昭 60. 4. 8 

11召61. 3. 20 

3.31 

4. 8 

昭 62. 3.20 

4. 1 

4. 7 

11. 7 

nB 63. 3. 18 

4. 7 

平元. 3.20 

4. 7 

平 2. 3. 20 

第 9回入学式

(男 171名 女 153名)

第 9回卒業式

(男 110名女 119名)

前庭、中庭緑化完成

第 10回入学式

(男 169名女 170名)

24学級 教 職 員 55名

第 10回卒業式

(男 174名女 169名)

三代校長 綿引正己発令

第 11回入学式

(男 173名女 142名)

23学級教職員 55名

創立 10周年記念式典

第 11回卒業式

(男 175名女 164名)

第 12回入学式

(男 142名 女 129名)

23学級教職員 56名

第 12回卒業式

(男 170名女 168名)

第13回入学式(男132名女97名)

21学級教職員 50名

第 13回卒業式

(男 173名女 142名)

4. 7 第 14回入学式

(男 129名タ 1 1 1名)

18学級 教 職 員 44名

平 3.3. 20 第 14回卒業式

(男 142名次 123名)

4. 8 第 15回入学式

( 9J 96名女 103名)

17学級 教 職 員 42



2 歴代校長

氏 名 年月~年月

古 川 差是 昭 52.2. 1 - 57. 3. 31 

降族経雄 昭 57.4. 1 - 62. 3. 31 

綿 引 正 己 UB 62. 4. 1 - 平 2.3.31 

阿部忠 志 平 2.4. 1 -現在

3 地戚の環境

本校は、京王線の高幡不動駅と百草園駅のほぼ中間の北側にある。学区域は京王線に沿って北は浅

川までの平坦部、南は多摩丘陵からなり、環境に恵まれ、高幡不動車百草闘などの名勝がある。

4 教育目標

憲法と 教育基本法にのっと り、平和で民主的な人聞に育成することをめざ して、次の目標を定める。

① みずから学び、真の学力を身につける人聞に育てる。

② 心豊かで、みんなと協力できる人聞に育てる。

③ からだをきたえ、健全な心身をもっ人聞に育てる0

.教育目標を達成するための基本方針

( 1) 授業を大切にし、指導内容及ひe指導方法に創意工夫をこらし基本的事項の定着を図る。

(2) 学年 ・学級の活動、学校行事等を充実 し生徒の存在感や成就感を高める指導に努める。

(3) 体位・体力の向上を図るとともに、生徒理解にたった心の通う行き届いた指導を進める。

(4) 教育環境を整え、明るく生き生きとした校風を築くよう教職員は和をもってこれに当たる0

.指導の重点

(1) 各教科

ア.基礎学力の充実、教材の精選・ 系統化に努め学び方を身につけさせる。

イ. 自ら学ぶ意欲、主体的に学習する習慣を身につけさせる。

ウ. 一人一人の生徒の立場にたった指導を工夫し、学ぶことの楽しさをわからせる。

(2) 道徳

ァ.生命尊重の精神を育て人間としての自覚を高める。

イ.望ましい人間関係を育て集団 ・社会の一員と して自覚し行動する実践力を育てる。

(3) 特別活動

7.生徒・教師が一体とな って発表の場や機会を工夫 し自主 ・自律の態度や豊かな創造力の育成

に努める。

イ.学級や学校における生活課題の解決能力や健全な生活態度の育成を図 り、一人一人の個性の

伸長に努める。

ゥ.生徒会活動の活発化を図 り、 生徒の自主的・ 実践的態度の育成に努める。

(4) その他の活動

ア.教育相談、学力補充に努め不適応、生徒の防止に努める。

イ.国際理解教育の推進に努めるとともに外国人英語指導助手の活用を図る。

(5) 生活指導

ア.人間関係を深め規律ある集団づくりを進める。

イ.積極的に整然とした学校環境づくりに取り組む。

ウ.善悪、理非のけじめを自覚させ実行させる。
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(6) 進路指導

ア.生き方の指噂を通し自己理解を深めさせ進路選択の能力を養う。

イ.学級活動に進路学習を位位付け学年に応じた系統的指導を実践する。

(7) その他の活動

ア.教育相談、学力補充に努め、不登校生徒の防止に取組む。

イ. 中|五I~I錫げチタに対して配慮し、日本の文化と外|玉lの文化について理解させる。

ウ.同際理解教育の推進に努めると共に、外国人英語指導助手の活用をはかる。

5 本年度の研究主題

立欲をもって主体的に学習に取り組む術羽法のあり万はどうあるべきか。

6. 本校の特色

本校はIJfj校以来 1"年が経過し、教峨品の努力と地域、父母の協力により、学校の悲礎が確立され

たところである。施設の1mでは、 この 2、 3年の|口lに校舎地築、給食施設の完成、第二グラン ドや前

庭の完成など一段と充実をみた。

教職員は常に和の精神を堅持して、三uj凶1する多くの問題を解決し、教育内容の充実を図ってきた。

特に、生徒一人一人の個性をや1]ばし、能力を開発するために、厳しい中にも明るく伸びやかな雰囲気

を大切にしている。その小で白から考えさせ、日 主的な行動のとれる生徒の育成をめざしている。こ

のことを可能にするため、授業研究、行事の充実、生活桁訴のための校内研修を重視している。生徒

は索前であるが、円的意識が不十分であり、集中))~こ欠ける面がある。父母は教育熱心で協力的であ

り、父ほと教師の会のf，F，動も活発である。

本年度も、同際理解教育の推進ならびに英語力の地進を IJ的に、外国人教師の滋入を図っている。

t その他(教職員の研究股 )

教育研究員 IJA 発 委 日 道 徳助 言 研

阿部忠志(48特別活動) 阿部忠 志 (ti 8.文部省) 阿部忠志(49特別活動)

保山胞弘(6O.英語) 傑 山胞弘 (61.英語)

古池~紀子( 62. 1'f業)
一一一一一一一一一
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学 校名 日野市立大坂上中学校

所 在 地 日野市大原上4-17-1

電話 0425-83-9755・9756

)1慎 路 中央線日野駅下車 徒歩 12分

生 徒数男 400(7) 女 334(2) 計 734(9)
( )内心障学級生徒数

校長氏名 名塚 三 雄

1 沿革の概要

昭 55. 2. 1 初代長谷川辰美校長着任

4. 1 日野市立大坂上中学校開始

教頭以下教職員 37名発令

4. 7 始業式(2年 214名 3年235名

心障 15名)

4. 8 第 1回入学式男 144名

女 128名心障2名

5. 15 校舎・校庭工事完成

6. 6 体育館工事完成

6.28 プール工事完成

7. 12 落成式挙行

8. 11 生徒標準服・校章 ・校旗制定

11. 1 体育館鍛帳、暗幕工事完成

11. 8 校歌制定校章、校旗、校歌

発表会挙行

昭 56.3 9 第 1回卒業式男 130名

女 114名

4. 7 第 2回入学式男 128名

女 134名心障 12名

昭 57. 3. 19 第 2回卒業式男 112名

女 110名

4. 7 第 3回 入 業 式 男 123名

女 102名心障 7名

昭 58. 3 9 第 3回卒業式男 148名

女 144名

3 31 理科室、食堂、図書室、美術室、

普通教室 4完成

4. 7 第4回入学式男 151名

女 118名心障 5名

昭 59.3.19 第 4回 卒 業 式 男 142名

女 143名

教頭氏名 山崎妙 子

昭 59.4. 7 第 5回入学式男 166名

女 151名心障 6名

昭 ω3.19 第 5回 卒 業 式 男 127名

女 130名心降4名

4. 8 第 6回入学式 男 132名

女 152名心障 4名

昭 61. 3.20 第 6回 卒 業 式 男 150名

女 120名 心障 5名

4. 8 第 7回 入 学 式 男 173名

女 163名心障5名

昭 62 3.20 第 7回卒業式男 166名

女 154名 心 障 6名

4. 7 第 8回 入 学 式 男 161名

女 146名心障3名

昭 63 3 18 第 8回卒業式男 131名

女 154名心隊 4名

4. 1 第 2代 名塚三雄校長着任

4. 7 第 9回 入 学 式 男 148名

女 130名 心 隊 4名

平元 3.20 第 9回卒業式男 173名

女 161名心障 6名

4. 7 第 10回入学式男 121名

女 123名心降 1名

平 2. 3.20 第 10回 卒 業 式 男 155名

女 141名心障3名

4. 7 第 11回入学式男 136名

女 106名 心 障 4名

平 3.3.20 第 11回卒業式男 150名

女 126名心障 3名

平 4. 4. 8 第 12回 入 学 式 男 138名

女 103名 心障 3名

146一



2. 歴代校長

氏 名| 年月~年月

長谷川辰美|昭 55.2. 1 - 63. 331 

名 塚 三 雄 |昭 63.1. 1 - 現 在

3. 地域の環境

現在地は日野の発祥の地として知られている。また、関東ロームmの日野台地にあり、昭和 11年

日野工場地帯の中に設立された神鋼電機(彰紛のあと地に新設された中学校である。

学区内に日野自動車Ct紛をはじめ中小工場も多く 、また実践女子大学、日野台高校と隣接しており、

教育環境は良好である。

4 教育目標

進んで自己を開拓し向上しつづける人になろう。

① よく考え進んで学ぼう。 (知性)

② 思いやりの心をもち、他につくそう。 (敬愛)

③ 心身を鍛え、全力でやりぬこう。

5 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o授業規律の縫立と一人一人の体験を重視しながら、それを生かす授業の工夫を進める。

o基礎学力の充実を図り 、学習遅進児への対策を図る。

0生徒自ら学び、考える態度を育成する。

0一人一人の個性と能力の伸長を図る。

0新教育課程移行措置の初年度に当たり、完全実施へ向けての計画的移行を図る。

イ.道徳

0正しい道徳的判断力と思いやりの心を培う。

o社会の一員としての奉仕と感謝の心を結う。

。学校生活全体を通して系統的に、道徳的実践カを育てる。

o道徳時間の権保と充実に努める。

ウ.特別活動

o自主性を育て、主体的な実践活動を通して、充実した学校生活を送らせる。

o体験を重視した行事を通して社会性をつちかい、感動や奉仕の心を養う。

(2) その他の活動

落ちつきとうるおいのある学校生活の中で、喜びと生きがし、を育てるために、

o trI:t'，ð美化教育の徹底を図る。 o 生徒会の諸活動の-~の充実に努める。

0教師と生徒、生徒相互の好ましい人間関係を育てるよ う、学年 ・学級の諸活動の充実に努める。

0一人一人を生かす教育活動の充実を図る。

(3) 生活指導 ・進路指都

ア.生活指羽

0規律ある字校生許可の確立と抜本的な生前習似の徹底を閃る。

0 共通理解から、共通実践へ。 職員の指ifl.休館IJの充実を図る。

0集会指滋の一肘の充実を図る。
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イ.進路指導

o生徒が自己の能力と適性を伸ばし、目的意識をもって将来の進路を選択すると共に、生涯をた

くましく意欲的に生きつづける力を育てるよう系統的、計画的な指導の充笑に努める。

6 本年度の研究主題

生涯教育へむけての、系統的進路指導のあり方

7 本校の特色

本校はー中と 二中を母校とし、各方面の理解と協力により作られた近代的な設備の整った開校 12 

年目の学校である。校舎内は非常に明るく、校庭には樹齢 30年を超える桜、ヒマラヤスギが生え、

校門には樹齢 100年ともいわれる棒がそびえ、教育環境は非常に良い。日野台高校と隣接し、生徒は

は高校生活を窓ご しに見て生活している。

開校以来、地域社会 ・家庭と協力して子どもの長所を生かし、本校の基礎固めに全校職員が力を結

集して努力してきた。教職員の新しい校風をつくる意欲や父母の学校への期待・協力により、おちつ

いた雰囲気のある学校となり、生徒が意欲的に活動する学校となった。 58年度より学校給食が始ま

り396名入る食堂が完備し、各地よりの参観者がある。

また本校は心陣学級設置校であり、交流学習等教育内容の充実に努めている。幸にして在学する生

徒の一人一人が明るく生き生きとした姿で、学んで、いる。

平成 2年度は、 ①研修会や授業研究を通じて指導技術を高め、綬業の充実をはかり、②生徒会活動

を重視し、 計画的な指導により生徒の自浄能力と意識をさらに高め、③生活環境を全校あげて整備し、

安全 ・清潔 ・静粛な学校の維持 ・向上につとめてし、く方針である。

以上のことを通じて教育目標に示された思し、やりの心をもち、他につくす心情を大切にする生徒の

育成を図っている。

8 その他 (教職員の研究歴 )

ド空 研 究員 現代化委員 研 究生 その 他

1 
名塚 三 雄 中 野秀樹 山 崎妙 子

( 43特活 ) ( H 3 ) (46.47.道徳助言 )

2 内 田耕一郎 中 .野道 秀 樹
(41.特活 ) (55 徳助言 )

3 
松本俊治 大矢芳生

(60美術 ) ( H2道徳助言 )

4 中野 秀 樹 木 嶋 健
( 61.社会科 ) (62関発委社会)

5 
渡辺やす子 中 村 祭 樹
(平3家庭科) (Hl.地質調査 )

6 大矢芳生
( H3教育課題)
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学校名

所在 地

電 言百

11闘 路

生徒数

校長氏名 北原京昭

1. 沿革の槻安

Pti 55. 6. 14 

8 25 

校舎建設工事着工

給食窒建設工事着工

12.15 プーノレ建設工事新工

12. 16 体育館他設工事着工

np， 56. 2. 1 初代校長 河野寿忠着任

3.26 校舎使用開始

4. 1 f;r1校乙戸教頭以下教諭 29、

主宣 1、市職員 11名お任

5. II 

5. 19 

5. 27 

7. 15 

8.21 

9. 21 

12 25 

sA 57. 1. 7 

2. 6 

3. 1 

t1. 11 

4.23 

昭 58.1. 24 

2. 8 

4. 1 

昭 ω11.30 

昭 61. 4. 1 

平元.8.31 

アラー ムシステムによる白動管

術開始

校庭造成工事終わる

プーノレ完成

東テニスコート完成

体育館完成

西テニスコート完成

校統完成

校歌完成

校歌、校京発表会

中国日本語教師団の米校

学校ス ポーツ開始

家庭教育学級開講

平山rl..PTA規約成立

体育館向動望書倣設備工事完了

第二代校長 川崎昭三，?i-任

校庭l有{}W防背工事完了

第三代校長 高木宏文治任

図占室(4階)の改修完 f

日野市立平山中学校

日野市平山 4丁目 21:番地の 3

0425-93-3015・3016

JR盛田駅下車徒歩 18分
京王線南平駅下車徒歩 10分

男子 296名 ・女子 257名 ・計 553名

教頭氏名 浅野 博

2 陛代校長

氏 名 年月~年月

tnJ 野寿忠、 昭 56. 2 ~ 58. 3 

川崎昭 二 昭 58 4 ~ 61 3 

高木宏文 昭 61. 4 ~平 3. 3 

~t 原景昭 平 3 4~ 現在

3 地域の環境

多摩丘陵北箆にひらけた低地に学校がある。

校舎南側にある校庭の目先きを京王線が走り、

校舎北側は、淀防道路をへだてて、浅川の河川

敷につながっている。緑豊かで自然環境には恵

まれている。

学区成は、東西の最長部分が約 2.3初、南北

が約1.5伽にわたり、学校は学区域の最も 北東

部に寄った位位にある。

近年、都市化の進行に伴ない、ベッドタウン

のたたす.まいを濃くし、人口の急上位が見られた

が、生徒数は 62年度を峠に漸減に向っている。

父母の教育への関心度は極めて高L、。

4 教育目標

0考え、工夫する人

(主体性のある人間の育成 )

o協力し、進んで働く人

(社会性のある人間の育成)

oi'l然や人々を大切にする人

(人間性豊かな人間の育成)

o心身を鍛え、やりぬく人

(健康な人|臼!の育成)
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5. 指導の重点

( 1) 各教科

0わかりやすい授業、楽しい学予言1を展開するために、指導法や教材にL夫をこらす。

o地域の自然、文化を教材や教育活動にとり入れる。

0基礎学力の充実をはかり、日常の学校や家庭生活の11-'で、生徒がド!主的に学習を進めることがで

きるように、意欲を育てる演出を身につけさせる。

(2) 道徳

o温かい人間愛を基礎とした望ましい人間関係をつくるよう、すべての人を尊重し、理解する心情

の育成をはかる。

oものごとの善悪を正しく判断し、正しい事は勇気をもって実践する態度を養う。

0社会の一員としての基本的な生活習慣を身につけるようにする。

(3) 特別活動

0生徒会やグ ラブ ・学年 ・学級の諸活動への積極的な参加を通して、 所属意識を高めると共に連帯

の精神を養い、責任感と実行力を身につけさせる。

0学校行事の意義を正しく理解して積極的に参加するようにし、 奉ー仕 ・他への思いやり・ j''(任感等

の心を育てると共に、ものごとの計画、組織的にすすめる能力や態度を養う。

(4) 生活指導

0日常の個別や集団の指導を通して、望ましい生活習似や態度を育て、集団の質を高める指導を行

う。

0学校生活のあらゆる場でのふれあいを通して教師と生徒の心の速がりを強め、相互の信頼を深め

るようにする。

0全職員が一致して指導する体制をつくって問題傾向には早期に対応策を講じ、 家庭や関係諸機関

との連絡を衝にして、全生徒の健全育成に努める。

(5) 進路指導

0 自己の特性をま日って、その伸長に努め、適切な進路を選択できる能力を育てる。

0個々の生徒や各学年の発達段階、特性等を考慮して、計画的・系統的な指導を実施する。

(6) その他の活動

0個人的な悩みや不安を解消するため、教育相談 ・個人面談・進路相談 ・質問教室等の実施をおし

すすめる。

6 本年度の研究主題

(1) 小集団を生かした学級活動 ・学習活動の進め方。

(2) 小・中の連携を生かした生徒指導のあり方。

t 本校の特色

開校 11年目の学校で本年度は「十周年記念行事」の開催が予定されている。生徒も教職員も「学

校へ来るのが楽し¥，、」といえる学校を目指して、下記事項に重点をおき、指導に当っている。

0生徒をとりまくいろいろな環境を整え、活気に満ちた学校にする。

o r勉強しようとする意欲に満ちた生徒がし、てJr生徒のために力一杯やろう とする先生がし、る」 学

校にする。
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8 教職員の研究歴

〉ぞと 研究員 研究生

阿部晃一 坂井悦子
( 43美) ( 2 理 )

2 三浦義次
( 46技)

3 
三 浦 賢治
( 59数 ・62特活)

4 
遠 藤 弘
(63特活)

5 
渡 辺 淳

(元.英)

6 池 田純 二
(元.数 )

7 
片 倉 俊 秀

( 62.道・元2性教)
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